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国際ロータリー会長メッセージ

 この度は、2020-2021年度地区大会へようこそお越
しくださいました。

　新型コロナウイルスの流行によって世界は変わりま
したが、ロータリーの地区大会は継続して開催され、
今まで以上にロータリーの未来にとって重要な行事
となります。

　ロータリーでもさまざま運営方式が変わり、この危
機が過ぎ去った後には、新たな現実が待ち受けてい
るでしょう。今こそ、私たちがロータリーの中核的価
値観を見直し、自分たちにとってなぜロータリーが重
要なのか、今後もロータリーを守っていくために必要
な資質は何かを考える必要があります。

　ロータリーへの入会理由やなぜロータリーに留ま
り続けるのかを問うとき、多くの答えが存在するで
しょう。世界各地のそれぞれの会員がロータリーに
対して異なる思いを抱いているだけでなく、私たち一
人ひとりにとってロータリーは独自の意味をもつ存在
となっています。しかし、共通点もあります。まず、私
たちはみな、ロータリーの価値観、そして四つのテス
トに示される共通の倫理感を共有しています。二つ目
に、私たちは友情を深め、互いに同じ時間を過ごすこ
とを大切にしています。三つ目に、私たちは人びとを
助けることを重んじ、「超我の奉仕」の理念に身を捧
げています。

　現在、直接顔を合わせる会合ができず、この状況
がどのくらい続くのか分かりません。しかし、共に集
うということは、私たちが共有するロータリーでの経
験の一つにすぎず、ほかのことは何一つ変わりませ
ん。私たちは現在、オンラインで集い、パソコン画面

で互いの顔を見ながら、ディスカッションをし、講演
を聞き、新しいプロジェクトの計画を立てることがで
きます。このような危機の中にあっても、「ロータリー
は機会の扉を開く」のです。

　地区大会は、私たちが力を結集し、よりインパクト
の大きなロータリーの奉仕について考え、会員の積
極的な参加を促す機会となります。今年度、私たちは
ロータリーの成長に力を注ぎます。しかし、私にとっ
て、ロータリーの成長とは、新会員がクラブに馴染め
るように特別の配慮をしたり、すべての会員が積極
的に参加していけるように取り組むことを通じて、会
員を思いやることを意味します。

　皆さまがこの地区大会でアイデアを寄せ、活気を
高めてくださることを願っています。ロータリーでの
リーダーという重要な役割を担っていただいているこ
と、そして、刻 と々変化する時代を生き抜くためにご
尽力いただいていることに、心より感謝いたします。

　直接顔を合わせる場合も、オンラインの場合も、地
区大会はアイデアを共有し、私たち自身や私たちが
奉仕する人たちにとってロータリーがいかに扉を開く
かを示す素晴らしい機会です。
皆さまに感謝いたします。

　心を込めて

2020-21 年度
国際ロータリー会長
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大会特別委員会
（オンラインミーティング）

本会議

大会登録委員会 大会信任状委員会

大会決議委員会 地区資金委員会 ガバナー指名委員会

会長・幹事会

３月６日㈯ １日目

３月 7 日㈰ 2 日目

オープニング
アトラクション
和太鼓衆“響”

4



大会特別委員会
（オンラインミーティング）

本会議

大会登録委員会 大会信任状委員会

大会決議委員会 地区資金委員会 ガバナー指名委員会

会長・幹事会

３月６日㈯ １日目

３月 7 日㈰ 2 日目

オープニング
アトラクション
和太鼓衆“響”
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桑田真澄氏
特別講演「試練は人を磨く」
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大会プログラム

会長・幹事会（13：00～13：30）
会場：南館１階 大輪田の間　　

オンラインミーティング

３月６日(土)

３月７日(日)

大会特別委員会（10：00～10：50）
オンラインミーティング

10：00～10：20

大会登録委員会

大会信任状委員会

大会決議委員会

10：30～10：50

地区資金委員会

ガバナー指名委員会

開会

開会点鐘

国歌

挨拶および報告

決算報告

監査報告　

決算承認方法について

所感

閉会点鐘

閉会

司会　　　齋藤太紀雄　　　西　脇

西　脇

西　脇

神　戸

神戸須磨

西　脇

神戸南

西　脇

西　脇

西　脇

西　脇

西　脇

東京飛火野

西　脇

西　脇

神戸西

加古川中央

西　脇

神戸西神

伊　丹

宝塚中

宝塚中

伊　丹

姫　路

西　脇

髙瀬　英夫

髙瀬　英夫

土井　正孝

光斎　信治

髙瀬　英夫

石丸鐵太郎

髙瀬　英夫

ガバナー

ガバナー

直前会計長

直前会計監査

ガバナー

地区研修リーダー

ガバナー

本会議（13：45～16：50）
会場：ポートピアホール

ライブ配信　　　

３月７日(日)

オープニング

開会点鐘

国歌

奉仕の理想

開会挨拶

挨拶

挨拶

祝辞

祝辞

参加クラブ紹介

物故者黙とう

挨拶並びにRI現況報告

地区現況報告

特別講演 「試練は人を磨く」 （15：00～16：00）

表彰

大会登録委員会報告

大会信任状委員会報告

大会決議（案）上程

大会決議（案）採択方法について

ガバナー指名委員会報告

挨拶

挨拶

参加クラブ代表挨拶

次年度ホストクラブ挨拶

所感

閉会点鐘

閉会

司会　　　村上　康憲　　　西　脇
藤本志津恵　　　　　　

和太鼓衆 “響”
髙瀬　英夫

井村　正身
髙瀬　英夫
矢納　利夫
井戸　敏三
片山　象三

水野　　功
髙瀬　英夫

桑田　真澄

矢納　利夫
瀧川　好庸
矢野　宗司

髙瀬　英夫

丸尾　研一
吉岡　博忠
阪上　栄樹

馬場　和代

桝井　俊司

三木　　明

髙瀬　英夫

ガバナー

地区大会実行委員長

ガバナー

ホストクラブ会長

兵庫県知事

西脇市長

RI会長代理

ガバナー

読売巨人軍投手チーフコーチ補佐

委員長

委員長

委員長

ガバナー

委員長

ガバナーエレクト

ガバナーノミニー

宝塚中RC会長

伊丹RC会長

直前RI理事
ロータリー財団管理委員会特別アドバイザー

ガバナー

桑田真澄氏
特別講演「試練は人を磨く」
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　2680地区の会長・幹事の皆様そして、ガバナー補

佐の皆様、こんにちは。

　今年度2680地区ガバナー・西脇ロータリークラブの

髙瀬英夫でございます。

　 C OV I D -1 9 の 猛 威の中、緊 急事 態 宣 言が 解 除

（2021年２月末）されたとは言え、当地区大会は、会

員、ご家族、関係者の健康を最優先に考え、また感

染症拡大防止のためロータリーとして出来る具体的

行動の一つとして、〈１日開催〉、〈会長・幹 事会は

ZOOM、本会議はライブ配信〉とする完全リモート体

制での開催と致しました。

　大会のテーマは「次の100（飛躍）年に向けて　ビジョ

ンを語り、掲げよう」とし、井戸兵庫県知事、片山西脇市

長の来賓祝辞、RI会長代理水野功様によるRI現況報

告のビデオメッセージをいただき、同時刻にロータリア

ンの思いを共有したいと考えています。また特別講演の

桑田真澄氏（読売巨人軍投手チーフコーチ補佐）には

ポートピアホールから「試練は人を磨く」の演題でご講

演をいただきます。

 ガバナーエレクトスタート時（2019年９月）に、ガバ

ナー補佐の皆様にグループフェスタ開催をお願いしま

した。グループのニーズを把握し、ロータリーの認知

度アップ、公共イメージ向上にそして会員増強に結び

付ける様、素晴らしいイベントを企画していただきま

した。困難な状況の中、２グループで開催が実現しま

した。年度末の地区事業報告の中に「幻のグループ

フェスタ」としてまとめます。いつの日か多くの企画が

実現することを楽しみにしています。私も参加した阪

神第２グループのグループフェスタについてご紹介い

たします。久保ガバナー補佐、西宮恵美寿RCを中心に

開催された「にしきたから世界を目指す映画プロジェク

ト」です。〈阪神・淡路大震災の記憶を語り継ぐ事〉

〈左手のピアニストを応援する事〉をテーマに西宮を

舞台に、震災、病気（局所性ジストニア）の試練に苦

悩しながらも前を向く若き音楽家を題材にした「にし

きたショパン」という映画の試写会とピアノのミニコン

サートでした。この映画のプロデューサーは、西宮恵

美寿RC近藤会員です。この作品は後日「ミラノ国際映

画祭　外国語映画部門　最優秀長編作品賞」に輝

き、一般公開もされ好評であったとお聞きしました。

　当日は、ロータリアンを含む一般公開であり、私は

挨拶でロータリーを紹介するにあたり以下のようなお

話をいたしました。（正解のある設問ではありません

ので、一ロータリアンとしての私見として）

・ロータリアンとはどんな人なのか？

「自らが従事している職業が地域社会の中で役に

立つよう日々研鑽している人達＝人間力を磨き上げる

努力をしている人達」

・ロータリーは何をしているのか？

「上記の様な人々が交流することによりお互いが自己

研鑽する場として例会を開き、一体となり地域社会、

世界が必要とする事に応える活動を行っている」

2020-21 年度
ガバナー

（西　脇）
髙瀬　英夫

◆挨拶および報告

〔挨　拶〕

予 定 通り終え、実り多いものにする事が出 来まし

た。改めてお礼申し上げます。

　公式訪問では、ガバナーの役目のひとつとして次の

ようなお話をさせていただきました。

・RI会長のテーマ及び地区スローガンを伝える。

・クラブのいい所を吸収し、他クラブに伝え、取り

入れていただくことによりクラブの活性化を図り、

全体として地区の成長に結び付ける事である。

　この件については、後ほどの本会議の地区現況報

告で、公式訪問の総括とお願いの時間で述べさせて

いただきます。

・なぜロータリアンであり続けるのか？

「理念と指針が、活動が、自らの価値観と一致して

いるから、魅力を感じるから」

　さて日本ロータリー100周年、2020‒21年度はどん

な年として記憶に残るのでしょうか？

　この一年を振り返ると、年度前の重要セミナーの

PETS、地区研修・協議会、会員維持増強セミナーを

皮切りに、青少年交換はじめ地区の行事、委員会そして

クラブの例会周年行事、奉仕事業、グループフェスタ、

I M等多くの行事が中止、延 期のやむなきに至りま

した。

　公 式 訪問は、C OV I D -19 禍ではありましたが、

会長・幹事会
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●2019-20年度
　決算報告・監査報告・決算承認方法について

●決算報告
　直前会計長

（神　戸）

資料に基づき、2019-20年度の決算報告がなされた。

監査の結果、決算報告に疑義がないことの報告がなされた。

土井　正孝

●監査報告
　直前会計監査

（神戸須磨）
光斎　信治

〔会計報告〕

　2020-21年度の会長・幹事会は極めて異例の方式で行われました。ちょうど100

年前に世界的に流行したスペイン風邪以来の新型コロナの世界的大流行によるも

のです。このような方式は、少なくとも私が生きている限り二度とないのではと

考えます。しかし、いろいろ考えさせられました。

　まず最初は、人と人のつながりは、やはり直接会うに勝るものはない、という

ことでしょうか。ZOOMでは顔もその表情もわかりますし、声も聴けます。しか

し、直接会う状況と比較すると、何か欠けているのです。ロータリーに対する皆

さんの熱気が伝わらないのではないでしょうか。

　まだまだZOOMではそれら全てを拾い上げられないのでしょう。

　一刻も早く会員の皆さんと直接顔を会わせたい気持ちを捨てきれません。その

意味で、例会の出席が極めて重要であると悟ることができたのではないで

しょうか。

　逆に、電子機器の発達のスピードにも驚きました。今後もどんどん進歩してい

くと思われますので、これら電子機器を嘗めたらいけないでしょう。我々の会合

にもどんどん取り入れるべきとものと考えます。

　本年の会長・幹事会準備にご苦労されたと思いますが、将来のことを考える

と、よい訓練になったのではないでしょうか。ご苦労様でした。

地区研修リーダー

（神戸南）
石丸　鐵太郎

〔所　感〕

会長・幹事会

●決算承認方法について
　ガバナー

（西　脇）
髙瀬　英夫
　ただいまの決算報告および監査報告につきまして、本来ならば、こ
の場で承認をいただくべきところではありますが、今年度はオンラ
インミーティングのため、この場で賛否を取ることができません。つき
ましては、後日、電子投票とさせていただきます。投票方法の詳細につき
ましては、あらためてクラブにメール発信させていただきます。

「2019-20年度地区会計決算報告」電子投票結果
　「会長・幹事会」において報告された「2019-20年度地区会計決算」について、地区大会後、
地区内全クラブによる電子投票の結果を下記の通り報告いたします。
　皆様のご協力に厚く感謝申し上げます。

①2019-20年度地区会計決算報告承認の件
　署名人：クラブ会長　　回答：71ロータリークラブ　　承認：71票

　上記のとおり、全ロータリークラブからご承認を頂戴いたしました。

ガ バ ナ ー　髙瀬　英夫
直 前 会 計 長　土井　正孝
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　会場の皆様、こんにちは。そして、オンラインにより参加していただいております

皆様、こんにちは。どうぞよろしくお願い申し上げます。

　さて、本日、国際ロータリー第2680地区　2020-21年度地区大会を開催いたしまし

たところ、RI会長代理　水野功様にはご挨拶並びにRI現況報告を、そして兵庫県知

事　井戸敏三様、西脇市長　片山象三様には、それぞれご挨拶をビデオメッセージで

頂くことになっております。誠に有難く、心より御礼申し上げます。

　今回の地区大会は、「次の100（飛躍）年に向けて　ビジョンを語り、掲げよう」

との大会テーマにて開催いたしました。日本のロータリー100周年を記念するととも

に、この大会が次の100年を見据えた大いなる飛躍を遂げるきっかけとなるよう念願

しているところでございます。

　本来、ロータリー活動は、地区においてもクラブにおいても、単年度制による運

営が重要視されてきましたが、近年はロータリーの将来を見据えた運営や活動が重

要視されてきております。そういった現状に鑑み、この大会テーマを掲げさせてい

ただきました。やがて迎えるであろう200周年のためにも、しっかりとした礎を築こ

うではありませんか。

　本会議後半では、読売巨人軍投手チーフコーチ補佐に就任された桑田真澄氏に

「試練は人を磨く」と題して、特別講演をいただくことになっております。ちょう

ど現今の時節に合ったお話であろうかと存じます。皆様もどうぞご期待下さい。

　残念ながら、新型コロナウイルス蔓延により、ロータリー活動にも支障をきたし

ている現状でありまして、本大会もオンラインによるライブ配信という異例の大会

となりました。ロータリアン各位におかれましては、ご不便をおかけいたします

が、何卒ご寛恕いただき、ご支援ご協力いただきますよう、よろしくお願い申し上

げます。

　最後になりましたが、本大会開催に当たりご協力賜りましたすべての方々に深甚

の謝意を申し上げ、地区大会開催のご挨拶とさせていただきます。ありがとうござ

いました。

大会実行委員長

（西　脇）
井村　正身

〔開会挨拶〕

　日本ロータリー100周年、2020‒21はどんな年度として記憶されるのでしょうか？

見合わせ、先送り、延期、中止、苦渋の選択など思い通りに事が運べなかった負の

イメージが多く残るのでしょうか？ 今日の地区大会もどんなものになるのでしょう

か？ COVID-19感染症拡大を想定しつつ、年度当初から例会、会議等オンラインで

の開催に関心を持っていただき、皆様のご尽力のおかげで地区においてはオンライ

ンが標準装備として定着しつつあることに感謝申し上げます。

　今大会テーマは「次の100（飛躍）年に向けて　ビジョンを語り、掲げよう」と

し、感染症拡大如何に関わらず、中止することなく、会員皆様の健康を最優先と

し、無観客状態であってもビデオメッセージも取り入れながら、ライブ配信で皆様

と同時刻にロータリアンの思いを共有したいと思っています。従来の大会とは全く

異なったものにはなりますが「オンライン元年」の今年度だからこそ出来る記憶に

残る大会にしたいと考えています。

　井戸兵庫県知事様、片山西脇市長様に来賓祝辞を、またRI会長代理水野功氏に

はRI現状報告をビデオメッセージでいただきます。また今シーズン、ジャイアンツ

のコーチに就任された桑田真澄氏にはポートピアホールからご講演をいただきます。

テーマ「試練は人を磨く」は今まさに皆様の心に響くものと期待しています。　

　ガバナー補佐の皆様にお願いしましたグループフェスタについては、阪神第２

グループ・西播第２グループを除き、残念ながら中止、延期せざるを得ませんでした

が、ご尽力に心より感謝申し上げます。いつの日か各グループの素晴らしいプラン

が実行できることを楽しみに待ちたいと思います。

　最後に冒頭の疑問に戻りますと、今年度はロータリーの魅力を再確認し、クラブ

のビジョンを共有し、オンラインでのつながりの機会を得て、新しいロータリーと

して再出発した区切りの年度として記憶に残ることでしょう。2680地区の皆様が

クラブ独自のビジョンを掲げられ、益々ご活躍されますようお祈りいたします。

ガバナー

（西　脇）
髙瀬　英夫

〔挨　拶〕

本　会　議
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〔挨　拶〕

本　会　議
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１　はじめに
　皆さんこんにちは、国際ロータリー第2680地区の
地区大会が開催されますことを心からお祝いしま
す。
　昨年はコロナの影響により、地区大会が急遽中止
となりましたが、今年は髙瀬ガバナーをはじめ、関
係の皆さんのご尽力によって、オンラインで開催さ
れることとなりました。皆さんに直接お目にかかれ
ないのは残念ですが、２年ぶりの地区大会本会議開催
を心からお喜びします。

２　コロナ禍をともに乗り越える
　新型コロナウイルスの感染者が県内ではじめて確
認されてから、一年あまりが経ちました。まさにこ
の一年は、新型コロナウイルス感染症との闘いの連
続であり、いまだその状況が続いています。
 年明けから急増していた県内の新規感染者数は、
皆さんの外出自粛、営業時間短縮のご協力のおかげ
で、ようやく減少傾向に転じています。医療従事者
をはじめ、65歳以上の高齢者などへのワクチン接種
も、これから本格化します。
　このまま感染拡大を抑え込むためにも、引き続
き、一人ひとりが「うつらない・うつさない」とい
う強い意識で行動することが大切です。ともに力を
合わせ、この難局を乗り切りましょう。皆さんの一
層のご理解とご協力をお願いします。

３　ポストコロナの新時代に挑む
　一方、コロナ禍は社会を変革するきっかけとなっ
ています。テレワークなどが浸透し、都市に縛られ
ず、地方でこころ豊かな生活を送りながら仕事を続
ける、そんなライフスタイルを選ぶ人が増えていま
す。ポストコロナ社会の基盤となる情報インフラを
速やかに整備し、地域創生の取り組みを加速化させ
ることにより、人や企業を兵庫に呼び込んでいかな
ければなりません。

　コロナを乗り越え、ポストコロナの新時代を拓
く。令和３年は、そのための力強いスタートを切る
一年にしていきたいと考えています。これからも、
ひょうご五国の個性や強みを生かしながら、魅力あ
る地域づくりを進めてまいりますので、ロータリア
ンの皆さんには、ぜひご協力をお願いします。

　いつものように、お祝いの歌を披露させていただ
きます。

「コロナ禍を　乗り越えていく　未来には
　個性輝く　地域の姿」

　皆さんが地域づくりの先頭に立って、元気にご活
躍されることを期待するとともに、大会のご成功を
お祈りいたしまして、私からのお祝いのメッセージ
とさせていただきます。

　国際ロータリー第2680地区　2020-21年度地区大会をオンライン開催という新しい

形で実現できましたこと、まずはホストクラブを代表して心より感謝申し上げま

す。またRI会長代理 水野功様ならびに兵庫県知事 井戸敏三様、西脇市長 片山象三

様をはじめとするご来賓の皆様、地区内外のロータリアンの皆様、ご講演いただく

桑田真澄様、多くの方々のご理解とご協力、本当にありがとうございました。

　昨年も新型コロナウィルス感染症予防対策の観点からホストクラブである神戸

ロータリークラブの皆様方は、２日間の予定を１日のみとすることを素早く決断さ

れ、見事な素晴らしい地区大会を開催されました。私達は今日の日が近々に迫る中

で地区のロータリアンの皆様方をお招きし、広く大きな会場で２日間開催出来るこ

とを髙瀬ガバナーはじめとする大会実行委員会で模索し続けましたが、皆様の健康

と感染防止を最優先として2680地区初の試みとなるオンラインによるライブ配信と

いう形で地区大会を開催させていただきました。

　本地区大会のテーマは、日本ロータリー100周年大会「次の100（飛躍）年に向け

て　ビジョンを語り、掲げよう」であります。

　本大会は、新たなる100年の始まりの年であり、本日の地区大会はその始まりにふ

さわしい、新しいツールである、オンラインによるライブ配信となりました。数多

くのロータリアンが各地に居ながら言葉を語り合い、笑顔と笑顔をつなぎ合い、よ

り深く親交を深め合える。のちのクラブ例会・委員会・研修会においても互いに配

信し合える素晴らしいツールであります。

　新型コロナウィルス感染症という未曽有の災禍によって世界中が苦しい状況にあ

り、まだまだ先の見えない状況が続くと思われます。この2680地区内においても各

ロータリアンの事業所やそのご家族にも多くの影響がありますが、このような状況

だからこそ私達は互いを助け合い、支え合いながら地域社会や世界中のロータリア

ンと心をひとつにして、この苦しい今を乗り越えていきましょう。そして、これか

らの日本ロータリー200年を迎えるためにも頑張っていきましょう。

ホストクラブ会長

（西　脇）
矢納　利夫

〔挨　拶〕

兵庫県知事

井戸　敏三

〔祝辞（ビデオメッセージ）〕

本　会　議
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　国際ロータリー第2680地区の皆様、こんにちは。
西脇市長の片山です。
　本日、ロータリアンの皆様のご参集のもと、地区
大会が開催されますことを、心からお慶び申し上げ
ます。皆様と直接お出会いできないことは残念では
ありますが、このような形でごあいさつをさせてい
ただけることを大変光栄に思います。
　このたび、西脇ロータリークラブから初めて、髙
瀬英夫ガバナーが選出され、同クラブが中心となり
地区大会が開催されましたことを、西脇ロータリー
の一員として大変嬉しく思います。
　ここで少し、西脇市の紹介をさせていただきま
す。

　西脇市は、加古川、杉原川、野間川の恩恵を受け
ながら発展してきた、自然豊かな緑あふれるまちで
す。
　東経135度と北緯35度が交差する日本の中心地が
あることから、「日本のへそのまち」としてPRして
います。
　特産品には、神戸ビーフの素牛となる「黒田庄和
牛」や、「イチゴ」、そして、甘いスープが特徴の
「播州ラーメン」など、メインからデザートまで、

多くのにしわきブランドがあります。
　昨年２月には念願の酒蔵が完成し、西脇市産 山田
錦100パーセントの日本酒が生産されています。
　産業といたしましては、まず、国内総生産量の９
割を占めている「播州釣針」。そして、先染織物
「播州織」があります。
　平成28年からは、「西脇市ファッション都市構想」
を打ち出し、若手デザイナーの移住・育成を促すなど
の施策を講じて、最終製品の生産、付加価値の向上
に、取り組んでいるところです。
　また、この５月には、新しい市役所庁舎と、市民
交流施設が誕生します。
　健康・地域・観光という３つの交流機能を持つ施
設となりますので、西脇市に来られた際は、ぜひお
立ち寄りいただきたいと思います。

　最後になりましたが、本大会を契機に、「ロータ
リーの魅力を語り、伝えよう」を実現され、次の飛躍
の百年に向け、皆様がますますご活躍されますこと
を祈念いたしますとともに、国際ロータリー第2680
地区の今後一層のご発展と、皆様方のご健勝を心か
らお祈り申し上げます。

西脇市長

片山　象三

〔祝辞（ビデオメッセージ）〕

本　会　議
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本　会　議

　国際ロータリー第2680地区、髙瀬ガバナーはじめ、

ロータリアンの皆さん、ご家族の皆さんこんにちは！

　髙瀬ガバナーのリーダーシップのもと開催されます

貴 地区大 会は、ホルガー・クナークR I 会長テーマ

「ロータリーは機会の扉をひらく」～Rotary Opens 

Opportunities～のもとに、地区内会員が一堂に会し、

交流を深め、友情を確かめ合うことができる感動に満

ちた２日間であると確信しております。

　今大会は新型コロナウイルス感染拡大を受けて、バー

チャルでの開催となりましたが、開催方法がどうであれ、

その意義は全く変わらないと考えます。大会開催に際し、

RI 会長代理

（RID2750・東京飛火野）

髙瀬ガバナーのリーダーシップのもと準備に当たられた

井村大会実行委員長はじめ西脇ロータリークラブの皆さ

んに心から敬意と謝意を表する次第です。皆さんは、会

長テーマの通り、新常態に合わせ文字通り「ロータリー

は機会の扉をひらく」を実践されたものと思います。

　この度、ホルガー・クナークRI会長並びに令夫人スザ

ンヌ様の代理として、貴地区大会に出席させていただく

ことは私たちにとり、まことに光栄であり、その責任の重

さを感じております。残念ながら、今回はビデオでの参

加となり、貴地区会員の皆さんとリアルでお会いして交

流をすることができないことを、大変残念に思っており

ます。髙瀬ガバナーとは昨年１月のサンデイエゴで開催さ

れました国際協議会で１週間寝食を共にして研修を共に

した関係もあり、会長代理に指名され心底うれしく思っ

ておりました。次の機会に皆さんと親しく懇親を深めるこ

とを願っております。

　さて、ホルガー・クナークRI会長は今年度「ロータリー

の成長に力を注ぎます」とされ、ロータリーの成長とは、

新会員がクラブに馴染めるように特別の配慮をしたり、

すべての会員が積極的に参加していけるように取り組む

ことを通じて、会員を思いやることだと話されました。RI

会長方針を受け、髙瀬ガバナーはこの地区大会のテーマ

を「次の100（飛躍）年に向けて　ビジョンを語り、掲げ

よう！」に設定され、次の100年に向けてロータリーをどう

成長させていくかを語り合う場とすることに主眼を置か

れています。この機会に地区内各クラブの活動を振り返

り、次の成長に向けての新たな契機となりますことを願っ

ております。

　RIの現況やRI理事会の決定をご紹介し、最近の変化

について少しお話をさせていただきます。

　2019年から５年間のRI戦略計画・行動計画はすでに

髙瀬ガバナーから詳細な説明が年度初めになされたもの

と思います。ロータリーのビジョン声明、４つの優先項目

について各クラブ会員に理解推進を強くお願いしたいと

思います。

　ここ数年の世界の会員数とクラブ数をご覧いただきた

いと思います。

　2017年７月１日から2020年７月１日の間に28,046名会

員が減少し、一方でクラブ数は503増加し、１クラブ当た

りの平均会員数は1.2人減少しています。

　このことはどのような意味を持つのでしょうか？時代

に適応した新しいクラブの増加と変化に必ずしも適応で

きない会員が増加しているのかもしれません。あくまで

も私個人の私見です。

　ここで、最近のRI理事会の決定について簡単に触れ

たいと思います。貴地区には直前RI理事で現在、ロータ

リー財団管理委員会特別アドバイザーの三木さんがい

らっしゃいますので、ご不明の点は三木さんに後日お尋

ねいただきたいと思います。

　2017年10月の理事会では、地区ロータリー財団セミ

ナー、地区会員増強セミナー、地区会員公共イメージセ

ミナーを新しい「クラブ活性化ワークショップ（仮訳）」

に統合させ、リーダー育成と研修サイクルを更新しました。

また、地域リーダーに対し、現または元ローターアクターを

ロータリーコーディネーター補佐並びにロータリー公共イ

メージコーディネーター補佐に任命するよう奨励しました。

　2019年１月の理事会では、共有ブランドのオンライン

プロダクトを開発・導入するため、事務総長がトーストマ

スターズ・インターナショナルと協力することを認可しまし

た。また、ロータリーの「多様性、公平さ、受容性に関す

る方針声明」を承認しました。いわゆる「E・D・Ｉ」です。

　2018年４月の理事会では、ローターアクターの地区委

員会委員への選出を可能とするため、地区委員会の資格

条件を改訂しました。また、クラブを基盤としない参加

モデルの試験の実施を継続することに同意しました。

　これらの目的はロータリーへの新しい経路を作り、

ロータリーブランドに対する認識を高め、ロータリーへの

参加を多様化させ、ロータリーの開放性と魅力を高める

ことにあります。

　ローターアクトクラブがロータリーに加盟することを認

めた2019年審議会の承認をいかに最善のかたちで実施

するかを綿密に調査するタスクフォースの設立を承認し

ました。

　2019年10月の理事会では、親睦活動グループとして

「Rotary Peace Fellowship Alumni Association（ロー

タリー平和フェローシップ学友会）」を承認しました。

　また、ローターアクト地位向上タスクフォースによる推

奨事項を検討し、以下に同意しました。

１．提唱クラブなしのローターアクトクラブ結成を可能

にする。

２．ローターアクトクラブを提唱クラブとするローターア

クトクラブの結成を可能にする。

３．すべての地区委員会にローターアクターを加えるこ

とをロータリー地区に推奨する。

４．ローターアクトの年齢上限を解除する（ただし、若

い成人のプログラムとして維持する。）

５．RI委員会のアドバイザーとしてローターアクターを

任命するよう今後のRI会長に奨励する。

６．ローターアクトについて以下の目標を設定する。

・2022年までに、報告されたローターアクターの数を 

100％増やす。

・2022年までに報告されたローターアクターのうちロー

タークラブに入会する人の数を20％増やす。

・2029年までに、報告されたローターアクターの数を100

万人に増やす。

　2020年１月の理事会では、2022年７月１日より開始さ

れるローターアクトの人頭分担金を設定しました。学生を

基盤とするクラブは５ドル、地域社会を基盤とするクラ

ブは８ドル、新しいローターアクトが払う50ドルの認定料

は廃止。また、メルボルン国際大会から、地域社会との

かかわりを深めるため、ノンロータリー向けのイベントを

実施するというコンセプトを承認しました。

　2020年６月の理事会では、環境という新しい重点分野

を設けるという理事会からの要請を受け入れて７つ目の

重点分野の追加を全会一致で同意した管理委員会に謝

意を表しました。

　2020年９月の理事会では、ロータリーのリーダー職に

おける多様性を推進するため、次回の推薦周期から、す

べての地域リーダー職に必要なパストガバナーの資格要

水野　　功

〔挨拶ならびにRI現況報告（ビデオメッセージ）〕

本　会　議

件を削除するとともに、国際ロータリーとゾーン会合の講

演者60％以上を同一のジェンダーで占めないことに同意

しました。また、インターアクト諮問委員会の創立を承認

しました。（インターアクト関連事項について理事会に助

言する委員会）

　2020年10・11・12月の理事会では、ロータリーコーディ

ネーターまたは公共イメージコーディネーターの役職を務

めるにあたってのパストガバナーという資格要件を削除

した９月の決定を明確にし、これらのパストガバナーでは

ない人は、役職を務めるに必要な「地区とゾーンとの強固

な関係」を持ち合わせていなければならないという点を

さらに強調しました。

　駆け足で、最近のRI理事会の決定をお話しいたしまし

た。これらはすべて「My ROTARY」でご覧いただけます。

地区リーダー、クラブ会長、幹事の方々にはぜひご覧い

ただき、最近のRIの動きについて関心を持っていただき

たいと思います。

　今お話ししましたように、RIがいかにローターアクトに

代表される若い世代をどうロータリーに取り入れていく

かに腐心しているかお分かりいただけたものと思います。

ローターアクターが国際協議会にガバナーエレクトと参

加するようになって、今年で３年目を迎えました。この２

月に行われた初めてバーチャルで開催された国際協議

会ではエレクトの皆さんがローターアクターとアイデア

交換ができ、インスピレーションを得ることができたと

感じています。また、ロータリーの多様性、活力を増進

するために、地域リーダーの資格要件を変更したり、

ジェンダー（女性）の活用をさらに促進するための施策

をいかに考慮しているかも理解できるのではないかと思

います。女性会員や若い世代に会員増強の必要性がある

ことは、どのクラブも痛切に感じている大きな課題であ

ると思います。何より必要なことは、この新型コロナウイ

ルス感染拡大を受けた新常態に合わせ、クラブの現状、

地域社会とのかかわりを再度クラブ会員全員で議論し、

次の成長に向けてクラブビジョン、どういうクラブで在り

たいか、クラブ会員全員で共有する必要があると考えます。

　また、クナーク会長は「ロータリーの最大の資産はクラ

ブ会員であり、ロータリーの新しい戦略計画における優

先事項において、カギとなるのはやはりクラブ会員であり、

インパクトを高め、参加者の基盤を広げ、積極的なかか

わりを促し、適応力を高めることによってロータリーを成

長させなければなりません。戦略計画を実行するには、

さまざまな観点やスキルを持つ多様な人びとからの支援

が必要になります。そのためにも、女性、若い世代、学友、

退職を間近に控えた人など、多様な人にとって魅力的な

ロータリーを築いていくことが重要です。」と指摘されて

います。

　今、私たちは未曾有の危機の中にあり、社会的動物で

ある人間本来の気質を抑制した生活を強いられています。

とりわけ、ロータリアンにとって「親睦と奉仕」という２

大看板を実施しにくい状況にありますが、ともに集うとい

うことは、私たちが共有するロータリーでの経験の一つ

にすぎず、私たちはこの地区大会のようにオンラインで

集い、パソコン画面で互いの顔を見ながら、議論し、講

演を聞き、新しいプロジェクトの計画を立てることができ

ます。どのような危機の中にあっても「ロータリーは機会

の扉をひらく」ことができます。

　この地区大会においてアイデアを寄せ、多くのインスピ

レーションを得ることができる機会となりますことを願っ

ております。
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　国際ロータリー第2680地区、髙瀬ガバナーはじめ、

ロータリアンの皆さん、ご家族の皆さんこんにちは！

　髙瀬ガバナーのリーダーシップのもと開催されます

貴 地区大 会は、ホルガー・クナークR I 会長テーマ

「ロータリーは機会の扉をひらく」～Rotary Opens 

Opportunities～のもとに、地区内会員が一堂に会し、

交流を深め、友情を確かめ合うことができる感動に満

ちた２日間であると確信しております。

　今大会は新型コロナウイルス感染拡大を受けて、バー

チャルでの開催となりましたが、開催方法がどうであれ、

その意義は全く変わらないと考えます。大会開催に際し、

髙瀬ガバナーのリーダーシップのもと準備に当たられた

井村大会実行委員長はじめ西脇ロータリークラブの皆さ

んに心から敬意と謝意を表する次第です。皆さんは、会

長テーマの通り、新常態に合わせ文字通り「ロータリー

は機会の扉をひらく」を実践されたものと思います。

　この度、ホルガー・クナークRI会長並びに令夫人スザ

ンヌ様の代理として、貴地区大会に出席させていただく

ことは私たちにとり、まことに光栄であり、その責任の重

さを感じております。残念ながら、今回はビデオでの参

加となり、貴地区会員の皆さんとリアルでお会いして交

流をすることができないことを、大変残念に思っており

ます。髙瀬ガバナーとは昨年１月のサンデイエゴで開催さ

れました国際協議会で１週間寝食を共にして研修を共に

した関係もあり、会長代理に指名され心底うれしく思っ

ておりました。次の機会に皆さんと親しく懇親を深めるこ

とを願っております。

　さて、ホルガー・クナークRI会長は今年度「ロータリー

の成長に力を注ぎます」とされ、ロータリーの成長とは、

新会員がクラブに馴染めるように特別の配慮をしたり、

すべての会員が積極的に参加していけるように取り組む

ことを通じて、会員を思いやることだと話されました。RI

会長方針を受け、髙瀬ガバナーはこの地区大会のテーマ

を「次の100（飛躍）年に向けて　ビジョンを語り、掲げ

よう！」に設定され、次の100年に向けてロータリーをどう

成長させていくかを語り合う場とすることに主眼を置か

れています。この機会に地区内各クラブの活動を振り返

り、次の成長に向けての新たな契機となりますことを願っ

ております。

　RIの現況やRI理事会の決定をご紹介し、最近の変化

について少しお話をさせていただきます。

　2019年から５年間のRI戦略計画・行動計画はすでに

髙瀬ガバナーから詳細な説明が年度初めになされたもの

と思います。ロータリーのビジョン声明、４つの優先項目

について各クラブ会員に理解推進を強くお願いしたいと

思います。

　ここ数年の世界の会員数とクラブ数をご覧いただきた

いと思います。

　2017年７月１日から2020年７月１日の間に28,046名会

員が減少し、一方でクラブ数は503増加し、１クラブ当た

りの平均会員数は1.2人減少しています。

　このことはどのような意味を持つのでしょうか？時代

に適応した新しいクラブの増加と変化に必ずしも適応で

きない会員が増加しているのかもしれません。あくまで

も私個人の私見です。

　ここで、最近のRI理事会の決定について簡単に触れ

たいと思います。貴地区には直前RI理事で現在、ロータ

リー財団管理委員会特別アドバイザーの三木さんがい

らっしゃいますので、ご不明の点は三木さんに後日お尋

ねいただきたいと思います。

　2017年10月の理事会では、地区ロータリー財団セミ

ナー、地区会員増強セミナー、地区会員公共イメージセ

ミナーを新しい「クラブ活性化ワークショップ（仮訳）」

に統合させ、リーダー育成と研修サイクルを更新しました。

また、地域リーダーに対し、現または元ローターアクターを

ロータリーコーディネーター補佐並びにロータリー公共イ

メージコーディネーター補佐に任命するよう奨励しました。

　2019年１月の理事会では、共有ブランドのオンライン

プロダクトを開発・導入するため、事務総長がトーストマ

スターズ・インターナショナルと協力することを認可しまし

た。また、ロータリーの「多様性、公平さ、受容性に関す

る方針声明」を承認しました。いわゆる「E・D・Ｉ」です。

　2018年４月の理事会では、ローターアクターの地区委

員会委員への選出を可能とするため、地区委員会の資格

条件を改訂しました。また、クラブを基盤としない参加

モデルの試験の実施を継続することに同意しました。

　これらの目的はロータリーへの新しい経路を作り、

ロータリーブランドに対する認識を高め、ロータリーへの

参加を多様化させ、ロータリーの開放性と魅力を高める

ことにあります。

　ローターアクトクラブがロータリーに加盟することを認

めた2019年審議会の承認をいかに最善のかたちで実施

するかを綿密に調査するタスクフォースの設立を承認し

ました。

　2019年10月の理事会では、親睦活動グループとして

「Rotary Peace Fellowship Alumni Association（ロー

タリー平和フェローシップ学友会）」を承認しました。

　また、ローターアクト地位向上タスクフォースによる推

奨事項を検討し、以下に同意しました。

１．提唱クラブなしのローターアクトクラブ結成を可能

にする。

２．ローターアクトクラブを提唱クラブとするローターア

クトクラブの結成を可能にする。

３．すべての地区委員会にローターアクターを加えるこ

とをロータリー地区に推奨する。

４．ローターアクトの年齢上限を解除する（ただし、若

い成人のプログラムとして維持する。）

５．RI委員会のアドバイザーとしてローターアクターを

任命するよう今後のRI会長に奨励する。

６．ローターアクトについて以下の目標を設定する。

・2022年までに、報告されたローターアクターの数を 

100％増やす。

・2022年までに報告されたローターアクターのうちロー

タークラブに入会する人の数を20％増やす。

・2029年までに、報告されたローターアクターの数を100

万人に増やす。

　2020年１月の理事会では、2022年７月１日より開始さ

れるローターアクトの人頭分担金を設定しました。学生を

基盤とするクラブは５ドル、地域社会を基盤とするクラ

ブは８ドル、新しいローターアクトが払う50ドルの認定料

は廃止。また、メルボルン国際大会から、地域社会との

かかわりを深めるため、ノンロータリー向けのイベントを

実施するというコンセプトを承認しました。

　2020年６月の理事会では、環境という新しい重点分野

を設けるという理事会からの要請を受け入れて７つ目の

重点分野の追加を全会一致で同意した管理委員会に謝

意を表しました。

　2020年９月の理事会では、ロータリーのリーダー職に

おける多様性を推進するため、次回の推薦周期から、す

べての地域リーダー職に必要なパストガバナーの資格要

なかったのですが、私がロータリーを求めていました。
そのため、その問いかけを救いの手として受け取りまし
た。クラブに変化をもたらす機会を与えてくれる誘いを
受け入れたのです。
　ほんの少しのことで実際に起きる可能性があること
に目を向けてください。私の場合は思いがけないことに
ロータリーと私とのエンゲージメントを開始するステッ
プとなりました。この17年間に、私はロータリー脱会を
決めた存在から、ロータリアンになり、そして所属する
ロータリークラブの会長へと変わりました。ガバナー補
佐、地区ガバナー、国際ロータリー理事、国際ロータ
リー財務長を歴任し、現在はロータリー財団の管理委
員を務めています。
　全てはリーダーシップにかかっていると言わなければ
なりません。リーダーが注目すべきなのは未来です。
ロータリーの未来は私たちの一番の関心事です。2、3
年前にロータリーの理事会と管理委員会はロータリー
の新しいビジョン声明を承認しました。その声明とは次
のようなものです。
「私たちは共に、世界で、地域社会で、そして
自分自身のなかで、変化を生むために、人々が
手を取り合って行動する世界を目指します。」

 このビジョン声明はロータリーが今後何年かのうちに
隆盛を迎えることができるように将来の進路を私たち
が設定する指針となります。また、世界に対して、会員に
対してロータリーが及ぼしたいと切望する影響を反映し
ています。
　ロータリーには３つの優先事項があります。それら全
てが等しく重要であることを私たちは知っています。し
かしながら、会員数を含む３つの優先事項のうちの残
りの２つ、即ち、公共的イメージと一般の人々の認知度
を高めるという優先事項と、人道的奉仕に焦点を当て
人道的奉仕を強化するという優先事項を実現するため
に要となるのは強力なクラブです。強力なクラブとは一
般市民の関心を引き付ける適切な奉仕を行い、地域社
会におけるロータリーの存在が確かなものであることを
実証するクラブです。
　強力なクラブは、温かいもてなしで相手を歓迎し、会
員が友情と共通の目的を享受する環境を提供します。
強力なクラブは入会したての新会員から最古参の会員
に至るまでそのクラブの全会員とのエンゲージメントを
維持します。そうすることによって強力なクラブは成長
していきます。
　これらの特性を備えたクラブは会員数を増やし、人
道的奉仕に焦点を当てて、かかる奉仕を強化し、ロータ

リーの公共的イメージと一般市民の認知度を高めるこ
とに成功します。クラブの質が一貫していなければなら
ないとすれば、私たちのメッセージの内容もなおさらの
こと一貫性がなければなりません。
　10人のロータリアンにロータリーについて説明するよ
うに要求してみてください。10人それぞれから異なる10
のエレベータースピーチ（要点だけを述べた簡単な説
明）が返ってくる可能性が高いです。ロータリーの強み
は各会員がそれぞれ独自に個人的にロータリーを経験
していることです。それでは、ロータリーはどのような糸
でつながれているのでしょうか？
　ロータリーの公共的イメージと一般の人々の認知度を
高めることは私たちの戦略的優先事項の１つです。ロー
タリーという名称を馴染みのあるものにするための要と
なるのがクラブです。志を同じくする人たちが一丸と
なって信頼し合える友情を築き、地元の地域社会やそ
の他の場所で人々の役に立つ有意義なプロジェクトを
行うことができるようにする存在がロータリークラブな
のです。このことは110年間変わっていません。しかし、
私たちを取り巻く世界は変化してきました。世界の変化
に伴って皆さんのクラブは変化してきたのでしょうか？
　変化してきたのかと自問する時、ご自身の素晴らしい
クラブ、仲間と共に地元の隣人や世界の人たちに関わり、
ニーズを満たし、それと同時に自分も楽しんでいるクラ
ブのことが頭に浮かぶでしょう。
　次に別のクラブについて考えてみてください。新しい
会員が入ってこない、新しい会員の入会祝いをすること
ができない、新しい会員とのエンゲージメントがないこ
とで苦労しているクラブのことを考えてみてください。
　皆様は、伝統を大事にし、会員になる見込みのある人
を疎外している会議を傍聴したことがおありでしょう。
また、インターアクター、ローターアクター、ロータリー
ファミリーに留まるためのモチベーションを与えず、鼓
舞する関係を築いていないスポンサークラブをご存じ
でしょう。これらのクラブがロータリーの理念を果たす
ためにはどのような手助けができるかを自問してみてく
ださい。
　多くのローターアクターが年齢のためにローターアクト
を離れなければならない時、彼らが去ることでロータ
リーが失うことになるローターアクトのことを私は彼ら
に明確に伝えています。ローターアクターの経験のある
人たちの大半がロータリーへの入会を促されていない
ことを私たちは知っています。これは非常に悲しいこと
です。今日の若い人たちは私たちと一緒にいたいと考え
ており、プロジェクトに関わることを望んでいるからです。

　ロータリーの３つの優先事項は私たちを結束させま
す。あらゆるロータリアンは的を絞った人道的奉仕を提
供し、好ましい公共的イメージを持つ強力なクラブに所
属したいと思っているからです。
　ロータリアンは賢明で、情に厚く、目的を貫き、人を元
気づけます。過去および現在の私たちの調査からこの
ことは確認されています。ロータリアンはクラブがより効
果的にクラブの物語を語るための助けとなる新しいツー
ルと資源を求めています。若者と一緒に地域社会で、よ
り多くの、より良い奉仕を行うために、また世界中でより
一貫性のあるイメージの組織として存在するために。
　ロータリーはそのためのツールを提供していきます。
それらのツールはクラブが最善を尽くすのに役立つよう
に、クラブの進化を手助けできるように特別に設計され
ています。ロータリークラブセンターはクラブが会員数、
奉仕、贈り物、公共的イメージの目標を設定して追跡で
きるようにするために立ち上げられました。
　約100万年前、人類の最も高度なツールはハンドアッ
クス（石斧）でした。ハンドアックスは首尾よく生活する
ための必須道具でした。現在の最も洗練されたツール
はスマートフォンです。長い年月を経て、斧からスマート
フォンへと進化してきました。ロータリーは新しい時代
に入るにつれて登場する新しいツールとテクノロジーを

積極的に使用しています。
　これまで私はロータリー内部の最優先事項である会
員数について話をしてきました。私たちは全員、ロータ
リーの外部的な最優先事項についても承知しています。
80年代から続いているポリオ撲滅です。
 これは非常に重要な挑戦事項です。ロータリアンは長
年にわたって、ポリオウィルス根絶に真剣に取り組んで
きました。世界中のロータリアンが資金を集め、ポリオ
撲滅を提唱してきました。多くのロータリアンが自己資
金で、ポリオ感染のある国に出かけ、予防接種活動をし
てきました。
 アネッテ（Anette）と私は数年前、インドにいました。
予防接種活動を行なうためにカナダと米国の小グルー
プのロータリアンと一緒にナイジェリアに行きました。私
たちは重装備の警備員に囲まれて、ボコ・ハラム（ナイ
ジェリアのサラフィー・ジハード主義組織）に故郷を追
われたナイジェリアの女性と子供が暮らす難民キャンプ
に行きました。
 私たちは皆、難民キャンプの報道をテレビで見たこと
があります。しかし、実際にその場に行ってみるのと報
道とでは雲泥の差があります。そこの人々のあまりにひ
どい生活条件、難民キャンプに漂う悪臭を実際に肌で
感じ、何百という虚ろな目を見てしまうと心が折れてし

まい、人生観が変わってしまいます。
 そうしたひどい生活条件下で暮らしながら、人生を変
えてしまう予防接種を子供たちにしたことに対して私た
ちに感謝するエネルギーを、難民キャンプの女性たちは
どこから得ているのかを私は未だに理解しかねてい
ます。
　難民キャンプにおける経験と対照的だったのが学校
訪問における経験でした。その学校の子供たちは私た
ちのために全員で歌と踊りを披露してくれました。人生
を変える２回の予防接種を受け入れたご褒美として彼
らに小さなキャンディをあげたからです。
　予防接種キャンペーンに参加したことのある人たちは
それぞれ独自の実例と物語を持っていると思います。語
られなければならない物語と実例は人の数だけありま
す。今はそれほどではありませんが以前は非常に支援
的立場にあり、「私たちには強い連帯感がある」と言わ
れてきたロータリアンの間でさえ、語るべき物語と実例
は人の数だけあると思います。
　ポリオの犠牲者の数が昨年、劇的に増えたことを私
たちは皆、知っていますが、私たちには強い連帯感があ
ります。大変な難題に挑戦することになりますが、私た
ちはポリオ撲滅を成し遂げます。最後の症例を確認し
た日からポリオのない世界宣言ができるまでには３年

はかかることがわかってくるでしょう。
　この重要な３年の間に私たちは何百万人という子供
たちにワクチン接種をし続けなければなりません。この
職務を遂行するためには16億米ドルが必要であると試
算されています。財政的支援が必要なため、皆様がこの
ポリオ撲滅プログラムの支援を続けられることを奨励
します。
　ロータリーが早い段階で行なったことの中から１つだ
けを選ばなければならないとしたら、沢山の中から選

ぶことになりますが、私はロータリー財団の設立を挙げ
るでしょう。その理由は、ロータリー財団の設立によって、
私たちは非常に多くのことができるようになり、世界の
隅々に、非常に多くの人々に、非常に多くの方法で希望
をもたらすことができるようになったからです。
　皆様もいずれおわかりになるでしょうが、ロータリー
の第４の目的は奉仕理念で結ばれた実業家や専門家の
世界的な親交を通して国際的な理解、親善、平和を推
進することです。
　あらゆるロータリークラブが、奉仕理念を実践するた
めに協力する実業家と専門家の親睦の機会を提供して
います。
　しかし、私たちロータリアンがプロジェクトやプログ
ラムを開始する時に幾度となく支援を求めて頼ることが
でき、国際的な理解と親善と平和を実際に推進できる
ようにするのはロータリー財団の支援資源とプログラム
です。
　確かに私たちはロータリーの目的達成を実現するた
めの新計画に独自に着手することができます。しかし、
現在の形になるようにロータリー財団を作り上げてきた
おかげで、財団がない場合よりはるかに多くのことを私
たちは共同で成し遂げることができたのです。
　ロータリー財団は私たちロータリアンそのものである
と認識することが重要です！

・寄付によるロータリー財団基金の大半は個人として
のロータリアンやクラブからのものです。

・こうした基金をどのように使用すべきかについての
アイデアはロータリアンから出されます。

・ロータリアンは、ロータリー財団から資金提供を受
けて、実際のプロジェクトや新計画に、時には他組
織と提携して着手します。

・ロータリー財団の実際の運営はロータリアンが監視
し制御します。私たちのプロジェクトの監査もロー
タリアンが行います。

　言い換えると、ロータリアンは開始から最後までロー
タリー財団そのものなのです！
　ロータリー財団は世界で最も成功している民間財団
の１つとなりました。最大の財団ではありませんが、最
も成功し、全世界で最適に運営されている財団の１つと
して認知されています。　
　毎年、9,000を超える米国の慈善団体の実績を評価
しているチャリティナビゲーターはロータリー財団に宛
てた書簡のなかで、次のように述べています。
　「私たちが評価する慈善団体のなかで、少なくとも
11回続けて４つ星の評価を受けたことのある団体は１％

しかありません。このことはロータリー財団がアメリカ
の他の慈善団体の実績を凌いでいることを示していま
す。チャリティナビゲーターからのこの異例の評価は、
ロータリー財団を他の慈善団体とは別格の存在とみな
すものであり、一般市民にその信頼性を実証するもの
です。」
　この格付けはロータリー財団が寄付金をどのように
使い、プログラムと奉仕をどのように持続し、優れたガ
バナンスと開放性をどのように実践しているかについて
のチャリティナビゲーターの評価を反映したものです。
　財団の年次基金のおかげで世界に変化をもたらすた
めに私たちは毎年、何億もの資金を調達して費やしてい
ます。
　皆様の地区ならびに世界各地のロータリアンの寛容
な心が、困窮している人々や、紛争地域で平和を構築し
たいという熱意を持った若者のために、また特に多くの
人にとって世界をより良い場所にするために素晴らしい
変化をもたらしてきました。
　ロータリー財団への皆様の財政的支援の恩恵を受け
た人たちに代わって、皆様の寛容さに感謝すると共に、
今後ともご支援くださるよう、よろしくお願いします。
　ロータリーは世界をつなぎます。人類のために皆様が
行なっておられること、また素晴らしい組織であるロー
タリーへの皆様のコミットメントに感謝します。
　以上が皆様への私のメッセージです。ご清聴ありが
とうございました。

　三木RI理事、浅木幸雄地区ガバナーそして元、今年
度、ならびに次期役員の皆様、ロータリアンならびに
ロータリーの友人の皆様、マーク・ダニエル・マローニー
国際ロータリー会長の代理として本日、この場にいるこ
とを非常に嬉しく光栄に思います。マーク会長と彼の奥
様であるゲイからはお二人の心からの挨拶を皆様にお
伝えし、世界をより良くするために皆様が払っておられ
る多大の努力に対して皆様一人ひとりに感謝の気持ち
を伝えるように、と頼まれました。
　また、日本に到着して以降、アネッテ（Anette）と私
が受けている温かい歓迎に対して皆様全員に感謝した
いと思います。私たちは初めて日本に来ました。マーク
会長から代理としてこの地区大会に出席するように依
頼されて以来ずっと、私たちは日出る国である日本を訪
問する機会が遂にきたと心を躍らせていました。これ
はマーク会長が本ロータリー年度のテーマとして示した
「ロータリーは世界をつなぐ」の素晴らしい実例です。
　今日はロータリー全般について、そしてロータリーが
抱えている挑戦事項のうちのいくつかについてお話しま
す。ロータリーの会員数については非常に多くのことを
私たちは話し合っています。マーク会長はなすべきこと
の最上位に会員数を位置づけており、私たちがロータ
リーを成長させることを望んでいます。この15年間、世
界のロータリー会員数は120万人止まりとなっています。
この10年間でロータリーは120万人を超える新会員を獲
得してきました。簡単に言ってしまうと、毎年、新しく会
員になった数と同じ数の会員をロータリーは失っている
ということになります。
　毎年、私たちは同じ問題について、恐らくは異なる方
法で話し合っています。世界の一部の場所ではロータ
リーは急成長しています。しかし多くの地域では私たち
が期待した変化を見ることができていません。昨年は
誰も望んでいなかったロータリー記録が出てしまいまし
た。ロータリーを脱会した人が記録的な数になったの
です。
　ロータリーでの経験は期待していたものではなかっ
たという理由で去っていった会員もいました。
　終生、ロータリーを愛していた人たちもいました。彼
らはロータリーを離れる時、彼らの能力、経験、リー
ダーシップも一緒に持っていきました。
　マーク会長がサンディエゴの地区ガバナーに向けて
話をした時の内容をご紹介します。マーク会長は「失っ
た会員数の代わりに、より多くの会員を獲得することは
解決策ではない。それでは沢山の孔が開いているバケ
ツにより多くの水を注ぐようなものだ。会員を失う根本

原因に対処する必要がある。根本原因は会員とのエン
ゲージメントが本来、あるべき状態になっていないこと
と、会員の構成が着実に高齢化していることである。
　いくつかの基本的な変革を行なうべき時であること
は明らかである。会員とのエンゲージメントがあり、会員
構成を多様化するための障壁となっているものは何で
あるかを私たちは既にわかっている。わかっていること
を踏まえて行動を起こすべき時である。会員資格の新
しいモデルを構築し、ロータリーの会員になるための新
しい道を開き、既存のクラブが現在のニーズを満たして
いない場合は新しいロータリークラブとローターアクト
クラブを創設する必要がある。そのためにはクラブの
リーダーは自分のクラブを成長させ、全体的な会員数を
増やすことが何故、非常に重要なのかをしっかりと理
解するだけでなく、それを行なうための効果的な組織構
造を確実に持っていなければならない」と語っています。
　世界的調査から、会員になった年に多くのロータリア
ンが孤独を感じたから、クラブとのエンゲージメントが
得られないからという理由でロータリーを去っています。
ビジネスに携わっている人は誰でも、新しい顧客を獲
得することがいかに大変であるかを知っており、最初の
注文品を納入した時には電話をかけて、その顧客が納
品に満足したかどうかを尋ねます。また、その新しい顧
客を失わないようにし、長続きする関係を築くためにそ
の顧客と定期的に接触します。
　ロータリーでは何故、この簡単な販売テクニックを使
用しないのでしょうか。使用しないことは、ようやく入会
してくれた人を歓迎し、その会員のジャケットにロータ
リーの記章を着けた時点で、私たちはその新しい会員
のことをすっかり忘れてしまうようなものです。
　全てのロータリアンは、自分が現在所属しているロー
タリークラブに入会するだろうか、と自問してみるべき
です。入会しないのであれば、何故しないのか、所属し
ているロータリークラブをより魅力的にし、誇ることが
できるクラブに変えるためには何が必要なのか、と自問
してみるべきです。
　私は入会してから約18ヶ月後に最初のロータリークラ
ブを脱会しました。誰も私のことを気にかけてくれな
かったからです。次に入会したクラブでも同じことが起
きました。私はロータリーを脱会しようとしていました。
2003年７月１日の２週間前に、会長エレクトが辞任した
ので７月１日までに会長として立つことができるかどう
かを訊かれなかったら、私はほぼ確実に脱会していた
でしょう。
　その時はロータリーが私を求めているという確信は

本　会　議

件を削除するとともに、国際ロータリーとゾーン会合の講

演者60％以上を同一のジェンダーで占めないことに同意

しました。また、インターアクト諮問委員会の創立を承認

しました。（インターアクト関連事項について理事会に助

言する委員会）

　2020年10・11・12月の理事会では、ロータリーコーディ

ネーターまたは公共イメージコーディネーターの役職を務

めるにあたってのパストガバナーという資格要件を削除

した９月の決定を明確にし、これらのパストガバナーでは

ない人は、役職を務めるに必要な「地区とゾーンとの強固

な関係」を持ち合わせていなければならないという点を

さらに強調しました。

　駆け足で、最近のRI理事会の決定をお話しいたしまし

た。これらはすべて「My ROTARY」でご覧いただけます。

地区リーダー、クラブ会長、幹事の方々にはぜひご覧い

ただき、最近のRIの動きについて関心を持っていただき

たいと思います。

　今お話ししましたように、RIがいかにローターアクトに

代表される若い世代をどうロータリーに取り入れていく

かに腐心しているかお分かりいただけたものと思います。

ローターアクターが国際協議会にガバナーエレクトと参

加するようになって、今年で３年目を迎えました。この２

月に行われた初めてバーチャルで開催された国際協議

会ではエレクトの皆さんがローターアクターとアイデア

交換ができ、インスピレーションを得ることができたと

感じています。また、ロータリーの多様性、活力を増進

するために、地域リーダーの資格要件を変更したり、

ジェンダー（女性）の活用をさらに促進するための施策

をいかに考慮しているかも理解できるのではないかと思

います。女性会員や若い世代に会員増強の必要性がある

ことは、どのクラブも痛切に感じている大きな課題であ

ると思います。何より必要なことは、この新型コロナウイ

ルス感染拡大を受けた新常態に合わせ、クラブの現状、

地域社会とのかかわりを再度クラブ会員全員で議論し、

次の成長に向けてクラブビジョン、どういうクラブで在り

たいか、クラブ会員全員で共有する必要があると考えます。

　また、クナーク会長は「ロータリーの最大の資産はクラ

ブ会員であり、ロータリーの新しい戦略計画における優

先事項において、カギとなるのはやはりクラブ会員であり、

インパクトを高め、参加者の基盤を広げ、積極的なかか

わりを促し、適応力を高めることによってロータリーを成

長させなければなりません。戦略計画を実行するには、

さまざまな観点やスキルを持つ多様な人びとからの支援

が必要になります。そのためにも、女性、若い世代、学友、

退職を間近に控えた人など、多様な人にとって魅力的な

ロータリーを築いていくことが重要です。」と指摘されて

います。

　今、私たちは未曾有の危機の中にあり、社会的動物で

ある人間本来の気質を抑制した生活を強いられています。

とりわけ、ロータリアンにとって「親睦と奉仕」という２

大看板を実施しにくい状況にありますが、ともに集うとい

うことは、私たちが共有するロータリーでの経験の一つ

にすぎず、私たちはこの地区大会のようにオンラインで

集い、パソコン画面で互いの顔を見ながら、議論し、講

演を聞き、新しいプロジェクトの計画を立てることができ

ます。どのような危機の中にあっても「ロータリーは機会

の扉をひらく」ことができます。

　この地区大会においてアイデアを寄せ、多くのインスピ

レーションを得ることができる機会となりますことを願っ

ております。
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　国際ロータリー第2680地区、髙瀬ガバナーはじめ、

ロータリアンの皆さん、ご家族の皆さんこんにちは！

　髙瀬ガバナーのリーダーシップのもと開催されます

貴 地区大 会は、ホルガー・クナークR I 会長テーマ

「ロータリーは機会の扉をひらく」～Rotary Opens 

Opportunities～のもとに、地区内会員が一堂に会し、

交流を深め、友情を確かめ合うことができる感動に満

ちた２日間であると確信しております。

　今大会は新型コロナウイルス感染拡大を受けて、バー

チャルでの開催となりましたが、開催方法がどうであれ、

その意義は全く変わらないと考えます。大会開催に際し、

髙瀬ガバナーのリーダーシップのもと準備に当たられた

井村大会実行委員長はじめ西脇ロータリークラブの皆さ

んに心から敬意と謝意を表する次第です。皆さんは、会

長テーマの通り、新常態に合わせ文字通り「ロータリー

は機会の扉をひらく」を実践されたものと思います。

　この度、ホルガー・クナークRI会長並びに令夫人スザ

ンヌ様の代理として、貴地区大会に出席させていただく

ことは私たちにとり、まことに光栄であり、その責任の重

さを感じております。残念ながら、今回はビデオでの参

加となり、貴地区会員の皆さんとリアルでお会いして交

流をすることができないことを、大変残念に思っており

ます。髙瀬ガバナーとは昨年１月のサンデイエゴで開催さ

れました国際協議会で１週間寝食を共にして研修を共に

した関係もあり、会長代理に指名され心底うれしく思っ

ておりました。次の機会に皆さんと親しく懇親を深めるこ

とを願っております。

　さて、ホルガー・クナークRI会長は今年度「ロータリー

の成長に力を注ぎます」とされ、ロータリーの成長とは、

新会員がクラブに馴染めるように特別の配慮をしたり、

すべての会員が積極的に参加していけるように取り組む

ことを通じて、会員を思いやることだと話されました。RI

会長方針を受け、髙瀬ガバナーはこの地区大会のテーマ

を「次の100（飛躍）年に向けて　ビジョンを語り、掲げ

よう！」に設定され、次の100年に向けてロータリーをどう

成長させていくかを語り合う場とすることに主眼を置か

れています。この機会に地区内各クラブの活動を振り返

り、次の成長に向けての新たな契機となりますことを願っ

ております。

　RIの現況やRI理事会の決定をご紹介し、最近の変化

について少しお話をさせていただきます。

　2019年から５年間のRI戦略計画・行動計画はすでに

髙瀬ガバナーから詳細な説明が年度初めになされたもの

と思います。ロータリーのビジョン声明、４つの優先項目

について各クラブ会員に理解推進を強くお願いしたいと

思います。

　ここ数年の世界の会員数とクラブ数をご覧いただきた

いと思います。

　2017年７月１日から2020年７月１日の間に28,046名会

員が減少し、一方でクラブ数は503増加し、１クラブ当た

りの平均会員数は1.2人減少しています。

　このことはどのような意味を持つのでしょうか？時代

に適応した新しいクラブの増加と変化に必ずしも適応で

きない会員が増加しているのかもしれません。あくまで

も私個人の私見です。

　ここで、最近のRI理事会の決定について簡単に触れ

たいと思います。貴地区には直前RI理事で現在、ロータ

リー財団管理委員会特別アドバイザーの三木さんがい

らっしゃいますので、ご不明の点は三木さんに後日お尋

ねいただきたいと思います。

　2017年10月の理事会では、地区ロータリー財団セミ

ナー、地区会員増強セミナー、地区会員公共イメージセ

ミナーを新しい「クラブ活性化ワークショップ（仮訳）」

に統合させ、リーダー育成と研修サイクルを更新しました。

また、地域リーダーに対し、現または元ローターアクターを

ロータリーコーディネーター補佐並びにロータリー公共イ

メージコーディネーター補佐に任命するよう奨励しました。

　2019年１月の理事会では、共有ブランドのオンライン

プロダクトを開発・導入するため、事務総長がトーストマ

スターズ・インターナショナルと協力することを認可しまし

た。また、ロータリーの「多様性、公平さ、受容性に関す

る方針声明」を承認しました。いわゆる「E・D・Ｉ」です。

　2018年４月の理事会では、ローターアクターの地区委

員会委員への選出を可能とするため、地区委員会の資格

条件を改訂しました。また、クラブを基盤としない参加

モデルの試験の実施を継続することに同意しました。

　これらの目的はロータリーへの新しい経路を作り、

ロータリーブランドに対する認識を高め、ロータリーへの

参加を多様化させ、ロータリーの開放性と魅力を高める

ことにあります。

　ローターアクトクラブがロータリーに加盟することを認

めた2019年審議会の承認をいかに最善のかたちで実施

するかを綿密に調査するタスクフォースの設立を承認し

ました。

　2019年10月の理事会では、親睦活動グループとして

「Rotary Peace Fellowship Alumni Association（ロー

タリー平和フェローシップ学友会）」を承認しました。

　また、ローターアクト地位向上タスクフォースによる推

奨事項を検討し、以下に同意しました。

１．提唱クラブなしのローターアクトクラブ結成を可能

にする。

２．ローターアクトクラブを提唱クラブとするローターア

クトクラブの結成を可能にする。

３．すべての地区委員会にローターアクターを加えるこ

とをロータリー地区に推奨する。

４．ローターアクトの年齢上限を解除する（ただし、若

い成人のプログラムとして維持する。）

５．RI委員会のアドバイザーとしてローターアクターを

任命するよう今後のRI会長に奨励する。

６．ローターアクトについて以下の目標を設定する。

・2022年までに、報告されたローターアクターの数を 

100％増やす。

・2022年までに報告されたローターアクターのうちロー

タークラブに入会する人の数を20％増やす。

・2029年までに、報告されたローターアクターの数を100

万人に増やす。

　2020年１月の理事会では、2022年７月１日より開始さ

れるローターアクトの人頭分担金を設定しました。学生を

基盤とするクラブは５ドル、地域社会を基盤とするクラ

ブは８ドル、新しいローターアクトが払う50ドルの認定料

は廃止。また、メルボルン国際大会から、地域社会との

かかわりを深めるため、ノンロータリー向けのイベントを

実施するというコンセプトを承認しました。

　2020年６月の理事会では、環境という新しい重点分野

を設けるという理事会からの要請を受け入れて７つ目の

重点分野の追加を全会一致で同意した管理委員会に謝

意を表しました。

　2020年９月の理事会では、ロータリーのリーダー職に

おける多様性を推進するため、次回の推薦周期から、す

べての地域リーダー職に必要なパストガバナーの資格要

なかったのですが、私がロータリーを求めていました。
そのため、その問いかけを救いの手として受け取りまし
た。クラブに変化をもたらす機会を与えてくれる誘いを
受け入れたのです。
　ほんの少しのことで実際に起きる可能性があること
に目を向けてください。私の場合は思いがけないことに
ロータリーと私とのエンゲージメントを開始するステッ
プとなりました。この17年間に、私はロータリー脱会を
決めた存在から、ロータリアンになり、そして所属する
ロータリークラブの会長へと変わりました。ガバナー補
佐、地区ガバナー、国際ロータリー理事、国際ロータ
リー財務長を歴任し、現在はロータリー財団の管理委
員を務めています。
　全てはリーダーシップにかかっていると言わなければ
なりません。リーダーが注目すべきなのは未来です。
ロータリーの未来は私たちの一番の関心事です。2、3
年前にロータリーの理事会と管理委員会はロータリー
の新しいビジョン声明を承認しました。その声明とは次
のようなものです。
「私たちは共に、世界で、地域社会で、そして
自分自身のなかで、変化を生むために、人々が
手を取り合って行動する世界を目指します。」

 このビジョン声明はロータリーが今後何年かのうちに
隆盛を迎えることができるように将来の進路を私たち
が設定する指針となります。また、世界に対して、会員に
対してロータリーが及ぼしたいと切望する影響を反映し
ています。
　ロータリーには３つの優先事項があります。それら全
てが等しく重要であることを私たちは知っています。し
かしながら、会員数を含む３つの優先事項のうちの残
りの２つ、即ち、公共的イメージと一般の人々の認知度
を高めるという優先事項と、人道的奉仕に焦点を当て
人道的奉仕を強化するという優先事項を実現するため
に要となるのは強力なクラブです。強力なクラブとは一
般市民の関心を引き付ける適切な奉仕を行い、地域社
会におけるロータリーの存在が確かなものであることを
実証するクラブです。
　強力なクラブは、温かいもてなしで相手を歓迎し、会
員が友情と共通の目的を享受する環境を提供します。
強力なクラブは入会したての新会員から最古参の会員
に至るまでそのクラブの全会員とのエンゲージメントを
維持します。そうすることによって強力なクラブは成長
していきます。
　これらの特性を備えたクラブは会員数を増やし、人
道的奉仕に焦点を当てて、かかる奉仕を強化し、ロータ

リーの公共的イメージと一般市民の認知度を高めるこ
とに成功します。クラブの質が一貫していなければなら
ないとすれば、私たちのメッセージの内容もなおさらの
こと一貫性がなければなりません。
　10人のロータリアンにロータリーについて説明するよ
うに要求してみてください。10人それぞれから異なる10
のエレベータースピーチ（要点だけを述べた簡単な説
明）が返ってくる可能性が高いです。ロータリーの強み
は各会員がそれぞれ独自に個人的にロータリーを経験
していることです。それでは、ロータリーはどのような糸
でつながれているのでしょうか？
　ロータリーの公共的イメージと一般の人々の認知度を
高めることは私たちの戦略的優先事項の１つです。ロー
タリーという名称を馴染みのあるものにするための要と
なるのがクラブです。志を同じくする人たちが一丸と
なって信頼し合える友情を築き、地元の地域社会やそ
の他の場所で人々の役に立つ有意義なプロジェクトを
行うことができるようにする存在がロータリークラブな
のです。このことは110年間変わっていません。しかし、
私たちを取り巻く世界は変化してきました。世界の変化
に伴って皆さんのクラブは変化してきたのでしょうか？
　変化してきたのかと自問する時、ご自身の素晴らしい
クラブ、仲間と共に地元の隣人や世界の人たちに関わり、
ニーズを満たし、それと同時に自分も楽しんでいるクラ
ブのことが頭に浮かぶでしょう。
　次に別のクラブについて考えてみてください。新しい
会員が入ってこない、新しい会員の入会祝いをすること
ができない、新しい会員とのエンゲージメントがないこ
とで苦労しているクラブのことを考えてみてください。
　皆様は、伝統を大事にし、会員になる見込みのある人
を疎外している会議を傍聴したことがおありでしょう。
また、インターアクター、ローターアクター、ロータリー
ファミリーに留まるためのモチベーションを与えず、鼓
舞する関係を築いていないスポンサークラブをご存じ
でしょう。これらのクラブがロータリーの理念を果たす
ためにはどのような手助けができるかを自問してみてく
ださい。
　多くのローターアクターが年齢のためにローターアクト
を離れなければならない時、彼らが去ることでロータ
リーが失うことになるローターアクトのことを私は彼ら
に明確に伝えています。ローターアクターの経験のある
人たちの大半がロータリーへの入会を促されていない
ことを私たちは知っています。これは非常に悲しいこと
です。今日の若い人たちは私たちと一緒にいたいと考え
ており、プロジェクトに関わることを望んでいるからです。

　ロータリーの３つの優先事項は私たちを結束させま
す。あらゆるロータリアンは的を絞った人道的奉仕を提
供し、好ましい公共的イメージを持つ強力なクラブに所
属したいと思っているからです。
　ロータリアンは賢明で、情に厚く、目的を貫き、人を元
気づけます。過去および現在の私たちの調査からこの
ことは確認されています。ロータリアンはクラブがより効
果的にクラブの物語を語るための助けとなる新しいツー
ルと資源を求めています。若者と一緒に地域社会で、よ
り多くの、より良い奉仕を行うために、また世界中でより
一貫性のあるイメージの組織として存在するために。
　ロータリーはそのためのツールを提供していきます。
それらのツールはクラブが最善を尽くすのに役立つよう
に、クラブの進化を手助けできるように特別に設計され
ています。ロータリークラブセンターはクラブが会員数、
奉仕、贈り物、公共的イメージの目標を設定して追跡で
きるようにするために立ち上げられました。
　約100万年前、人類の最も高度なツールはハンドアッ
クス（石斧）でした。ハンドアックスは首尾よく生活する
ための必須道具でした。現在の最も洗練されたツール
はスマートフォンです。長い年月を経て、斧からスマート
フォンへと進化してきました。ロータリーは新しい時代
に入るにつれて登場する新しいツールとテクノロジーを

積極的に使用しています。
　これまで私はロータリー内部の最優先事項である会
員数について話をしてきました。私たちは全員、ロータ
リーの外部的な最優先事項についても承知しています。
80年代から続いているポリオ撲滅です。
 これは非常に重要な挑戦事項です。ロータリアンは長
年にわたって、ポリオウィルス根絶に真剣に取り組んで
きました。世界中のロータリアンが資金を集め、ポリオ
撲滅を提唱してきました。多くのロータリアンが自己資
金で、ポリオ感染のある国に出かけ、予防接種活動をし
てきました。
 アネッテ（Anette）と私は数年前、インドにいました。
予防接種活動を行なうためにカナダと米国の小グルー
プのロータリアンと一緒にナイジェリアに行きました。私
たちは重装備の警備員に囲まれて、ボコ・ハラム（ナイ
ジェリアのサラフィー・ジハード主義組織）に故郷を追
われたナイジェリアの女性と子供が暮らす難民キャンプ
に行きました。
 私たちは皆、難民キャンプの報道をテレビで見たこと
があります。しかし、実際にその場に行ってみるのと報
道とでは雲泥の差があります。そこの人々のあまりにひ
どい生活条件、難民キャンプに漂う悪臭を実際に肌で
感じ、何百という虚ろな目を見てしまうと心が折れてし

まい、人生観が変わってしまいます。
 そうしたひどい生活条件下で暮らしながら、人生を変
えてしまう予防接種を子供たちにしたことに対して私た
ちに感謝するエネルギーを、難民キャンプの女性たちは
どこから得ているのかを私は未だに理解しかねてい
ます。
　難民キャンプにおける経験と対照的だったのが学校
訪問における経験でした。その学校の子供たちは私た
ちのために全員で歌と踊りを披露してくれました。人生
を変える２回の予防接種を受け入れたご褒美として彼
らに小さなキャンディをあげたからです。
　予防接種キャンペーンに参加したことのある人たちは
それぞれ独自の実例と物語を持っていると思います。語
られなければならない物語と実例は人の数だけありま
す。今はそれほどではありませんが以前は非常に支援
的立場にあり、「私たちには強い連帯感がある」と言わ
れてきたロータリアンの間でさえ、語るべき物語と実例
は人の数だけあると思います。
　ポリオの犠牲者の数が昨年、劇的に増えたことを私
たちは皆、知っていますが、私たちには強い連帯感があ
ります。大変な難題に挑戦することになりますが、私た
ちはポリオ撲滅を成し遂げます。最後の症例を確認し
た日からポリオのない世界宣言ができるまでには３年

はかかることがわかってくるでしょう。
　この重要な３年の間に私たちは何百万人という子供
たちにワクチン接種をし続けなければなりません。この
職務を遂行するためには16億米ドルが必要であると試
算されています。財政的支援が必要なため、皆様がこの
ポリオ撲滅プログラムの支援を続けられることを奨励
します。
　ロータリーが早い段階で行なったことの中から１つだ
けを選ばなければならないとしたら、沢山の中から選

ぶことになりますが、私はロータリー財団の設立を挙げ
るでしょう。その理由は、ロータリー財団の設立によって、
私たちは非常に多くのことができるようになり、世界の
隅々に、非常に多くの人々に、非常に多くの方法で希望
をもたらすことができるようになったからです。
　皆様もいずれおわかりになるでしょうが、ロータリー
の第４の目的は奉仕理念で結ばれた実業家や専門家の
世界的な親交を通して国際的な理解、親善、平和を推
進することです。
　あらゆるロータリークラブが、奉仕理念を実践するた
めに協力する実業家と専門家の親睦の機会を提供して
います。
　しかし、私たちロータリアンがプロジェクトやプログ
ラムを開始する時に幾度となく支援を求めて頼ることが
でき、国際的な理解と親善と平和を実際に推進できる
ようにするのはロータリー財団の支援資源とプログラム
です。
　確かに私たちはロータリーの目的達成を実現するた
めの新計画に独自に着手することができます。しかし、
現在の形になるようにロータリー財団を作り上げてきた
おかげで、財団がない場合よりはるかに多くのことを私
たちは共同で成し遂げることができたのです。
　ロータリー財団は私たちロータリアンそのものである
と認識することが重要です！

・寄付によるロータリー財団基金の大半は個人として
のロータリアンやクラブからのものです。

・こうした基金をどのように使用すべきかについての
アイデアはロータリアンから出されます。

・ロータリアンは、ロータリー財団から資金提供を受
けて、実際のプロジェクトや新計画に、時には他組
織と提携して着手します。

・ロータリー財団の実際の運営はロータリアンが監視
し制御します。私たちのプロジェクトの監査もロー
タリアンが行います。

　言い換えると、ロータリアンは開始から最後までロー
タリー財団そのものなのです！
　ロータリー財団は世界で最も成功している民間財団
の１つとなりました。最大の財団ではありませんが、最
も成功し、全世界で最適に運営されている財団の１つと
して認知されています。　
　毎年、9,000を超える米国の慈善団体の実績を評価
しているチャリティナビゲーターはロータリー財団に宛
てた書簡のなかで、次のように述べています。
　「私たちが評価する慈善団体のなかで、少なくとも
11回続けて４つ星の評価を受けたことのある団体は１％

しかありません。このことはロータリー財団がアメリカ
の他の慈善団体の実績を凌いでいることを示していま
す。チャリティナビゲーターからのこの異例の評価は、
ロータリー財団を他の慈善団体とは別格の存在とみな
すものであり、一般市民にその信頼性を実証するもの
です。」
　この格付けはロータリー財団が寄付金をどのように
使い、プログラムと奉仕をどのように持続し、優れたガ
バナンスと開放性をどのように実践しているかについて
のチャリティナビゲーターの評価を反映したものです。
　財団の年次基金のおかげで世界に変化をもたらすた
めに私たちは毎年、何億もの資金を調達して費やしてい
ます。
　皆様の地区ならびに世界各地のロータリアンの寛容
な心が、困窮している人々や、紛争地域で平和を構築し
たいという熱意を持った若者のために、また特に多くの
人にとって世界をより良い場所にするために素晴らしい
変化をもたらしてきました。
　ロータリー財団への皆様の財政的支援の恩恵を受け
た人たちに代わって、皆様の寛容さに感謝すると共に、
今後ともご支援くださるよう、よろしくお願いします。
　ロータリーは世界をつなぎます。人類のために皆様が
行なっておられること、また素晴らしい組織であるロー
タリーへの皆様のコミットメントに感謝します。
　以上が皆様への私のメッセージです。ご清聴ありが
とうございました。

　三木RI理事、浅木幸雄地区ガバナーそして元、今年
度、ならびに次期役員の皆様、ロータリアンならびに
ロータリーの友人の皆様、マーク・ダニエル・マローニー
国際ロータリー会長の代理として本日、この場にいるこ
とを非常に嬉しく光栄に思います。マーク会長と彼の奥
様であるゲイからはお二人の心からの挨拶を皆様にお
伝えし、世界をより良くするために皆様が払っておられ
る多大の努力に対して皆様一人ひとりに感謝の気持ち
を伝えるように、と頼まれました。
　また、日本に到着して以降、アネッテ（Anette）と私
が受けている温かい歓迎に対して皆様全員に感謝した
いと思います。私たちは初めて日本に来ました。マーク
会長から代理としてこの地区大会に出席するように依
頼されて以来ずっと、私たちは日出る国である日本を訪
問する機会が遂にきたと心を躍らせていました。これ
はマーク会長が本ロータリー年度のテーマとして示した
「ロータリーは世界をつなぐ」の素晴らしい実例です。
　今日はロータリー全般について、そしてロータリーが
抱えている挑戦事項のうちのいくつかについてお話しま
す。ロータリーの会員数については非常に多くのことを
私たちは話し合っています。マーク会長はなすべきこと
の最上位に会員数を位置づけており、私たちがロータ
リーを成長させることを望んでいます。この15年間、世
界のロータリー会員数は120万人止まりとなっています。
この10年間でロータリーは120万人を超える新会員を獲
得してきました。簡単に言ってしまうと、毎年、新しく会
員になった数と同じ数の会員をロータリーは失っている
ということになります。
　毎年、私たちは同じ問題について、恐らくは異なる方
法で話し合っています。世界の一部の場所ではロータ
リーは急成長しています。しかし多くの地域では私たち
が期待した変化を見ることができていません。昨年は
誰も望んでいなかったロータリー記録が出てしまいまし
た。ロータリーを脱会した人が記録的な数になったの
です。
　ロータリーでの経験は期待していたものではなかっ
たという理由で去っていった会員もいました。
　終生、ロータリーを愛していた人たちもいました。彼
らはロータリーを離れる時、彼らの能力、経験、リー
ダーシップも一緒に持っていきました。
　マーク会長がサンディエゴの地区ガバナーに向けて
話をした時の内容をご紹介します。マーク会長は「失っ
た会員数の代わりに、より多くの会員を獲得することは
解決策ではない。それでは沢山の孔が開いているバケ
ツにより多くの水を注ぐようなものだ。会員を失う根本

原因に対処する必要がある。根本原因は会員とのエン
ゲージメントが本来、あるべき状態になっていないこと
と、会員の構成が着実に高齢化していることである。
　いくつかの基本的な変革を行なうべき時であること
は明らかである。会員とのエンゲージメントがあり、会員
構成を多様化するための障壁となっているものは何で
あるかを私たちは既にわかっている。わかっていること
を踏まえて行動を起こすべき時である。会員資格の新
しいモデルを構築し、ロータリーの会員になるための新
しい道を開き、既存のクラブが現在のニーズを満たして
いない場合は新しいロータリークラブとローターアクト
クラブを創設する必要がある。そのためにはクラブの
リーダーは自分のクラブを成長させ、全体的な会員数を
増やすことが何故、非常に重要なのかをしっかりと理
解するだけでなく、それを行なうための効果的な組織構
造を確実に持っていなければならない」と語っています。
　世界的調査から、会員になった年に多くのロータリア
ンが孤独を感じたから、クラブとのエンゲージメントが
得られないからという理由でロータリーを去っています。
ビジネスに携わっている人は誰でも、新しい顧客を獲
得することがいかに大変であるかを知っており、最初の
注文品を納入した時には電話をかけて、その顧客が納
品に満足したかどうかを尋ねます。また、その新しい顧
客を失わないようにし、長続きする関係を築くためにそ
の顧客と定期的に接触します。
　ロータリーでは何故、この簡単な販売テクニックを使
用しないのでしょうか。使用しないことは、ようやく入会
してくれた人を歓迎し、その会員のジャケットにロータ
リーの記章を着けた時点で、私たちはその新しい会員
のことをすっかり忘れてしまうようなものです。
　全てのロータリアンは、自分が現在所属しているロー
タリークラブに入会するだろうか、と自問してみるべき
です。入会しないのであれば、何故しないのか、所属し
ているロータリークラブをより魅力的にし、誇ることが
できるクラブに変えるためには何が必要なのか、と自問
してみるべきです。
　私は入会してから約18ヶ月後に最初のロータリークラ
ブを脱会しました。誰も私のことを気にかけてくれな
かったからです。次に入会したクラブでも同じことが起
きました。私はロータリーを脱会しようとしていました。
2003年７月１日の２週間前に、会長エレクトが辞任した
ので７月１日までに会長として立つことができるかどう
かを訊かれなかったら、私はほぼ確実に脱会していた
でしょう。
　その時はロータリーが私を求めているという確信は
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件を削除するとともに、国際ロータリーとゾーン会合の講

演者60％以上を同一のジェンダーで占めないことに同意

しました。また、インターアクト諮問委員会の創立を承認

しました。（インターアクト関連事項について理事会に助

言する委員会）

　2020年10・11・12月の理事会では、ロータリーコーディ

ネーターまたは公共イメージコーディネーターの役職を務

めるにあたってのパストガバナーという資格要件を削除

した９月の決定を明確にし、これらのパストガバナーでは

ない人は、役職を務めるに必要な「地区とゾーンとの強固

な関係」を持ち合わせていなければならないという点を

さらに強調しました。

　駆け足で、最近のRI理事会の決定をお話しいたしまし

た。これらはすべて「My ROTARY」でご覧いただけます。

地区リーダー、クラブ会長、幹事の方々にはぜひご覧い

ただき、最近のRIの動きについて関心を持っていただき

たいと思います。

　今お話ししましたように、RIがいかにローターアクトに

代表される若い世代をどうロータリーに取り入れていく

かに腐心しているかお分かりいただけたものと思います。

ローターアクターが国際協議会にガバナーエレクトと参

加するようになって、今年で３年目を迎えました。この２

月に行われた初めてバーチャルで開催された国際協議

会ではエレクトの皆さんがローターアクターとアイデア

交換ができ、インスピレーションを得ることができたと

感じています。また、ロータリーの多様性、活力を増進

するために、地域リーダーの資格要件を変更したり、

ジェンダー（女性）の活用をさらに促進するための施策

をいかに考慮しているかも理解できるのではないかと思

います。女性会員や若い世代に会員増強の必要性がある

ことは、どのクラブも痛切に感じている大きな課題であ

ると思います。何より必要なことは、この新型コロナウイ

ルス感染拡大を受けた新常態に合わせ、クラブの現状、

地域社会とのかかわりを再度クラブ会員全員で議論し、

次の成長に向けてクラブビジョン、どういうクラブで在り

たいか、クラブ会員全員で共有する必要があると考えます。

　また、クナーク会長は「ロータリーの最大の資産はクラ

ブ会員であり、ロータリーの新しい戦略計画における優

先事項において、カギとなるのはやはりクラブ会員であり、

インパクトを高め、参加者の基盤を広げ、積極的なかか

わりを促し、適応力を高めることによってロータリーを成

長させなければなりません。戦略計画を実行するには、

さまざまな観点やスキルを持つ多様な人びとからの支援

が必要になります。そのためにも、女性、若い世代、学友、

退職を間近に控えた人など、多様な人にとって魅力的な

ロータリーを築いていくことが重要です。」と指摘されて

います。

　今、私たちは未曾有の危機の中にあり、社会的動物で

ある人間本来の気質を抑制した生活を強いられています。

とりわけ、ロータリアンにとって「親睦と奉仕」という２

大看板を実施しにくい状況にありますが、ともに集うとい

うことは、私たちが共有するロータリーでの経験の一つ

にすぎず、私たちはこの地区大会のようにオンラインで

集い、パソコン画面で互いの顔を見ながら、議論し、講

演を聞き、新しいプロジェクトの計画を立てることができ

ます。どのような危機の中にあっても「ロータリーは機会

の扉をひらく」ことができます。

　この地区大会においてアイデアを寄せ、多くのインスピ

レーションを得ることができる機会となりますことを願っ

ております。
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　国際ロータリー第2680地区、髙瀬ガバナーはじめ、

ロータリアンの皆さん、ご家族の皆さんこんにちは！

　髙瀬ガバナーのリーダーシップのもと開催されます

貴 地区大 会は、ホルガー・クナークR I 会長テーマ

「ロータリーは機会の扉をひらく」～Rotary Opens 

Opportunities～のもとに、地区内会員が一堂に会し、

交流を深め、友情を確かめ合うことができる感動に満

ちた２日間であると確信しております。

　今大会は新型コロナウイルス感染拡大を受けて、バー

チャルでの開催となりましたが、開催方法がどうであれ、

その意義は全く変わらないと考えます。大会開催に際し、

髙瀬ガバナーのリーダーシップのもと準備に当たられた

井村大会実行委員長はじめ西脇ロータリークラブの皆さ

んに心から敬意と謝意を表する次第です。皆さんは、会

長テーマの通り、新常態に合わせ文字通り「ロータリー

は機会の扉をひらく」を実践されたものと思います。

　この度、ホルガー・クナークRI会長並びに令夫人スザ

ンヌ様の代理として、貴地区大会に出席させていただく

ことは私たちにとり、まことに光栄であり、その責任の重

さを感じております。残念ながら、今回はビデオでの参

加となり、貴地区会員の皆さんとリアルでお会いして交

流をすることができないことを、大変残念に思っており

ます。髙瀬ガバナーとは昨年１月のサンデイエゴで開催さ

れました国際協議会で１週間寝食を共にして研修を共に

した関係もあり、会長代理に指名され心底うれしく思っ

ておりました。次の機会に皆さんと親しく懇親を深めるこ

とを願っております。

　さて、ホルガー・クナークRI会長は今年度「ロータリー

の成長に力を注ぎます」とされ、ロータリーの成長とは、

新会員がクラブに馴染めるように特別の配慮をしたり、

すべての会員が積極的に参加していけるように取り組む

ことを通じて、会員を思いやることだと話されました。RI

会長方針を受け、髙瀬ガバナーはこの地区大会のテーマ

を「次の100（飛躍）年に向けて　ビジョンを語り、掲げ

よう！」に設定され、次の100年に向けてロータリーをどう

成長させていくかを語り合う場とすることに主眼を置か

れています。この機会に地区内各クラブの活動を振り返

り、次の成長に向けての新たな契機となりますことを願っ

ております。

　RIの現況やRI理事会の決定をご紹介し、最近の変化

について少しお話をさせていただきます。

　2019年から５年間のRI戦略計画・行動計画はすでに

髙瀬ガバナーから詳細な説明が年度初めになされたもの

と思います。ロータリーのビジョン声明、４つの優先項目

について各クラブ会員に理解推進を強くお願いしたいと

思います。

　ここ数年の世界の会員数とクラブ数をご覧いただきた

いと思います。

　2017年７月１日から2020年７月１日の間に28,046名会

員が減少し、一方でクラブ数は503増加し、１クラブ当た

りの平均会員数は1.2人減少しています。

　このことはどのような意味を持つのでしょうか？時代

に適応した新しいクラブの増加と変化に必ずしも適応で

きない会員が増加しているのかもしれません。あくまで

も私個人の私見です。

　ここで、最近のRI理事会の決定について簡単に触れ

たいと思います。貴地区には直前RI理事で現在、ロータ

リー財団管理委員会特別アドバイザーの三木さんがい

らっしゃいますので、ご不明の点は三木さんに後日お尋

ねいただきたいと思います。

　2017年10月の理事会では、地区ロータリー財団セミ

ナー、地区会員増強セミナー、地区会員公共イメージセ

ミナーを新しい「クラブ活性化ワークショップ（仮訳）」

に統合させ、リーダー育成と研修サイクルを更新しました。

また、地域リーダーに対し、現または元ローターアクターを

ロータリーコーディネーター補佐並びにロータリー公共イ

メージコーディネーター補佐に任命するよう奨励しました。

　2019年１月の理事会では、共有ブランドのオンライン

プロダクトを開発・導入するため、事務総長がトーストマ

スターズ・インターナショナルと協力することを認可しまし

た。また、ロータリーの「多様性、公平さ、受容性に関す

る方針声明」を承認しました。いわゆる「E・D・Ｉ」です。

　2018年４月の理事会では、ローターアクターの地区委

員会委員への選出を可能とするため、地区委員会の資格

条件を改訂しました。また、クラブを基盤としない参加

モデルの試験の実施を継続することに同意しました。

　これらの目的はロータリーへの新しい経路を作り、

ロータリーブランドに対する認識を高め、ロータリーへの

参加を多様化させ、ロータリーの開放性と魅力を高める

ことにあります。

　ローターアクトクラブがロータリーに加盟することを認

めた2019年審議会の承認をいかに最善のかたちで実施

するかを綿密に調査するタスクフォースの設立を承認し

ました。

　2019年10月の理事会では、親睦活動グループとして

「Rotary Peace Fellowship Alumni Association（ロー

タリー平和フェローシップ学友会）」を承認しました。

　また、ローターアクト地位向上タスクフォースによる推

奨事項を検討し、以下に同意しました。

１．提唱クラブなしのローターアクトクラブ結成を可能

にする。

２．ローターアクトクラブを提唱クラブとするローターア

クトクラブの結成を可能にする。

３．すべての地区委員会にローターアクターを加えるこ

とをロータリー地区に推奨する。

４．ローターアクトの年齢上限を解除する（ただし、若

い成人のプログラムとして維持する。）

５．RI委員会のアドバイザーとしてローターアクターを

任命するよう今後のRI会長に奨励する。

６．ローターアクトについて以下の目標を設定する。

・2022年までに、報告されたローターアクターの数を 

100％増やす。

・2022年までに報告されたローターアクターのうちロー

タークラブに入会する人の数を20％増やす。

・2029年までに、報告されたローターアクターの数を100

万人に増やす。

　2020年１月の理事会では、2022年７月１日より開始さ

れるローターアクトの人頭分担金を設定しました。学生を

基盤とするクラブは５ドル、地域社会を基盤とするクラ

ブは８ドル、新しいローターアクトが払う50ドルの認定料

は廃止。また、メルボルン国際大会から、地域社会との

かかわりを深めるため、ノンロータリー向けのイベントを

実施するというコンセプトを承認しました。

　2020年６月の理事会では、環境という新しい重点分野

を設けるという理事会からの要請を受け入れて７つ目の

重点分野の追加を全会一致で同意した管理委員会に謝

意を表しました。

　2020年９月の理事会では、ロータリーのリーダー職に

おける多様性を推進するため、次回の推薦周期から、す

べての地域リーダー職に必要なパストガバナーの資格要

なかったのですが、私がロータリーを求めていました。
そのため、その問いかけを救いの手として受け取りまし
た。クラブに変化をもたらす機会を与えてくれる誘いを
受け入れたのです。
　ほんの少しのことで実際に起きる可能性があること
に目を向けてください。私の場合は思いがけないことに
ロータリーと私とのエンゲージメントを開始するステッ
プとなりました。この17年間に、私はロータリー脱会を
決めた存在から、ロータリアンになり、そして所属する
ロータリークラブの会長へと変わりました。ガバナー補
佐、地区ガバナー、国際ロータリー理事、国際ロータ
リー財務長を歴任し、現在はロータリー財団の管理委
員を務めています。
　全てはリーダーシップにかかっていると言わなければ
なりません。リーダーが注目すべきなのは未来です。
ロータリーの未来は私たちの一番の関心事です。2、3
年前にロータリーの理事会と管理委員会はロータリー
の新しいビジョン声明を承認しました。その声明とは次
のようなものです。
「私たちは共に、世界で、地域社会で、そして
自分自身のなかで、変化を生むために、人々が
手を取り合って行動する世界を目指します。」

 このビジョン声明はロータリーが今後何年かのうちに
隆盛を迎えることができるように将来の進路を私たち
が設定する指針となります。また、世界に対して、会員に
対してロータリーが及ぼしたいと切望する影響を反映し
ています。
　ロータリーには３つの優先事項があります。それら全
てが等しく重要であることを私たちは知っています。し
かしながら、会員数を含む３つの優先事項のうちの残
りの２つ、即ち、公共的イメージと一般の人々の認知度
を高めるという優先事項と、人道的奉仕に焦点を当て
人道的奉仕を強化するという優先事項を実現するため
に要となるのは強力なクラブです。強力なクラブとは一
般市民の関心を引き付ける適切な奉仕を行い、地域社
会におけるロータリーの存在が確かなものであることを
実証するクラブです。
　強力なクラブは、温かいもてなしで相手を歓迎し、会
員が友情と共通の目的を享受する環境を提供します。
強力なクラブは入会したての新会員から最古参の会員
に至るまでそのクラブの全会員とのエンゲージメントを
維持します。そうすることによって強力なクラブは成長
していきます。
　これらの特性を備えたクラブは会員数を増やし、人
道的奉仕に焦点を当てて、かかる奉仕を強化し、ロータ

リーの公共的イメージと一般市民の認知度を高めるこ
とに成功します。クラブの質が一貫していなければなら
ないとすれば、私たちのメッセージの内容もなおさらの
こと一貫性がなければなりません。
　10人のロータリアンにロータリーについて説明するよ
うに要求してみてください。10人それぞれから異なる10
のエレベータースピーチ（要点だけを述べた簡単な説
明）が返ってくる可能性が高いです。ロータリーの強み
は各会員がそれぞれ独自に個人的にロータリーを経験
していることです。それでは、ロータリーはどのような糸
でつながれているのでしょうか？
　ロータリーの公共的イメージと一般の人々の認知度を
高めることは私たちの戦略的優先事項の１つです。ロー
タリーという名称を馴染みのあるものにするための要と
なるのがクラブです。志を同じくする人たちが一丸と
なって信頼し合える友情を築き、地元の地域社会やそ
の他の場所で人々の役に立つ有意義なプロジェクトを
行うことができるようにする存在がロータリークラブな
のです。このことは110年間変わっていません。しかし、
私たちを取り巻く世界は変化してきました。世界の変化
に伴って皆さんのクラブは変化してきたのでしょうか？
　変化してきたのかと自問する時、ご自身の素晴らしい
クラブ、仲間と共に地元の隣人や世界の人たちに関わり、
ニーズを満たし、それと同時に自分も楽しんでいるクラ
ブのことが頭に浮かぶでしょう。
　次に別のクラブについて考えてみてください。新しい
会員が入ってこない、新しい会員の入会祝いをすること
ができない、新しい会員とのエンゲージメントがないこ
とで苦労しているクラブのことを考えてみてください。
　皆様は、伝統を大事にし、会員になる見込みのある人
を疎外している会議を傍聴したことがおありでしょう。
また、インターアクター、ローターアクター、ロータリー
ファミリーに留まるためのモチベーションを与えず、鼓
舞する関係を築いていないスポンサークラブをご存じ
でしょう。これらのクラブがロータリーの理念を果たす
ためにはどのような手助けができるかを自問してみてく
ださい。
　多くのローターアクターが年齢のためにローターアクト
を離れなければならない時、彼らが去ることでロータ
リーが失うことになるローターアクトのことを私は彼ら
に明確に伝えています。ローターアクターの経験のある
人たちの大半がロータリーへの入会を促されていない
ことを私たちは知っています。これは非常に悲しいこと
です。今日の若い人たちは私たちと一緒にいたいと考え
ており、プロジェクトに関わることを望んでいるからです。

　ロータリーの３つの優先事項は私たちを結束させま
す。あらゆるロータリアンは的を絞った人道的奉仕を提
供し、好ましい公共的イメージを持つ強力なクラブに所
属したいと思っているからです。
　ロータリアンは賢明で、情に厚く、目的を貫き、人を元
気づけます。過去および現在の私たちの調査からこの
ことは確認されています。ロータリアンはクラブがより効
果的にクラブの物語を語るための助けとなる新しいツー
ルと資源を求めています。若者と一緒に地域社会で、よ
り多くの、より良い奉仕を行うために、また世界中でより
一貫性のあるイメージの組織として存在するために。
　ロータリーはそのためのツールを提供していきます。
それらのツールはクラブが最善を尽くすのに役立つよう
に、クラブの進化を手助けできるように特別に設計され
ています。ロータリークラブセンターはクラブが会員数、
奉仕、贈り物、公共的イメージの目標を設定して追跡で
きるようにするために立ち上げられました。
　約100万年前、人類の最も高度なツールはハンドアッ
クス（石斧）でした。ハンドアックスは首尾よく生活する
ための必須道具でした。現在の最も洗練されたツール
はスマートフォンです。長い年月を経て、斧からスマート
フォンへと進化してきました。ロータリーは新しい時代
に入るにつれて登場する新しいツールとテクノロジーを

積極的に使用しています。
　これまで私はロータリー内部の最優先事項である会
員数について話をしてきました。私たちは全員、ロータ
リーの外部的な最優先事項についても承知しています。
80年代から続いているポリオ撲滅です。
 これは非常に重要な挑戦事項です。ロータリアンは長
年にわたって、ポリオウィルス根絶に真剣に取り組んで
きました。世界中のロータリアンが資金を集め、ポリオ
撲滅を提唱してきました。多くのロータリアンが自己資
金で、ポリオ感染のある国に出かけ、予防接種活動をし
てきました。
 アネッテ（Anette）と私は数年前、インドにいました。
予防接種活動を行なうためにカナダと米国の小グルー
プのロータリアンと一緒にナイジェリアに行きました。私
たちは重装備の警備員に囲まれて、ボコ・ハラム（ナイ
ジェリアのサラフィー・ジハード主義組織）に故郷を追
われたナイジェリアの女性と子供が暮らす難民キャンプ
に行きました。
 私たちは皆、難民キャンプの報道をテレビで見たこと
があります。しかし、実際にその場に行ってみるのと報
道とでは雲泥の差があります。そこの人々のあまりにひ
どい生活条件、難民キャンプに漂う悪臭を実際に肌で
感じ、何百という虚ろな目を見てしまうと心が折れてし

まい、人生観が変わってしまいます。
 そうしたひどい生活条件下で暮らしながら、人生を変
えてしまう予防接種を子供たちにしたことに対して私た
ちに感謝するエネルギーを、難民キャンプの女性たちは
どこから得ているのかを私は未だに理解しかねてい
ます。
　難民キャンプにおける経験と対照的だったのが学校
訪問における経験でした。その学校の子供たちは私た
ちのために全員で歌と踊りを披露してくれました。人生
を変える２回の予防接種を受け入れたご褒美として彼
らに小さなキャンディをあげたからです。
　予防接種キャンペーンに参加したことのある人たちは
それぞれ独自の実例と物語を持っていると思います。語
られなければならない物語と実例は人の数だけありま
す。今はそれほどではありませんが以前は非常に支援
的立場にあり、「私たちには強い連帯感がある」と言わ
れてきたロータリアンの間でさえ、語るべき物語と実例
は人の数だけあると思います。
　ポリオの犠牲者の数が昨年、劇的に増えたことを私
たちは皆、知っていますが、私たちには強い連帯感があ
ります。大変な難題に挑戦することになりますが、私た
ちはポリオ撲滅を成し遂げます。最後の症例を確認し
た日からポリオのない世界宣言ができるまでには３年

はかかることがわかってくるでしょう。
　この重要な３年の間に私たちは何百万人という子供
たちにワクチン接種をし続けなければなりません。この
職務を遂行するためには16億米ドルが必要であると試
算されています。財政的支援が必要なため、皆様がこの
ポリオ撲滅プログラムの支援を続けられることを奨励
します。
　ロータリーが早い段階で行なったことの中から１つだ
けを選ばなければならないとしたら、沢山の中から選

ぶことになりますが、私はロータリー財団の設立を挙げ
るでしょう。その理由は、ロータリー財団の設立によって、
私たちは非常に多くのことができるようになり、世界の
隅々に、非常に多くの人々に、非常に多くの方法で希望
をもたらすことができるようになったからです。
　皆様もいずれおわかりになるでしょうが、ロータリー
の第４の目的は奉仕理念で結ばれた実業家や専門家の
世界的な親交を通して国際的な理解、親善、平和を推
進することです。
　あらゆるロータリークラブが、奉仕理念を実践するた
めに協力する実業家と専門家の親睦の機会を提供して
います。
　しかし、私たちロータリアンがプロジェクトやプログ
ラムを開始する時に幾度となく支援を求めて頼ることが
でき、国際的な理解と親善と平和を実際に推進できる
ようにするのはロータリー財団の支援資源とプログラム
です。
　確かに私たちはロータリーの目的達成を実現するた
めの新計画に独自に着手することができます。しかし、
現在の形になるようにロータリー財団を作り上げてきた
おかげで、財団がない場合よりはるかに多くのことを私
たちは共同で成し遂げることができたのです。
　ロータリー財団は私たちロータリアンそのものである
と認識することが重要です！

・寄付によるロータリー財団基金の大半は個人として
のロータリアンやクラブからのものです。

・こうした基金をどのように使用すべきかについての
アイデアはロータリアンから出されます。

・ロータリアンは、ロータリー財団から資金提供を受
けて、実際のプロジェクトや新計画に、時には他組
織と提携して着手します。

・ロータリー財団の実際の運営はロータリアンが監視
し制御します。私たちのプロジェクトの監査もロー
タリアンが行います。

　言い換えると、ロータリアンは開始から最後までロー
タリー財団そのものなのです！
　ロータリー財団は世界で最も成功している民間財団
の１つとなりました。最大の財団ではありませんが、最
も成功し、全世界で最適に運営されている財団の１つと
して認知されています。　
　毎年、9,000を超える米国の慈善団体の実績を評価
しているチャリティナビゲーターはロータリー財団に宛
てた書簡のなかで、次のように述べています。
　「私たちが評価する慈善団体のなかで、少なくとも
11回続けて４つ星の評価を受けたことのある団体は１％

しかありません。このことはロータリー財団がアメリカ
の他の慈善団体の実績を凌いでいることを示していま
す。チャリティナビゲーターからのこの異例の評価は、
ロータリー財団を他の慈善団体とは別格の存在とみな
すものであり、一般市民にその信頼性を実証するもの
です。」
　この格付けはロータリー財団が寄付金をどのように
使い、プログラムと奉仕をどのように持続し、優れたガ
バナンスと開放性をどのように実践しているかについて
のチャリティナビゲーターの評価を反映したものです。
　財団の年次基金のおかげで世界に変化をもたらすた
めに私たちは毎年、何億もの資金を調達して費やしてい
ます。
　皆様の地区ならびに世界各地のロータリアンの寛容
な心が、困窮している人々や、紛争地域で平和を構築し
たいという熱意を持った若者のために、また特に多くの
人にとって世界をより良い場所にするために素晴らしい
変化をもたらしてきました。
　ロータリー財団への皆様の財政的支援の恩恵を受け
た人たちに代わって、皆様の寛容さに感謝すると共に、
今後ともご支援くださるよう、よろしくお願いします。
　ロータリーは世界をつなぎます。人類のために皆様が
行なっておられること、また素晴らしい組織であるロー
タリーへの皆様のコミットメントに感謝します。
　以上が皆様への私のメッセージです。ご清聴ありが
とうございました。

　三木RI理事、浅木幸雄地区ガバナーそして元、今年
度、ならびに次期役員の皆様、ロータリアンならびに
ロータリーの友人の皆様、マーク・ダニエル・マローニー
国際ロータリー会長の代理として本日、この場にいるこ
とを非常に嬉しく光栄に思います。マーク会長と彼の奥
様であるゲイからはお二人の心からの挨拶を皆様にお
伝えし、世界をより良くするために皆様が払っておられ
る多大の努力に対して皆様一人ひとりに感謝の気持ち
を伝えるように、と頼まれました。
　また、日本に到着して以降、アネッテ（Anette）と私
が受けている温かい歓迎に対して皆様全員に感謝した
いと思います。私たちは初めて日本に来ました。マーク
会長から代理としてこの地区大会に出席するように依
頼されて以来ずっと、私たちは日出る国である日本を訪
問する機会が遂にきたと心を躍らせていました。これ
はマーク会長が本ロータリー年度のテーマとして示した
「ロータリーは世界をつなぐ」の素晴らしい実例です。
　今日はロータリー全般について、そしてロータリーが
抱えている挑戦事項のうちのいくつかについてお話しま
す。ロータリーの会員数については非常に多くのことを
私たちは話し合っています。マーク会長はなすべきこと
の最上位に会員数を位置づけており、私たちがロータ
リーを成長させることを望んでいます。この15年間、世
界のロータリー会員数は120万人止まりとなっています。
この10年間でロータリーは120万人を超える新会員を獲
得してきました。簡単に言ってしまうと、毎年、新しく会
員になった数と同じ数の会員をロータリーは失っている
ということになります。
　毎年、私たちは同じ問題について、恐らくは異なる方
法で話し合っています。世界の一部の場所ではロータ
リーは急成長しています。しかし多くの地域では私たち
が期待した変化を見ることができていません。昨年は
誰も望んでいなかったロータリー記録が出てしまいまし
た。ロータリーを脱会した人が記録的な数になったの
です。
　ロータリーでの経験は期待していたものではなかっ
たという理由で去っていった会員もいました。
　終生、ロータリーを愛していた人たちもいました。彼
らはロータリーを離れる時、彼らの能力、経験、リー
ダーシップも一緒に持っていきました。
　マーク会長がサンディエゴの地区ガバナーに向けて
話をした時の内容をご紹介します。マーク会長は「失っ
た会員数の代わりに、より多くの会員を獲得することは
解決策ではない。それでは沢山の孔が開いているバケ
ツにより多くの水を注ぐようなものだ。会員を失う根本

原因に対処する必要がある。根本原因は会員とのエン
ゲージメントが本来、あるべき状態になっていないこと
と、会員の構成が着実に高齢化していることである。
　いくつかの基本的な変革を行なうべき時であること
は明らかである。会員とのエンゲージメントがあり、会員
構成を多様化するための障壁となっているものは何で
あるかを私たちは既にわかっている。わかっていること
を踏まえて行動を起こすべき時である。会員資格の新
しいモデルを構築し、ロータリーの会員になるための新
しい道を開き、既存のクラブが現在のニーズを満たして
いない場合は新しいロータリークラブとローターアクト
クラブを創設する必要がある。そのためにはクラブの
リーダーは自分のクラブを成長させ、全体的な会員数を
増やすことが何故、非常に重要なのかをしっかりと理
解するだけでなく、それを行なうための効果的な組織構
造を確実に持っていなければならない」と語っています。
　世界的調査から、会員になった年に多くのロータリア
ンが孤独を感じたから、クラブとのエンゲージメントが
得られないからという理由でロータリーを去っています。
ビジネスに携わっている人は誰でも、新しい顧客を獲
得することがいかに大変であるかを知っており、最初の
注文品を納入した時には電話をかけて、その顧客が納
品に満足したかどうかを尋ねます。また、その新しい顧
客を失わないようにし、長続きする関係を築くためにそ
の顧客と定期的に接触します。
　ロータリーでは何故、この簡単な販売テクニックを使
用しないのでしょうか。使用しないことは、ようやく入会
してくれた人を歓迎し、その会員のジャケットにロータ
リーの記章を着けた時点で、私たちはその新しい会員
のことをすっかり忘れてしまうようなものです。
　全てのロータリアンは、自分が現在所属しているロー
タリークラブに入会するだろうか、と自問してみるべき
です。入会しないのであれば、何故しないのか、所属し
ているロータリークラブをより魅力的にし、誇ることが
できるクラブに変えるためには何が必要なのか、と自問
してみるべきです。
　私は入会してから約18ヶ月後に最初のロータリークラ
ブを脱会しました。誰も私のことを気にかけてくれな
かったからです。次に入会したクラブでも同じことが起
きました。私はロータリーを脱会しようとしていました。
2003年７月１日の２週間前に、会長エレクトが辞任した
ので７月１日までに会長として立つことができるかどう
かを訊かれなかったら、私はほぼ確実に脱会していた
でしょう。
　その時はロータリーが私を求めているという確信は

本　会　議

件を削除するとともに、国際ロータリーとゾーン会合の講

演者60％以上を同一のジェンダーで占めないことに同意

しました。また、インターアクト諮問委員会の創立を承認

しました。（インターアクト関連事項について理事会に助

言する委員会）

　2020年10・11・12月の理事会では、ロータリーコーディ

ネーターまたは公共イメージコーディネーターの役職を務

めるにあたってのパストガバナーという資格要件を削除

した９月の決定を明確にし、これらのパストガバナーでは

ない人は、役職を務めるに必要な「地区とゾーンとの強固

な関係」を持ち合わせていなければならないという点を

さらに強調しました。

　駆け足で、最近のRI理事会の決定をお話しいたしまし

た。これらはすべて「My ROTARY」でご覧いただけます。

地区リーダー、クラブ会長、幹事の方々にはぜひご覧い

ただき、最近のRIの動きについて関心を持っていただき

たいと思います。

　今お話ししましたように、RIがいかにローターアクトに

代表される若い世代をどうロータリーに取り入れていく

かに腐心しているかお分かりいただけたものと思います。

ローターアクターが国際協議会にガバナーエレクトと参

加するようになって、今年で３年目を迎えました。この２

月に行われた初めてバーチャルで開催された国際協議

会ではエレクトの皆さんがローターアクターとアイデア

交換ができ、インスピレーションを得ることができたと

感じています。また、ロータリーの多様性、活力を増進

するために、地域リーダーの資格要件を変更したり、

ジェンダー（女性）の活用をさらに促進するための施策

をいかに考慮しているかも理解できるのではないかと思

います。女性会員や若い世代に会員増強の必要性がある

ことは、どのクラブも痛切に感じている大きな課題であ

ると思います。何より必要なことは、この新型コロナウイ

ルス感染拡大を受けた新常態に合わせ、クラブの現状、

地域社会とのかかわりを再度クラブ会員全員で議論し、

次の成長に向けてクラブビジョン、どういうクラブで在り

たいか、クラブ会員全員で共有する必要があると考えます。

　また、クナーク会長は「ロータリーの最大の資産はクラ

ブ会員であり、ロータリーの新しい戦略計画における優

先事項において、カギとなるのはやはりクラブ会員であり、

インパクトを高め、参加者の基盤を広げ、積極的なかか

わりを促し、適応力を高めることによってロータリーを成

長させなければなりません。戦略計画を実行するには、

さまざまな観点やスキルを持つ多様な人びとからの支援

が必要になります。そのためにも、女性、若い世代、学友、

退職を間近に控えた人など、多様な人にとって魅力的な

ロータリーを築いていくことが重要です。」と指摘されて

います。

　今、私たちは未曾有の危機の中にあり、社会的動物で

ある人間本来の気質を抑制した生活を強いられています。

とりわけ、ロータリアンにとって「親睦と奉仕」という２

大看板を実施しにくい状況にありますが、ともに集うとい

うことは、私たちが共有するロータリーでの経験の一つ

にすぎず、私たちはこの地区大会のようにオンラインで

集い、パソコン画面で互いの顔を見ながら、議論し、講

演を聞き、新しいプロジェクトの計画を立てることができ

ます。どのような危機の中にあっても「ロータリーは機会

の扉をひらく」ことができます。

　この地区大会においてアイデアを寄せ、多くのインスピ

レーションを得ることができる機会となりますことを願っ

ております。

髙瀬ガバナーご夫妻、三木直前RI理事ご夫妻　そして同期の丸尾PGご夫妻はじめ地区内
会員のますますのご健勝、ご多幸を心よりお祈り申し上げます！

　　　次回はリアルでお目にかかれますことを心から願っております！
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　国際ロータリー第2680地区、髙瀬ガバナーはじめ、

ロータリアンの皆さん、ご家族の皆さんこんにちは！

　髙瀬ガバナーのリーダーシップのもと開催されます

貴 地区大 会は、ホルガー・クナークR I 会長テーマ

「ロータリーは機会の扉をひらく」～Rotary Opens 

Opportunities～のもとに、地区内会員が一堂に会し、

交流を深め、友情を確かめ合うことができる感動に満

ちた２日間であると確信しております。

　今大会は新型コロナウイルス感染拡大を受けて、バー

チャルでの開催となりましたが、開催方法がどうであれ、

その意義は全く変わらないと考えます。大会開催に際し、

髙瀬ガバナーのリーダーシップのもと準備に当たられた

井村大会実行委員長はじめ西脇ロータリークラブの皆さ

んに心から敬意と謝意を表する次第です。皆さんは、会

長テーマの通り、新常態に合わせ文字通り「ロータリー

は機会の扉をひらく」を実践されたものと思います。

　この度、ホルガー・クナークRI会長並びに令夫人スザ

ンヌ様の代理として、貴地区大会に出席させていただく

ことは私たちにとり、まことに光栄であり、その責任の重

さを感じております。残念ながら、今回はビデオでの参

加となり、貴地区会員の皆さんとリアルでお会いして交

流をすることができないことを、大変残念に思っており

ます。髙瀬ガバナーとは昨年１月のサンデイエゴで開催さ

れました国際協議会で１週間寝食を共にして研修を共に

した関係もあり、会長代理に指名され心底うれしく思っ

ておりました。次の機会に皆さんと親しく懇親を深めるこ

とを願っております。

　さて、ホルガー・クナークRI会長は今年度「ロータリー

の成長に力を注ぎます」とされ、ロータリーの成長とは、

新会員がクラブに馴染めるように特別の配慮をしたり、

すべての会員が積極的に参加していけるように取り組む

ことを通じて、会員を思いやることだと話されました。RI

会長方針を受け、髙瀬ガバナーはこの地区大会のテーマ

を「次の100（飛躍）年に向けて　ビジョンを語り、掲げ

よう！」に設定され、次の100年に向けてロータリーをどう

成長させていくかを語り合う場とすることに主眼を置か

れています。この機会に地区内各クラブの活動を振り返

り、次の成長に向けての新たな契機となりますことを願っ

ております。

　RIの現況やRI理事会の決定をご紹介し、最近の変化

について少しお話をさせていただきます。

　2019年から５年間のRI戦略計画・行動計画はすでに

髙瀬ガバナーから詳細な説明が年度初めになされたもの

と思います。ロータリーのビジョン声明、４つの優先項目

について各クラブ会員に理解推進を強くお願いしたいと

思います。

　ここ数年の世界の会員数とクラブ数をご覧いただきた

いと思います。

　2017年７月１日から2020年７月１日の間に28,046名会

員が減少し、一方でクラブ数は503増加し、１クラブ当た

りの平均会員数は1.2人減少しています。

　このことはどのような意味を持つのでしょうか？時代

に適応した新しいクラブの増加と変化に必ずしも適応で

きない会員が増加しているのかもしれません。あくまで

も私個人の私見です。

　ここで、最近のRI理事会の決定について簡単に触れ

たいと思います。貴地区には直前RI理事で現在、ロータ

リー財団管理委員会特別アドバイザーの三木さんがい

らっしゃいますので、ご不明の点は三木さんに後日お尋

ねいただきたいと思います。

　2017年10月の理事会では、地区ロータリー財団セミ

ナー、地区会員増強セミナー、地区会員公共イメージセ

ミナーを新しい「クラブ活性化ワークショップ（仮訳）」

に統合させ、リーダー育成と研修サイクルを更新しました。

また、地域リーダーに対し、現または元ローターアクターを

ロータリーコーディネーター補佐並びにロータリー公共イ

メージコーディネーター補佐に任命するよう奨励しました。

　2019年１月の理事会では、共有ブランドのオンライン

プロダクトを開発・導入するため、事務総長がトーストマ

スターズ・インターナショナルと協力することを認可しまし

た。また、ロータリーの「多様性、公平さ、受容性に関す

る方針声明」を承認しました。いわゆる「E・D・Ｉ」です。

　2018年４月の理事会では、ローターアクターの地区委

員会委員への選出を可能とするため、地区委員会の資格

条件を改訂しました。また、クラブを基盤としない参加

モデルの試験の実施を継続することに同意しました。

　これらの目的はロータリーへの新しい経路を作り、

ロータリーブランドに対する認識を高め、ロータリーへの

参加を多様化させ、ロータリーの開放性と魅力を高める

ことにあります。

　ローターアクトクラブがロータリーに加盟することを認

めた2019年審議会の承認をいかに最善のかたちで実施

するかを綿密に調査するタスクフォースの設立を承認し

ました。

　2019年10月の理事会では、親睦活動グループとして

「Rotary Peace Fellowship Alumni Association（ロー

タリー平和フェローシップ学友会）」を承認しました。

　また、ローターアクト地位向上タスクフォースによる推

奨事項を検討し、以下に同意しました。

１．提唱クラブなしのローターアクトクラブ結成を可能

にする。

２．ローターアクトクラブを提唱クラブとするローターア

クトクラブの結成を可能にする。

３．すべての地区委員会にローターアクターを加えるこ

とをロータリー地区に推奨する。

４．ローターアクトの年齢上限を解除する（ただし、若

い成人のプログラムとして維持する。）

５．RI委員会のアドバイザーとしてローターアクターを

任命するよう今後のRI会長に奨励する。

６．ローターアクトについて以下の目標を設定する。

・2022年までに、報告されたローターアクターの数を 

100％増やす。

・2022年までに報告されたローターアクターのうちロー

タークラブに入会する人の数を20％増やす。

・2029年までに、報告されたローターアクターの数を100

万人に増やす。

　2020年１月の理事会では、2022年７月１日より開始さ

れるローターアクトの人頭分担金を設定しました。学生を

基盤とするクラブは５ドル、地域社会を基盤とするクラ

ブは８ドル、新しいローターアクトが払う50ドルの認定料

は廃止。また、メルボルン国際大会から、地域社会との

かかわりを深めるため、ノンロータリー向けのイベントを

実施するというコンセプトを承認しました。

　2020年６月の理事会では、環境という新しい重点分野

を設けるという理事会からの要請を受け入れて７つ目の

重点分野の追加を全会一致で同意した管理委員会に謝

意を表しました。

　2020年９月の理事会では、ロータリーのリーダー職に

おける多様性を推進するため、次回の推薦周期から、す

べての地域リーダー職に必要なパストガバナーの資格要

なかったのですが、私がロータリーを求めていました。
そのため、その問いかけを救いの手として受け取りまし
た。クラブに変化をもたらす機会を与えてくれる誘いを
受け入れたのです。
　ほんの少しのことで実際に起きる可能性があること
に目を向けてください。私の場合は思いがけないことに
ロータリーと私とのエンゲージメントを開始するステッ
プとなりました。この17年間に、私はロータリー脱会を
決めた存在から、ロータリアンになり、そして所属する
ロータリークラブの会長へと変わりました。ガバナー補
佐、地区ガバナー、国際ロータリー理事、国際ロータ
リー財務長を歴任し、現在はロータリー財団の管理委
員を務めています。
　全てはリーダーシップにかかっていると言わなければ
なりません。リーダーが注目すべきなのは未来です。
ロータリーの未来は私たちの一番の関心事です。2、3
年前にロータリーの理事会と管理委員会はロータリー
の新しいビジョン声明を承認しました。その声明とは次
のようなものです。
「私たちは共に、世界で、地域社会で、そして
自分自身のなかで、変化を生むために、人々が
手を取り合って行動する世界を目指します。」

 このビジョン声明はロータリーが今後何年かのうちに
隆盛を迎えることができるように将来の進路を私たち
が設定する指針となります。また、世界に対して、会員に
対してロータリーが及ぼしたいと切望する影響を反映し
ています。
　ロータリーには３つの優先事項があります。それら全
てが等しく重要であることを私たちは知っています。し
かしながら、会員数を含む３つの優先事項のうちの残
りの２つ、即ち、公共的イメージと一般の人々の認知度
を高めるという優先事項と、人道的奉仕に焦点を当て
人道的奉仕を強化するという優先事項を実現するため
に要となるのは強力なクラブです。強力なクラブとは一
般市民の関心を引き付ける適切な奉仕を行い、地域社
会におけるロータリーの存在が確かなものであることを
実証するクラブです。
　強力なクラブは、温かいもてなしで相手を歓迎し、会
員が友情と共通の目的を享受する環境を提供します。
強力なクラブは入会したての新会員から最古参の会員
に至るまでそのクラブの全会員とのエンゲージメントを
維持します。そうすることによって強力なクラブは成長
していきます。
　これらの特性を備えたクラブは会員数を増やし、人
道的奉仕に焦点を当てて、かかる奉仕を強化し、ロータ

リーの公共的イメージと一般市民の認知度を高めるこ
とに成功します。クラブの質が一貫していなければなら
ないとすれば、私たちのメッセージの内容もなおさらの
こと一貫性がなければなりません。
　10人のロータリアンにロータリーについて説明するよ
うに要求してみてください。10人それぞれから異なる10
のエレベータースピーチ（要点だけを述べた簡単な説
明）が返ってくる可能性が高いです。ロータリーの強み
は各会員がそれぞれ独自に個人的にロータリーを経験
していることです。それでは、ロータリーはどのような糸
でつながれているのでしょうか？
　ロータリーの公共的イメージと一般の人々の認知度を
高めることは私たちの戦略的優先事項の１つです。ロー
タリーという名称を馴染みのあるものにするための要と
なるのがクラブです。志を同じくする人たちが一丸と
なって信頼し合える友情を築き、地元の地域社会やそ
の他の場所で人々の役に立つ有意義なプロジェクトを
行うことができるようにする存在がロータリークラブな
のです。このことは110年間変わっていません。しかし、
私たちを取り巻く世界は変化してきました。世界の変化
に伴って皆さんのクラブは変化してきたのでしょうか？
　変化してきたのかと自問する時、ご自身の素晴らしい
クラブ、仲間と共に地元の隣人や世界の人たちに関わり、
ニーズを満たし、それと同時に自分も楽しんでいるクラ
ブのことが頭に浮かぶでしょう。
　次に別のクラブについて考えてみてください。新しい
会員が入ってこない、新しい会員の入会祝いをすること
ができない、新しい会員とのエンゲージメントがないこ
とで苦労しているクラブのことを考えてみてください。
　皆様は、伝統を大事にし、会員になる見込みのある人
を疎外している会議を傍聴したことがおありでしょう。
また、インターアクター、ローターアクター、ロータリー
ファミリーに留まるためのモチベーションを与えず、鼓
舞する関係を築いていないスポンサークラブをご存じ
でしょう。これらのクラブがロータリーの理念を果たす
ためにはどのような手助けができるかを自問してみてく
ださい。
　多くのローターアクターが年齢のためにローターアクト
を離れなければならない時、彼らが去ることでロータ
リーが失うことになるローターアクトのことを私は彼ら
に明確に伝えています。ローターアクターの経験のある
人たちの大半がロータリーへの入会を促されていない
ことを私たちは知っています。これは非常に悲しいこと
です。今日の若い人たちは私たちと一緒にいたいと考え
ており、プロジェクトに関わることを望んでいるからです。

　ロータリーの３つの優先事項は私たちを結束させま
す。あらゆるロータリアンは的を絞った人道的奉仕を提
供し、好ましい公共的イメージを持つ強力なクラブに所
属したいと思っているからです。
　ロータリアンは賢明で、情に厚く、目的を貫き、人を元
気づけます。過去および現在の私たちの調査からこの
ことは確認されています。ロータリアンはクラブがより効
果的にクラブの物語を語るための助けとなる新しいツー
ルと資源を求めています。若者と一緒に地域社会で、よ
り多くの、より良い奉仕を行うために、また世界中でより
一貫性のあるイメージの組織として存在するために。
　ロータリーはそのためのツールを提供していきます。
それらのツールはクラブが最善を尽くすのに役立つよう
に、クラブの進化を手助けできるように特別に設計され
ています。ロータリークラブセンターはクラブが会員数、
奉仕、贈り物、公共的イメージの目標を設定して追跡で
きるようにするために立ち上げられました。
　約100万年前、人類の最も高度なツールはハンドアッ
クス（石斧）でした。ハンドアックスは首尾よく生活する
ための必須道具でした。現在の最も洗練されたツール
はスマートフォンです。長い年月を経て、斧からスマート
フォンへと進化してきました。ロータリーは新しい時代
に入るにつれて登場する新しいツールとテクノロジーを

積極的に使用しています。
　これまで私はロータリー内部の最優先事項である会
員数について話をしてきました。私たちは全員、ロータ
リーの外部的な最優先事項についても承知しています。
80年代から続いているポリオ撲滅です。
 これは非常に重要な挑戦事項です。ロータリアンは長
年にわたって、ポリオウィルス根絶に真剣に取り組んで
きました。世界中のロータリアンが資金を集め、ポリオ
撲滅を提唱してきました。多くのロータリアンが自己資
金で、ポリオ感染のある国に出かけ、予防接種活動をし
てきました。
 アネッテ（Anette）と私は数年前、インドにいました。
予防接種活動を行なうためにカナダと米国の小グルー
プのロータリアンと一緒にナイジェリアに行きました。私
たちは重装備の警備員に囲まれて、ボコ・ハラム（ナイ
ジェリアのサラフィー・ジハード主義組織）に故郷を追
われたナイジェリアの女性と子供が暮らす難民キャンプ
に行きました。
 私たちは皆、難民キャンプの報道をテレビで見たこと
があります。しかし、実際にその場に行ってみるのと報
道とでは雲泥の差があります。そこの人々のあまりにひ
どい生活条件、難民キャンプに漂う悪臭を実際に肌で
感じ、何百という虚ろな目を見てしまうと心が折れてし

まい、人生観が変わってしまいます。
 そうしたひどい生活条件下で暮らしながら、人生を変
えてしまう予防接種を子供たちにしたことに対して私た
ちに感謝するエネルギーを、難民キャンプの女性たちは
どこから得ているのかを私は未だに理解しかねてい
ます。
　難民キャンプにおける経験と対照的だったのが学校
訪問における経験でした。その学校の子供たちは私た
ちのために全員で歌と踊りを披露してくれました。人生
を変える２回の予防接種を受け入れたご褒美として彼
らに小さなキャンディをあげたからです。
　予防接種キャンペーンに参加したことのある人たちは
それぞれ独自の実例と物語を持っていると思います。語
られなければならない物語と実例は人の数だけありま
す。今はそれほどではありませんが以前は非常に支援
的立場にあり、「私たちには強い連帯感がある」と言わ
れてきたロータリアンの間でさえ、語るべき物語と実例
は人の数だけあると思います。
　ポリオの犠牲者の数が昨年、劇的に増えたことを私
たちは皆、知っていますが、私たちには強い連帯感があ
ります。大変な難題に挑戦することになりますが、私た
ちはポリオ撲滅を成し遂げます。最後の症例を確認し
た日からポリオのない世界宣言ができるまでには３年

はかかることがわかってくるでしょう。
　この重要な３年の間に私たちは何百万人という子供
たちにワクチン接種をし続けなければなりません。この
職務を遂行するためには16億米ドルが必要であると試
算されています。財政的支援が必要なため、皆様がこの
ポリオ撲滅プログラムの支援を続けられることを奨励
します。
　ロータリーが早い段階で行なったことの中から１つだ
けを選ばなければならないとしたら、沢山の中から選

ぶことになりますが、私はロータリー財団の設立を挙げ
るでしょう。その理由は、ロータリー財団の設立によって、
私たちは非常に多くのことができるようになり、世界の
隅々に、非常に多くの人々に、非常に多くの方法で希望
をもたらすことができるようになったからです。
　皆様もいずれおわかりになるでしょうが、ロータリー
の第４の目的は奉仕理念で結ばれた実業家や専門家の
世界的な親交を通して国際的な理解、親善、平和を推
進することです。
　あらゆるロータリークラブが、奉仕理念を実践するた
めに協力する実業家と専門家の親睦の機会を提供して
います。
　しかし、私たちロータリアンがプロジェクトやプログ
ラムを開始する時に幾度となく支援を求めて頼ることが
でき、国際的な理解と親善と平和を実際に推進できる
ようにするのはロータリー財団の支援資源とプログラム
です。
　確かに私たちはロータリーの目的達成を実現するた
めの新計画に独自に着手することができます。しかし、
現在の形になるようにロータリー財団を作り上げてきた
おかげで、財団がない場合よりはるかに多くのことを私
たちは共同で成し遂げることができたのです。
　ロータリー財団は私たちロータリアンそのものである
と認識することが重要です！

・寄付によるロータリー財団基金の大半は個人として
のロータリアンやクラブからのものです。

・こうした基金をどのように使用すべきかについての
アイデアはロータリアンから出されます。

・ロータリアンは、ロータリー財団から資金提供を受
けて、実際のプロジェクトや新計画に、時には他組
織と提携して着手します。

・ロータリー財団の実際の運営はロータリアンが監視
し制御します。私たちのプロジェクトの監査もロー
タリアンが行います。

　言い換えると、ロータリアンは開始から最後までロー
タリー財団そのものなのです！
　ロータリー財団は世界で最も成功している民間財団
の１つとなりました。最大の財団ではありませんが、最
も成功し、全世界で最適に運営されている財団の１つと
して認知されています。　
　毎年、9,000を超える米国の慈善団体の実績を評価
しているチャリティナビゲーターはロータリー財団に宛
てた書簡のなかで、次のように述べています。
　「私たちが評価する慈善団体のなかで、少なくとも
11回続けて４つ星の評価を受けたことのある団体は１％

しかありません。このことはロータリー財団がアメリカ
の他の慈善団体の実績を凌いでいることを示していま
す。チャリティナビゲーターからのこの異例の評価は、
ロータリー財団を他の慈善団体とは別格の存在とみな
すものであり、一般市民にその信頼性を実証するもの
です。」
　この格付けはロータリー財団が寄付金をどのように
使い、プログラムと奉仕をどのように持続し、優れたガ
バナンスと開放性をどのように実践しているかについて
のチャリティナビゲーターの評価を反映したものです。
　財団の年次基金のおかげで世界に変化をもたらすた
めに私たちは毎年、何億もの資金を調達して費やしてい
ます。
　皆様の地区ならびに世界各地のロータリアンの寛容
な心が、困窮している人々や、紛争地域で平和を構築し
たいという熱意を持った若者のために、また特に多くの
人にとって世界をより良い場所にするために素晴らしい
変化をもたらしてきました。
　ロータリー財団への皆様の財政的支援の恩恵を受け
た人たちに代わって、皆様の寛容さに感謝すると共に、
今後ともご支援くださるよう、よろしくお願いします。
　ロータリーは世界をつなぎます。人類のために皆様が
行なっておられること、また素晴らしい組織であるロー
タリーへの皆様のコミットメントに感謝します。
　以上が皆様への私のメッセージです。ご清聴ありが
とうございました。

　三木RI理事、浅木幸雄地区ガバナーそして元、今年
度、ならびに次期役員の皆様、ロータリアンならびに
ロータリーの友人の皆様、マーク・ダニエル・マローニー
国際ロータリー会長の代理として本日、この場にいるこ
とを非常に嬉しく光栄に思います。マーク会長と彼の奥
様であるゲイからはお二人の心からの挨拶を皆様にお
伝えし、世界をより良くするために皆様が払っておられ
る多大の努力に対して皆様一人ひとりに感謝の気持ち
を伝えるように、と頼まれました。
　また、日本に到着して以降、アネッテ（Anette）と私
が受けている温かい歓迎に対して皆様全員に感謝した
いと思います。私たちは初めて日本に来ました。マーク
会長から代理としてこの地区大会に出席するように依
頼されて以来ずっと、私たちは日出る国である日本を訪
問する機会が遂にきたと心を躍らせていました。これ
はマーク会長が本ロータリー年度のテーマとして示した
「ロータリーは世界をつなぐ」の素晴らしい実例です。
　今日はロータリー全般について、そしてロータリーが
抱えている挑戦事項のうちのいくつかについてお話しま
す。ロータリーの会員数については非常に多くのことを
私たちは話し合っています。マーク会長はなすべきこと
の最上位に会員数を位置づけており、私たちがロータ
リーを成長させることを望んでいます。この15年間、世
界のロータリー会員数は120万人止まりとなっています。
この10年間でロータリーは120万人を超える新会員を獲
得してきました。簡単に言ってしまうと、毎年、新しく会
員になった数と同じ数の会員をロータリーは失っている
ということになります。
　毎年、私たちは同じ問題について、恐らくは異なる方
法で話し合っています。世界の一部の場所ではロータ
リーは急成長しています。しかし多くの地域では私たち
が期待した変化を見ることができていません。昨年は
誰も望んでいなかったロータリー記録が出てしまいまし
た。ロータリーを脱会した人が記録的な数になったの
です。
　ロータリーでの経験は期待していたものではなかっ
たという理由で去っていった会員もいました。
　終生、ロータリーを愛していた人たちもいました。彼
らはロータリーを離れる時、彼らの能力、経験、リー
ダーシップも一緒に持っていきました。
　マーク会長がサンディエゴの地区ガバナーに向けて
話をした時の内容をご紹介します。マーク会長は「失っ
た会員数の代わりに、より多くの会員を獲得することは
解決策ではない。それでは沢山の孔が開いているバケ
ツにより多くの水を注ぐようなものだ。会員を失う根本

原因に対処する必要がある。根本原因は会員とのエン
ゲージメントが本来、あるべき状態になっていないこと
と、会員の構成が着実に高齢化していることである。
　いくつかの基本的な変革を行なうべき時であること
は明らかである。会員とのエンゲージメントがあり、会員
構成を多様化するための障壁となっているものは何で
あるかを私たちは既にわかっている。わかっていること
を踏まえて行動を起こすべき時である。会員資格の新
しいモデルを構築し、ロータリーの会員になるための新
しい道を開き、既存のクラブが現在のニーズを満たして
いない場合は新しいロータリークラブとローターアクト
クラブを創設する必要がある。そのためにはクラブの
リーダーは自分のクラブを成長させ、全体的な会員数を
増やすことが何故、非常に重要なのかをしっかりと理
解するだけでなく、それを行なうための効果的な組織構
造を確実に持っていなければならない」と語っています。
　世界的調査から、会員になった年に多くのロータリア
ンが孤独を感じたから、クラブとのエンゲージメントが
得られないからという理由でロータリーを去っています。
ビジネスに携わっている人は誰でも、新しい顧客を獲
得することがいかに大変であるかを知っており、最初の
注文品を納入した時には電話をかけて、その顧客が納
品に満足したかどうかを尋ねます。また、その新しい顧
客を失わないようにし、長続きする関係を築くためにそ
の顧客と定期的に接触します。
　ロータリーでは何故、この簡単な販売テクニックを使
用しないのでしょうか。使用しないことは、ようやく入会
してくれた人を歓迎し、その会員のジャケットにロータ
リーの記章を着けた時点で、私たちはその新しい会員
のことをすっかり忘れてしまうようなものです。
　全てのロータリアンは、自分が現在所属しているロー
タリークラブに入会するだろうか、と自問してみるべき
です。入会しないのであれば、何故しないのか、所属し
ているロータリークラブをより魅力的にし、誇ることが
できるクラブに変えるためには何が必要なのか、と自問
してみるべきです。
　私は入会してから約18ヶ月後に最初のロータリークラ
ブを脱会しました。誰も私のことを気にかけてくれな
かったからです。次に入会したクラブでも同じことが起
きました。私はロータリーを脱会しようとしていました。
2003年７月１日の２週間前に、会長エレクトが辞任した
ので７月１日までに会長として立つことができるかどう
かを訊かれなかったら、私はほぼ確実に脱会していた
でしょう。
　その時はロータリーが私を求めているという確信は
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件を削除するとともに、国際ロータリーとゾーン会合の講

演者60％以上を同一のジェンダーで占めないことに同意

しました。また、インターアクト諮問委員会の創立を承認

しました。（インターアクト関連事項について理事会に助

言する委員会）

　2020年10・11・12月の理事会では、ロータリーコーディ

ネーターまたは公共イメージコーディネーターの役職を務

めるにあたってのパストガバナーという資格要件を削除

した９月の決定を明確にし、これらのパストガバナーでは

ない人は、役職を務めるに必要な「地区とゾーンとの強固

な関係」を持ち合わせていなければならないという点を

さらに強調しました。

　駆け足で、最近のRI理事会の決定をお話しいたしまし

た。これらはすべて「My ROTARY」でご覧いただけます。

地区リーダー、クラブ会長、幹事の方々にはぜひご覧い

ただき、最近のRIの動きについて関心を持っていただき

たいと思います。

　今お話ししましたように、RIがいかにローターアクトに

代表される若い世代をどうロータリーに取り入れていく

かに腐心しているかお分かりいただけたものと思います。

ローターアクターが国際協議会にガバナーエレクトと参

加するようになって、今年で３年目を迎えました。この２

月に行われた初めてバーチャルで開催された国際協議

会ではエレクトの皆さんがローターアクターとアイデア

交換ができ、インスピレーションを得ることができたと

感じています。また、ロータリーの多様性、活力を増進

するために、地域リーダーの資格要件を変更したり、

ジェンダー（女性）の活用をさらに促進するための施策

をいかに考慮しているかも理解できるのではないかと思

います。女性会員や若い世代に会員増強の必要性がある

ことは、どのクラブも痛切に感じている大きな課題であ

ると思います。何より必要なことは、この新型コロナウイ

ルス感染拡大を受けた新常態に合わせ、クラブの現状、

地域社会とのかかわりを再度クラブ会員全員で議論し、

次の成長に向けてクラブビジョン、どういうクラブで在り

たいか、クラブ会員全員で共有する必要があると考えます。

　また、クナーク会長は「ロータリーの最大の資産はクラ

ブ会員であり、ロータリーの新しい戦略計画における優

先事項において、カギとなるのはやはりクラブ会員であり、

インパクトを高め、参加者の基盤を広げ、積極的なかか

わりを促し、適応力を高めることによってロータリーを成

長させなければなりません。戦略計画を実行するには、

さまざまな観点やスキルを持つ多様な人びとからの支援

が必要になります。そのためにも、女性、若い世代、学友、

退職を間近に控えた人など、多様な人にとって魅力的な

ロータリーを築いていくことが重要です。」と指摘されて

います。

　今、私たちは未曾有の危機の中にあり、社会的動物で

ある人間本来の気質を抑制した生活を強いられています。

とりわけ、ロータリアンにとって「親睦と奉仕」という２

大看板を実施しにくい状況にありますが、ともに集うとい

うことは、私たちが共有するロータリーでの経験の一つ

にすぎず、私たちはこの地区大会のようにオンラインで

集い、パソコン画面で互いの顔を見ながら、議論し、講

演を聞き、新しいプロジェクトの計画を立てることができ

ます。どのような危機の中にあっても「ロータリーは機会

の扉をひらく」ことができます。

　この地区大会においてアイデアを寄せ、多くのインスピ

レーションを得ることができる機会となりますことを願っ

ております。

髙瀬ガバナーご夫妻、三木直前RI理事ご夫妻　そして同期の丸尾PGご夫妻はじめ地区内
会員のますますのご健勝、ご多幸を心よりお祈り申し上げます！

　　　次回はリアルでお目にかかれますことを心から願っております！
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ガバナー

（西　脇）
髙瀬　英夫
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　2680地区の現況についてお話をさせていただきます。

　公式訪問では、ガバナーの役目の一つとして次のよ

うなお話をさせていただきました。

①RI会長のテーマ及び地区スローガンを伝える。

②クラブのいい所を吸収し、他クラブに伝え、取り入

れていただくことにより、クラブの活性化を図り、

全体として地区の成長に結び付ける。

　特に②については、次のように公式訪問の総括、ク

ラブ活性化のための推奨事項とさせていただきます。

【公式訪問の総括】

　次の項目について重点的に説明させていただきました。

①クラブのビジョン戦略計画の作成

38％のクラブが完了または準備中

②My ROTARYの登録率

2021年１月末現在の登録率は約68％で、今年度目標

70％までもう少しです。

幹事様がMy ROTARY（ロータリーの図書館）から

最新情報を収集し、幹事報告で毎週報告、共有、関

心を高める事を推奨します。

③定款・細則について

クラブの自治権確立のためには十分な理解が必要。

ロータリー標準クラブ定款との整合性、およびクラ

ブ理事会の決定がクラブ細則に反映されているかの

確認が重要。

④危機管理委員会の設置

　42％のクラブが設置済

⑤クラブ報告書に前年度実績報告の掲載

（クラブ運営継続性の観点より）

42％のクラブが掲載

⑥オンライン例会（ハイブリッド含む）

　25％のクラブが実施中

　　

【クラブ活性化のための推奨事項】

①クラブ運営継続の観点より

各クラブで作成のビジョンを中心に直前会長、現会

長、会長エレクト、会長ノミニー及びそれぞれの幹

事でクラブの現状、将来を語る「場」を設けられる

事を推奨します。

②クラブ間の情報共有の観点より

グループ別に会長・幹事会の定期的開催を推奨します。

③対面例会が叶わない時の次善策として

オンライン例会を推奨します。

　　

　上記が可能となるメリットも考慮し、クラブ運営

の多様化と活性化を進めていただくよう推奨します。

COVID-19の感染拡大が深刻な日々ですが、こんな

時こそ工夫を重ね次の時代への備えをしっかりして

まいりましょう。

　

〔地区現況報告〕

【地区の現況】

　地区の現況を下記のとおりグラフ等にまとめてみま

した。

●クラブ数、会員数

●男性会員・女性会員の比率

●2019年７月～現在までの会員数増減

●地区補助金申請件数

　多くの機会の扉が閉ざされる当年度においても、ク

ラブ及び地区委員会はそれぞれ課題を見つけ、このよ

うな時こそ出来るクラブ運営、奉仕活動を工夫し実施

していただきました。まさに出来ない事を嘆くより、

出来る事を実行した年度であったとふり返り、感謝申

し上げます。

　先程のお願い事項でも申し上げましたように、クラ

ブ間そして地区との情報交換、共有を通じてすべての

クラブがビジョンを語り、金太郎飴でない個性溢れる

クラブづくりを楽しもうではありませんか。

　年度残りの時間、COVID-19の行方を注視しつつ、

今だからこそ出来る充実したロータリーライフを追求

されますようお願い申し上げます。
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　2680地区の現況についてお話をさせていただきます。

　公式訪問では、ガバナーの役目の一つとして次のよ

うなお話をさせていただきました。

①RI会長のテーマ及び地区スローガンを伝える。

②クラブのいい所を吸収し、他クラブに伝え、取り入

れていただくことにより、クラブの活性化を図り、

全体として地区の成長に結び付ける。

　特に②については、次のように公式訪問の総括、ク

ラブ活性化のための推奨事項とさせていただきます。
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　次の項目について重点的に説明させていただきました。

①クラブのビジョン戦略計画の作成

38％のクラブが完了または準備中

②My ROTARYの登録率

2021年１月末現在の登録率は約68％で、今年度目標

70％までもう少しです。

幹事様がMy ROTARY（ロータリーの図書館）から

最新情報を収集し、幹事報告で毎週報告、共有、関

心を高める事を推奨します。

③定款・細則について

クラブの自治権確立のためには十分な理解が必要。

ロータリー標準クラブ定款との整合性、およびクラ

ブ理事会の決定がクラブ細則に反映されているかの

確認が重要。

④危機管理委員会の設置

　42％のクラブが設置済

⑤クラブ報告書に前年度実績報告の掲載

（クラブ運営継続性の観点より）
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⑥オンライン例会（ハイブリッド含む）
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事でクラブの現状、将来を語る「場」を設けられる

事を推奨します。

②クラブ間の情報共有の観点より

グループ別に会長・幹事会の定期的開催を推奨します。

③対面例会が叶わない時の次善策として

オンライン例会を推奨します。

　　

　上記が可能となるメリットも考慮し、クラブ運営

の多様化と活性化を進めていただくよう推奨します。

COVID-19の感染拡大が深刻な日々ですが、こんな

時こそ工夫を重ね次の時代への備えをしっかりして
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ラブ及び地区委員会はそれぞれ課題を見つけ、このよ

うな時こそ出来るクラブ運営、奉仕活動を工夫し実施

していただきました。まさに出来ない事を嘆くより、

出来る事を実行した年度であったとふり返り、感謝申

し上げます。

　先程のお願い事項でも申し上げましたように、クラ

ブ間そして地区との情報交換、共有を通じてすべての

クラブがビジョンを語り、金太郎飴でない個性溢れる

クラブづくりを楽しもうではありませんか。

　年度残りの時間、COVID-19の行方を注視しつつ、

今だからこそ出来る充実したロータリーライフを追求
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　本会議の特別講演として桑田真澄氏をお招きし、フ

リーアナウンサーの飯塚氏との対談形式でご講演いた

だきました。キーワードとして挙げられたのが【試

練】【挫折】【努力】【挑戦】です。お話を拝聴し

て、私たちが今までイメージしていた「野球センス抜

群の天才、桑田真澄」とは全く違う人間像、生き様を

うかがい知ることができました。人生を改めて見つめ

直すような素晴らしいお話でしたので、一部抜粋には

なりますが、以下ご報告させていただきます。

質問：試練をどのように捉えていますか？

　試練はたくさんありました。試練は辛い、苦しい、

悲しいことのように思えますが、試練イコール挑戦だ

と思っています。なぜかと言いますと、試練の『試』

は『試（ため）す』、試練の『練』は『練習』の練、

『鍛錬』の練です。要するに試練とは辛い、苦しい、

悲しいではなくて、実は練習しなさいよ。鍛錬しなさ

いよ。そして試合でどれだけできるか試しなさいよ。

グラウンドで、学校で、人生で、どれだけできるのか

自分で一生懸命努力して練習して鍛錬して、そして試

してみなさいよ。試練＝挑戦することと僕は解釈して

います。

質問：野球人生でどんな挫折がありましたか？

　挫折はたくさん味わってきました。中学校３年生の

時、僕は全国大会で優勝しました。決勝戦でもほとん

ど外野にボールが飛ばないんですよ。ですから自信

満々でPL学園に進学しました。そこで出会ったのが

清原です。今でも忘れられないのですが握手した時、

僕の視線は彼のベルトでした。体があまりにも大きく

てびっくりしました。「えー、同級生か！」って。

バッティング練習を見たら、マシンで10本中８本場外

ホームランです。守備を見たら、これがまた抜群のグ

ラブさばきです。ピッチングも190cm位から投げ下ろ

すストレートは見事でした。もうプロ野球選手です

よ。自信満々敵なしだったのに清原に会ったその日に

挫折しました。清原は入学早々バンバンホームラン

打ってすぐ４番です。でも僕は全く抑えることができ

なかった。相手は高校３年生、投げても投げても抑え

られない。周りから「何が中学ナンバーワンだ、あれ

は駄目だ。背は低い、ボールは遅い、変化球は投げら

れない。高校では無理だよ」と。悔しくて次の試合で

は結果を出してやろう思ったのですがダメでした。そ

れに超縦社会。寮生活、１日24時間乗り越えるのが

やっとでした。６月に入り監督に呼ばれて、「ピッ

チャー首、野手へ転向しなさい」と宣告されました。

自分はPL学園、プロ野球でエースになることが夢

だったので、ピッチャー首＝僕の野球人生は終わりと

いう思い込みをしたんですね。それで、母親に泣きつ

ました。「転校させてくれ、野球やめさせてくれ」

と。これが高校時代最大の挫折だったと思います。

でも母が「せっかくPL学園に入ったのだから、3年間

やり通しなさい、補欠でもいいから。ご飯をたくさん

食べたって清原君みたいに大きくならないんだから。

自分のペースで自分らしくやればいいのよ。」と言っ

てくれて。「この先何が起こるか誰もわからない。自

分の夢は絶対にあきらめちゃ駄目よ。何かいい方法が

あるはずよ。」という言葉が15歳の僕の胸に響いて踏

み留まりました。この叱咤激励の言葉がなければ、今

僕はここにいなかったと思います。

質問：プロ野球に入ってからの試練は？

　プロ野球１年目で野球をやめようと思いました。プ

ロ野球にも自信を持って入ったのですが、最初のシー

ズンは２勝で終わりました。終盤は二軍に落とされ

て、「アメリカ・アリゾナの教育リーグに行ってこ

い」と王監督に言われて。飛行機の中で、「もう野球

やめよう。こんなすごい世界で僕は生き残れない」

と。現地に着いて、練習しても「もうどうせダメなん

だから」と投げやりでした。ある休日、須藤二軍監督

に皆でグランドキャニオンを見に行こうって誘われた

んですね。「せっかくの休日だから行かないよ」と

言ったら凄い怒られて。

　到着してバスから出て来いと言われて、外に出ると

グランドキャニオンがぶわーっと開けて、その自然の

雄大さに感動しました。それに比べてなんて小さい

俺、情けないなぁ、こんな自分でいいのかと思って。

やれることを全部やって、それで駄目だったら納得し

てユニフォーム脱ごうと決意しました。日本に帰って

からは栄養学や解剖学を勉強し、トレーニングもし

て、２年目には15勝６敗で最優秀防御率と沢村賞を受

賞できました。須藤監督との出会いがなかったら、今

の自分はなかったと思います。本当に弱い自分です

が、運よく何かのきっかけで考えを改め頑張り、ここ

まで続けてこれたと思います。

質問：1995年５月24日の阪神戦で右肘側副靭帯断

裂の大怪我をし、トミー・ジョン手術を受けら

れましたが、その時の思いは？

　当時手術したら終わりだって言われた時代でしたか

読売巨人軍
投手チーフコーチ補佐

桑田　真澄氏

〔特別講演「試練は人を磨く」〕

本　会　議

ら、周りからのプレッシャーとかにも押しつぶされそ

うになりました。それでも再起するために、トミー・

ジョン手術を受けました。この手術の特徴はリハビリ

に大体１年はかかるということです。精神的に参りま

したが、「やっぱ俺は野球しかない」「もう一度あの

マウンドで投げてみたい」という強い思いと、後は家

族の支えです。桑田ロードと言われている外野をよく

走っていた時も、毎日来てくれるファンがいたので頑

張れたのかもしれません。

　それにただ走っていただけではありません。イメー

ジトレーニングしながら走っていました。例えば阪神

戦。一番和田さん、右バッター。初球は絶対打ってこ

ない。よし、アウトコース甘めにファーストストライ

クを取る。２球目はその甘いところからボールになる

スライダーで誘ってみる。そういうイメージトレーニ

ングをしていると大体１時間近くなるんです。いつも

９回を完投して勝つイメージトレーニングをしていた

ので、その後上手く復帰できたのだと思っています。

他に胸にゴムベルトを着けて心拍数を図っていまし

た。つまり、試合のマウンドにいる時の心拍数をキー

プしながら９回の間をずっと走っていたわけです。試

練の中でプラスに成り得るものを常に考え取り入れ、

乗り越えることができました。

質問：試練を乗り越えるための努力については？

　努力は短時間集中で毎日コツコツ積み重ねてやって

いく努力が大好きです。自分で決めた事をやりきるこ

とで自分に勝つ練習をしていました。人間には、今日

はさぼってもいいかなって思う時が必ずあります。だ

けど自分に勝てない人間は絶対相手には勝てない。弱

気な自分に勝つ練習をするから、グラウンドで俺はや

り切ったという自信を持って臨めるのです。

質問：近年では練習方法なども大きく変わってきてい

るようですが、選手育成については？

　最近ではテクノロジーが進化し、練習方法が変わっ

てきています。僕の時代は、練習中は水を飲んだらダ

メという精神論の時代です。今なら普通に熱中症対策

で水分補給をしなさいとなっています。昔の常識が今

は非常識になっているわけで、朝から晩までやみくも

に練習しても、筋肉を破壊して強くならない。破壊さ

れた筋肉は栄養（食事）を取って、そして寝てる間に

再生し、強くなっていくことがわかっています。練

習・食事・睡眠のバランスが大切なわけです。寝てる

間に練習した技術力を脳と神経が記憶していく事もわ

かっています。皆一生懸命やっているので、グラウン

ドだけで差をつけるのは難しい。それなら食事と睡眠

で差をつけていくという考え方もありますよね。

 それから、選手には目標に向かって努力をしてもら

いたいと思っています。選手に「今年の目標は？夢

は？」と聞くと凄いことを言います。「じゃあ、その

目標達成のためにどうするの？」と聞いたら「朝から

晩まで頑張ります。」でも誰もが頑張っているわけ

で、目標達成のために『どのように』頑張るかが大事

で、今自分はこの目標のためにどの辺にいて、後どう

すれば達成できるかを考えようよ」と言っています。

目標に対して自分がどこにいて、どうしたらこの目標

を達成できるかという努力の方法のヒントを与えた

り、アドバイスするのも指導者の役目だと思っていま

す。大きな長期的な目標も大事だけど、小さく短期的

な目標を一つ一つ積み上げていく事がもっと大事だと

思っています。

質問：「挑戦」というワードを大切にされているよう

ですが？

　僕はマウンドに上がったときは常に恐怖と不安で

いっぱいでした。もう怖くて怖くて仕方なかった。そ

んな自分でいいのか、といつも自分に問いかけ「桑田

真澄、何を弱気になっているんだ、勝負しろ！」と

ボールに語り掛けていました。マウンドでブツブツ

言っていると言われてましたが、あれは自分を鼓舞し

ていたんです。監督、コーチ、仲間、親でもなく、あ

のマウンドでやるのは自分自身です。自分が自信もっ

て投げたら大丈夫、自分の一番の応援者は自分自身だ

と。いつも「これは挑戦だ！俺はやるぞ、絶対でき

る」とつぶやきながら投げていました。自分を一生懸

命応援し続けた現役時代でしたね。挑戦することはす

ごく大事だと考えています。

質問：本日演題は「試練は人を磨く」ですが、やはり

人は試練によって磨かれていくものですか？

 それぞれの目標の大きさで試練（壁）にぶつかると

思います。人生は辛い時の方が多いと思います。でも

毎日いいことばかりの人生はつまらない。汗水流し努

力して、いいことがあるから感動するわけで、試練や

挫折を恐れずに、それをエネルギーにして前進するこ

とで、人は磨かれると思っています。

参加者からの質問①

　　　野球を通して学んだことは何でしょうか？

　野球の一番の長所は道具を大切にする、他に礼儀・

挨拶・返事とかでしょうか。それは今でも継続して取

り組んでいますし、後輩たちにも指導しています。後

は、野球は最後まで勝敗がわからないスポーツで、最

後の最後まであきらめない気持ちを持たせてくれたこ

とでしょうか。僕自身も40歳まで現役でしたが、それ

が野球で言うとちょうど５回になります。今年53歳に

なりますが、まだ６回裏位の人生ですよ。９回裏ゲー

ムセットになるまでは僕の人生まだ勝利投手になれた

とは考えていません。大逆転されて負けてしまうかも

わからないですけれど、９回裏ゲームセットで勝利投

手になれるように、これからも精進していきたいと

思っています。

参加者からの質問②

プロ野球選手にとって一番必要だと考える

心構えはどういったものでしょうか？

 一流選手というのは準備力が凄いです。それから自

信を持つということですね。自分に自信が持てない人

はプレッシャーのかかったマウンド、打席で結果は残

せませんね。ですから自分を信じてやりきることが非

常に大事なことじゃないかと思います。準備の大切さ

と自信、この２つを一番必要な心構えとして、指導し

ていきたいと思っています。

　最後に、長時間にわたって温かい気持ちでお聴きい

ただき、本当にありがとうございました。僕の人生は

これからも苦難の連続だと思っています。今日お話さ

せていただいたように、いろんなことに挑戦していき

たいと考えています。また同じ時代に生きている仲間

としてもっともっと幸せになれるように頑張ります。

皆さんも一つでも多く夢や目標が達成されますよう一

緒に頑張っていきましょう。今日は本当にありがとう

ございました。

　2680地区の現況についてお話をさせていただきます。

　公式訪問では、ガバナーの役目の一つとして次のよ

うなお話をさせていただきました。

①RI会長のテーマ及び地区スローガンを伝える。

②クラブのいい所を吸収し、他クラブに伝え、取り入

れていただくことにより、クラブの活性化を図り、

全体として地区の成長に結び付ける。

　特に②については、次のように公式訪問の総括、ク

ラブ活性化のための推奨事項とさせていただきます。

【公式訪問の総括】

　次の項目について重点的に説明させていただきました。

①クラブのビジョン戦略計画の作成

38％のクラブが完了または準備中

②My ROTARYの登録率

2021年１月末現在の登録率は約68％で、今年度目標

70％までもう少しです。

幹事様がMy ROTARY（ロータリーの図書館）から

最新情報を収集し、幹事報告で毎週報告、共有、関

心を高める事を推奨します。

③定款・細則について

クラブの自治権確立のためには十分な理解が必要。

ロータリー標準クラブ定款との整合性、およびクラ

ブ理事会の決定がクラブ細則に反映されているかの

確認が重要。

④危機管理委員会の設置
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事でクラブの現状、将来を語る「場」を設けられる

事を推奨します。

②クラブ間の情報共有の観点より

グループ別に会長・幹事会の定期的開催を推奨します。

③対面例会が叶わない時の次善策として

オンライン例会を推奨します。

　　

　上記が可能となるメリットも考慮し、クラブ運営

の多様化と活性化を進めていただくよう推奨します。

COVID-19の感染拡大が深刻な日々ですが、こんな

時こそ工夫を重ね次の時代への備えをしっかりして

まいりましょう。

　

【地区の現況】

　地区の現況を下記のとおりグラフ等にまとめてみま

した。

●クラブ数、会員数

●男性会員・女性会員の比率

●2019年７月～現在までの会員数増減

●地区補助金申請件数

　多くの機会の扉が閉ざされる当年度においても、ク

ラブ及び地区委員会はそれぞれ課題を見つけ、このよ

うな時こそ出来るクラブ運営、奉仕活動を工夫し実施

していただきました。まさに出来ない事を嘆くより、

出来る事を実行した年度であったとふり返り、感謝申

し上げます。

　先程のお願い事項でも申し上げましたように、クラ

ブ間そして地区との情報交換、共有を通じてすべての

クラブがビジョンを語り、金太郎飴でない個性溢れる

クラブづくりを楽しもうではありませんか。

　年度残りの時間、COVID-19の行方を注視しつつ、

今だからこそ出来る充実したロータリーライフを追求

されますようお願い申し上げます。
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　本会議の特別講演として桑田真澄氏をお招きし、フ

リーアナウンサーの飯塚氏との対談形式でご講演いた

だきました。キーワードとして挙げられたのが【試

練】【挫折】【努力】【挑戦】です。お話を拝聴し

て、私たちが今までイメージしていた「野球センス抜

群の天才、桑田真澄」とは全く違う人間像、生き様を

うかがい知ることができました。人生を改めて見つめ

直すような素晴らしいお話でしたので、一部抜粋には

なりますが、以下ご報告させていただきます。

質問：試練をどのように捉えていますか？

　試練はたくさんありました。試練は辛い、苦しい、

悲しいことのように思えますが、試練イコール挑戦だ

と思っています。なぜかと言いますと、試練の『試』

は『試（ため）す』、試練の『練』は『練習』の練、

『鍛錬』の練です。要するに試練とは辛い、苦しい、

悲しいではなくて、実は練習しなさいよ。鍛錬しなさ

いよ。そして試合でどれだけできるか試しなさいよ。

グラウンドで、学校で、人生で、どれだけできるのか

自分で一生懸命努力して練習して鍛錬して、そして試

してみなさいよ。試練＝挑戦することと僕は解釈して

います。

質問：野球人生でどんな挫折がありましたか？

　挫折はたくさん味わってきました。中学校３年生の

時、僕は全国大会で優勝しました。決勝戦でもほとん

ど外野にボールが飛ばないんですよ。ですから自信

満々でPL学園に進学しました。そこで出会ったのが

清原です。今でも忘れられないのですが握手した時、

僕の視線は彼のベルトでした。体があまりにも大きく

てびっくりしました。「えー、同級生か！」って。

バッティング練習を見たら、マシンで10本中８本場外

ホームランです。守備を見たら、これがまた抜群のグ

ラブさばきです。ピッチングも190cm位から投げ下ろ

すストレートは見事でした。もうプロ野球選手です

よ。自信満々敵なしだったのに清原に会ったその日に

挫折しました。清原は入学早々バンバンホームラン

打ってすぐ４番です。でも僕は全く抑えることができ

なかった。相手は高校３年生、投げても投げても抑え

られない。周りから「何が中学ナンバーワンだ、あれ

は駄目だ。背は低い、ボールは遅い、変化球は投げら

れない。高校では無理だよ」と。悔しくて次の試合で

は結果を出してやろう思ったのですがダメでした。そ

れに超縦社会。寮生活、１日24時間乗り越えるのが

やっとでした。６月に入り監督に呼ばれて、「ピッ

チャー首、野手へ転向しなさい」と宣告されました。

自分はPL学園、プロ野球でエースになることが夢

だったので、ピッチャー首＝僕の野球人生は終わりと

いう思い込みをしたんですね。それで、母親に泣きつ

ました。「転校させてくれ、野球やめさせてくれ」

と。これが高校時代最大の挫折だったと思います。

でも母が「せっかくPL学園に入ったのだから、3年間

やり通しなさい、補欠でもいいから。ご飯をたくさん

食べたって清原君みたいに大きくならないんだから。

自分のペースで自分らしくやればいいのよ。」と言っ

てくれて。「この先何が起こるか誰もわからない。自

分の夢は絶対にあきらめちゃ駄目よ。何かいい方法が

あるはずよ。」という言葉が15歳の僕の胸に響いて踏

み留まりました。この叱咤激励の言葉がなければ、今

僕はここにいなかったと思います。

質問：プロ野球に入ってからの試練は？

　プロ野球１年目で野球をやめようと思いました。プ

ロ野球にも自信を持って入ったのですが、最初のシー

ズンは２勝で終わりました。終盤は二軍に落とされ

て、「アメリカ・アリゾナの教育リーグに行ってこ

い」と王監督に言われて。飛行機の中で、「もう野球

やめよう。こんなすごい世界で僕は生き残れない」

と。現地に着いて、練習しても「もうどうせダメなん

だから」と投げやりでした。ある休日、須藤二軍監督

に皆でグランドキャニオンを見に行こうって誘われた

んですね。「せっかくの休日だから行かないよ」と

言ったら凄い怒られて。

　到着してバスから出て来いと言われて、外に出ると

グランドキャニオンがぶわーっと開けて、その自然の

雄大さに感動しました。それに比べてなんて小さい

俺、情けないなぁ、こんな自分でいいのかと思って。

やれることを全部やって、それで駄目だったら納得し

てユニフォーム脱ごうと決意しました。日本に帰って

からは栄養学や解剖学を勉強し、トレーニングもし

て、２年目には15勝６敗で最優秀防御率と沢村賞を受

賞できました。須藤監督との出会いがなかったら、今

の自分はなかったと思います。本当に弱い自分です

が、運よく何かのきっかけで考えを改め頑張り、ここ

まで続けてこれたと思います。

質問：1995年５月24日の阪神戦で右肘側副靭帯断

裂の大怪我をし、トミー・ジョン手術を受けら

れましたが、その時の思いは？

　当時手術したら終わりだって言われた時代でしたか

読売巨人軍
投手チーフコーチ補佐
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〔特別講演「試練は人を磨く」〕
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ら、周りからのプレッシャーとかにも押しつぶされそ

うになりました。それでも再起するために、トミー・

ジョン手術を受けました。この手術の特徴はリハビリ

に大体１年はかかるということです。精神的に参りま

したが、「やっぱ俺は野球しかない」「もう一度あの

マウンドで投げてみたい」という強い思いと、後は家

族の支えです。桑田ロードと言われている外野をよく

走っていた時も、毎日来てくれるファンがいたので頑

張れたのかもしれません。

　それにただ走っていただけではありません。イメー

ジトレーニングしながら走っていました。例えば阪神

戦。一番和田さん、右バッター。初球は絶対打ってこ

ない。よし、アウトコース甘めにファーストストライ

クを取る。２球目はその甘いところからボールになる

スライダーで誘ってみる。そういうイメージトレーニ

ングをしていると大体１時間近くなるんです。いつも

９回を完投して勝つイメージトレーニングをしていた

ので、その後上手く復帰できたのだと思っています。

他に胸にゴムベルトを着けて心拍数を図っていまし

た。つまり、試合のマウンドにいる時の心拍数をキー

プしながら９回の間をずっと走っていたわけです。試

練の中でプラスに成り得るものを常に考え取り入れ、

乗り越えることができました。

質問：試練を乗り越えるための努力については？

　努力は短時間集中で毎日コツコツ積み重ねてやって

いく努力が大好きです。自分で決めた事をやりきるこ

とで自分に勝つ練習をしていました。人間には、今日

はさぼってもいいかなって思う時が必ずあります。だ

けど自分に勝てない人間は絶対相手には勝てない。弱

気な自分に勝つ練習をするから、グラウンドで俺はや

り切ったという自信を持って臨めるのです。

質問：近年では練習方法なども大きく変わってきてい

るようですが、選手育成については？

　最近ではテクノロジーが進化し、練習方法が変わっ

てきています。僕の時代は、練習中は水を飲んだらダ

メという精神論の時代です。今なら普通に熱中症対策

で水分補給をしなさいとなっています。昔の常識が今

は非常識になっているわけで、朝から晩までやみくも

に練習しても、筋肉を破壊して強くならない。破壊さ

れた筋肉は栄養（食事）を取って、そして寝てる間に

再生し、強くなっていくことがわかっています。練

習・食事・睡眠のバランスが大切なわけです。寝てる

間に練習した技術力を脳と神経が記憶していく事もわ

かっています。皆一生懸命やっているので、グラウン

ドだけで差をつけるのは難しい。それなら食事と睡眠

で差をつけていくという考え方もありますよね。

 それから、選手には目標に向かって努力をしてもら

いたいと思っています。選手に「今年の目標は？夢

は？」と聞くと凄いことを言います。「じゃあ、その

目標達成のためにどうするの？」と聞いたら「朝から

晩まで頑張ります。」でも誰もが頑張っているわけ

で、目標達成のために『どのように』頑張るかが大事

で、今自分はこの目標のためにどの辺にいて、後どう

すれば達成できるかを考えようよ」と言っています。

目標に対して自分がどこにいて、どうしたらこの目標

を達成できるかという努力の方法のヒントを与えた

り、アドバイスするのも指導者の役目だと思っていま

す。大きな長期的な目標も大事だけど、小さく短期的

な目標を一つ一つ積み上げていく事がもっと大事だと

思っています。

質問：「挑戦」というワードを大切にされているよう

ですが？

　僕はマウンドに上がったときは常に恐怖と不安で

いっぱいでした。もう怖くて怖くて仕方なかった。そ

んな自分でいいのか、といつも自分に問いかけ「桑田

真澄、何を弱気になっているんだ、勝負しろ！」と

ボールに語り掛けていました。マウンドでブツブツ

言っていると言われてましたが、あれは自分を鼓舞し

ていたんです。監督、コーチ、仲間、親でもなく、あ

のマウンドでやるのは自分自身です。自分が自信もっ

て投げたら大丈夫、自分の一番の応援者は自分自身だ

と。いつも「これは挑戦だ！俺はやるぞ、絶対でき

る」とつぶやきながら投げていました。自分を一生懸

命応援し続けた現役時代でしたね。挑戦することはす

ごく大事だと考えています。

質問：本日演題は「試練は人を磨く」ですが、やはり

人は試練によって磨かれていくものですか？

 それぞれの目標の大きさで試練（壁）にぶつかると

思います。人生は辛い時の方が多いと思います。でも

毎日いいことばかりの人生はつまらない。汗水流し努

力して、いいことがあるから感動するわけで、試練や

挫折を恐れずに、それをエネルギーにして前進するこ

とで、人は磨かれると思っています。

参加者からの質問①

　　　野球を通して学んだことは何でしょうか？

　野球の一番の長所は道具を大切にする、他に礼儀・

挨拶・返事とかでしょうか。それは今でも継続して取

り組んでいますし、後輩たちにも指導しています。後

は、野球は最後まで勝敗がわからないスポーツで、最

後の最後まであきらめない気持ちを持たせてくれたこ

とでしょうか。僕自身も40歳まで現役でしたが、それ

が野球で言うとちょうど５回になります。今年53歳に

なりますが、まだ６回裏位の人生ですよ。９回裏ゲー

ムセットになるまでは僕の人生まだ勝利投手になれた

とは考えていません。大逆転されて負けてしまうかも

わからないですけれど、９回裏ゲームセットで勝利投

手になれるように、これからも精進していきたいと

思っています。

参加者からの質問②

プロ野球選手にとって一番必要だと考える

心構えはどういったものでしょうか？

 一流選手というのは準備力が凄いです。それから自

信を持つということですね。自分に自信が持てない人

はプレッシャーのかかったマウンド、打席で結果は残

せませんね。ですから自分を信じてやりきることが非

常に大事なことじゃないかと思います。準備の大切さ

と自信、この２つを一番必要な心構えとして、指導し

ていきたいと思っています。

　最後に、長時間にわたって温かい気持ちでお聴きい

ただき、本当にありがとうございました。僕の人生は

これからも苦難の連続だと思っています。今日お話さ

せていただいたように、いろんなことに挑戦していき

たいと考えています。また同じ時代に生きている仲間

としてもっともっと幸せになれるように頑張ります。

皆さんも一つでも多く夢や目標が達成されますよう一

緒に頑張っていきましょう。今日は本当にありがとう

ございました。

　2680地区の現況についてお話をさせていただきます。

　公式訪問では、ガバナーの役目の一つとして次のよ

うなお話をさせていただきました。

①RI会長のテーマ及び地区スローガンを伝える。

②クラブのいい所を吸収し、他クラブに伝え、取り入

れていただくことにより、クラブの活性化を図り、

全体として地区の成長に結び付ける。

　特に②については、次のように公式訪問の総括、ク

ラブ活性化のための推奨事項とさせていただきます。

【公式訪問の総括】

　次の項目について重点的に説明させていただきました。

①クラブのビジョン戦略計画の作成

38％のクラブが完了または準備中

②My ROTARYの登録率

2021年１月末現在の登録率は約68％で、今年度目標

70％までもう少しです。

幹事様がMy ROTARY（ロータリーの図書館）から

最新情報を収集し、幹事報告で毎週報告、共有、関

心を高める事を推奨します。

③定款・細則について

クラブの自治権確立のためには十分な理解が必要。

ロータリー標準クラブ定款との整合性、およびクラ

ブ理事会の決定がクラブ細則に反映されているかの

確認が重要。

④危機管理委員会の設置

　42％のクラブが設置済

⑤クラブ報告書に前年度実績報告の掲載

（クラブ運営継続性の観点より）

42％のクラブが掲載

⑥オンライン例会（ハイブリッド含む）

　25％のクラブが実施中

　　

【クラブ活性化のための推奨事項】

①クラブ運営継続の観点より

各クラブで作成のビジョンを中心に直前会長、現会

長、会長エレクト、会長ノミニー及びそれぞれの幹

事でクラブの現状、将来を語る「場」を設けられる

事を推奨します。

②クラブ間の情報共有の観点より

グループ別に会長・幹事会の定期的開催を推奨します。

③対面例会が叶わない時の次善策として

オンライン例会を推奨します。

　　

　上記が可能となるメリットも考慮し、クラブ運営

の多様化と活性化を進めていただくよう推奨します。

COVID-19の感染拡大が深刻な日々ですが、こんな

時こそ工夫を重ね次の時代への備えをしっかりして

まいりましょう。
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　地区の現況を下記のとおりグラフ等にまとめてみま
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ラブ及び地区委員会はそれぞれ課題を見つけ、このよ

うな時こそ出来るクラブ運営、奉仕活動を工夫し実施

していただきました。まさに出来ない事を嘆くより、

出来る事を実行した年度であったとふり返り、感謝申

し上げます。

　先程のお願い事項でも申し上げましたように、クラ

ブ間そして地区との情報交換、共有を通じてすべての

クラブがビジョンを語り、金太郎飴でない個性溢れる

クラブづくりを楽しもうではありませんか。

　年度残りの時間、COVID-19の行方を注視しつつ、
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だきました。キーワードとして挙げられたのが【試
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て、私たちが今までイメージしていた「野球センス抜

群の天才、桑田真澄」とは全く違う人間像、生き様を

うかがい知ることができました。人生を改めて見つめ

直すような素晴らしいお話でしたので、一部抜粋には

なりますが、以下ご報告させていただきます。

質問：試練をどのように捉えていますか？

　試練はたくさんありました。試練は辛い、苦しい、

悲しいことのように思えますが、試練イコール挑戦だ

と思っています。なぜかと言いますと、試練の『試』

は『試（ため）す』、試練の『練』は『練習』の練、

『鍛錬』の練です。要するに試練とは辛い、苦しい、

悲しいではなくて、実は練習しなさいよ。鍛錬しなさ

いよ。そして試合でどれだけできるか試しなさいよ。

グラウンドで、学校で、人生で、どれだけできるのか

自分で一生懸命努力して練習して鍛錬して、そして試

してみなさいよ。試練＝挑戦することと僕は解釈して

います。

質問：野球人生でどんな挫折がありましたか？

　挫折はたくさん味わってきました。中学校３年生の

時、僕は全国大会で優勝しました。決勝戦でもほとん

ど外野にボールが飛ばないんですよ。ですから自信

満々でPL学園に進学しました。そこで出会ったのが

清原です。今でも忘れられないのですが握手した時、

僕の視線は彼のベルトでした。体があまりにも大きく

てびっくりしました。「えー、同級生か！」って。

バッティング練習を見たら、マシンで10本中８本場外

ホームランです。守備を見たら、これがまた抜群のグ

ラブさばきです。ピッチングも190cm位から投げ下ろ

すストレートは見事でした。もうプロ野球選手です

よ。自信満々敵なしだったのに清原に会ったその日に

挫折しました。清原は入学早々バンバンホームラン

打ってすぐ４番です。でも僕は全く抑えることができ

なかった。相手は高校３年生、投げても投げても抑え

られない。周りから「何が中学ナンバーワンだ、あれ

は駄目だ。背は低い、ボールは遅い、変化球は投げら

れない。高校では無理だよ」と。悔しくて次の試合で

は結果を出してやろう思ったのですがダメでした。そ

れに超縦社会。寮生活、１日24時間乗り越えるのが

やっとでした。６月に入り監督に呼ばれて、「ピッ

チャー首、野手へ転向しなさい」と宣告されました。

自分はPL学園、プロ野球でエースになることが夢

だったので、ピッチャー首＝僕の野球人生は終わりと

いう思い込みをしたんですね。それで、母親に泣きつ

ました。「転校させてくれ、野球やめさせてくれ」

と。これが高校時代最大の挫折だったと思います。

でも母が「せっかくPL学園に入ったのだから、3年間

やり通しなさい、補欠でもいいから。ご飯をたくさん

食べたって清原君みたいに大きくならないんだから。

自分のペースで自分らしくやればいいのよ。」と言っ

てくれて。「この先何が起こるか誰もわからない。自

分の夢は絶対にあきらめちゃ駄目よ。何かいい方法が

あるはずよ。」という言葉が15歳の僕の胸に響いて踏

み留まりました。この叱咤激励の言葉がなければ、今

僕はここにいなかったと思います。

質問：プロ野球に入ってからの試練は？

　プロ野球１年目で野球をやめようと思いました。プ

ロ野球にも自信を持って入ったのですが、最初のシー

ズンは２勝で終わりました。終盤は二軍に落とされ

て、「アメリカ・アリゾナの教育リーグに行ってこ

い」と王監督に言われて。飛行機の中で、「もう野球

やめよう。こんなすごい世界で僕は生き残れない」

と。現地に着いて、練習しても「もうどうせダメなん

だから」と投げやりでした。ある休日、須藤二軍監督

に皆でグランドキャニオンを見に行こうって誘われた

んですね。「せっかくの休日だから行かないよ」と

言ったら凄い怒られて。

　到着してバスから出て来いと言われて、外に出ると

グランドキャニオンがぶわーっと開けて、その自然の

雄大さに感動しました。それに比べてなんて小さい

俺、情けないなぁ、こんな自分でいいのかと思って。

やれることを全部やって、それで駄目だったら納得し

てユニフォーム脱ごうと決意しました。日本に帰って

からは栄養学や解剖学を勉強し、トレーニングもし

て、２年目には15勝６敗で最優秀防御率と沢村賞を受

賞できました。須藤監督との出会いがなかったら、今

の自分はなかったと思います。本当に弱い自分です

が、運よく何かのきっかけで考えを改め頑張り、ここ

まで続けてこれたと思います。

質問：1995年５月24日の阪神戦で右肘側副靭帯断

裂の大怪我をし、トミー・ジョン手術を受けら

れましたが、その時の思いは？

　当時手術したら終わりだって言われた時代でしたか

本　会　議

ら、周りからのプレッシャーとかにも押しつぶされそ

うになりました。それでも再起するために、トミー・

ジョン手術を受けました。この手術の特徴はリハビリ

に大体１年はかかるということです。精神的に参りま

したが、「やっぱ俺は野球しかない」「もう一度あの

マウンドで投げてみたい」という強い思いと、後は家

族の支えです。桑田ロードと言われている外野をよく

走っていた時も、毎日来てくれるファンがいたので頑

張れたのかもしれません。

　それにただ走っていただけではありません。イメー

ジトレーニングしながら走っていました。例えば阪神

戦。一番和田さん、右バッター。初球は絶対打ってこ

ない。よし、アウトコース甘めにファーストストライ

クを取る。２球目はその甘いところからボールになる

スライダーで誘ってみる。そういうイメージトレーニ

ングをしていると大体１時間近くなるんです。いつも

９回を完投して勝つイメージトレーニングをしていた

ので、その後上手く復帰できたのだと思っています。

他に胸にゴムベルトを着けて心拍数を図っていまし

た。つまり、試合のマウンドにいる時の心拍数をキー

プしながら９回の間をずっと走っていたわけです。試

練の中でプラスに成り得るものを常に考え取り入れ、

乗り越えることができました。

質問：試練を乗り越えるための努力については？

　努力は短時間集中で毎日コツコツ積み重ねてやって

いく努力が大好きです。自分で決めた事をやりきるこ

とで自分に勝つ練習をしていました。人間には、今日

はさぼってもいいかなって思う時が必ずあります。だ

けど自分に勝てない人間は絶対相手には勝てない。弱

気な自分に勝つ練習をするから、グラウンドで俺はや

り切ったという自信を持って臨めるのです。

質問：近年では練習方法なども大きく変わってきてい

るようですが、選手育成については？

　最近ではテクノロジーが進化し、練習方法が変わっ

てきています。僕の時代は、練習中は水を飲んだらダ

メという精神論の時代です。今なら普通に熱中症対策

で水分補給をしなさいとなっています。昔の常識が今

は非常識になっているわけで、朝から晩までやみくも

に練習しても、筋肉を破壊して強くならない。破壊さ

れた筋肉は栄養（食事）を取って、そして寝てる間に

再生し、強くなっていくことがわかっています。練

習・食事・睡眠のバランスが大切なわけです。寝てる

間に練習した技術力を脳と神経が記憶していく事もわ

かっています。皆一生懸命やっているので、グラウン

ドだけで差をつけるのは難しい。それなら食事と睡眠

で差をつけていくという考え方もありますよね。

 それから、選手には目標に向かって努力をしてもら

いたいと思っています。選手に「今年の目標は？夢

は？」と聞くと凄いことを言います。「じゃあ、その

目標達成のためにどうするの？」と聞いたら「朝から

晩まで頑張ります。」でも誰もが頑張っているわけ

で、目標達成のために『どのように』頑張るかが大事

で、今自分はこの目標のためにどの辺にいて、後どう

すれば達成できるかを考えようよ」と言っています。

目標に対して自分がどこにいて、どうしたらこの目標

を達成できるかという努力の方法のヒントを与えた

り、アドバイスするのも指導者の役目だと思っていま

す。大きな長期的な目標も大事だけど、小さく短期的

な目標を一つ一つ積み上げていく事がもっと大事だと

思っています。

質問：「挑戦」というワードを大切にされているよう

ですが？

　僕はマウンドに上がったときは常に恐怖と不安で

いっぱいでした。もう怖くて怖くて仕方なかった。そ

んな自分でいいのか、といつも自分に問いかけ「桑田

真澄、何を弱気になっているんだ、勝負しろ！」と

ボールに語り掛けていました。マウンドでブツブツ

言っていると言われてましたが、あれは自分を鼓舞し

ていたんです。監督、コーチ、仲間、親でもなく、あ

のマウンドでやるのは自分自身です。自分が自信もっ

て投げたら大丈夫、自分の一番の応援者は自分自身だ

と。いつも「これは挑戦だ！俺はやるぞ、絶対でき

る」とつぶやきながら投げていました。自分を一生懸

命応援し続けた現役時代でしたね。挑戦することはす

ごく大事だと考えています。

質問：本日演題は「試練は人を磨く」ですが、やはり

人は試練によって磨かれていくものですか？

 それぞれの目標の大きさで試練（壁）にぶつかると

思います。人生は辛い時の方が多いと思います。でも

毎日いいことばかりの人生はつまらない。汗水流し努

力して、いいことがあるから感動するわけで、試練や

挫折を恐れずに、それをエネルギーにして前進するこ

とで、人は磨かれると思っています。

参加者からの質問①

　　　野球を通して学んだことは何でしょうか？

　野球の一番の長所は道具を大切にする、他に礼儀・

挨拶・返事とかでしょうか。それは今でも継続して取

り組んでいますし、後輩たちにも指導しています。後

は、野球は最後まで勝敗がわからないスポーツで、最

後の最後まであきらめない気持ちを持たせてくれたこ

とでしょうか。僕自身も40歳まで現役でしたが、それ

が野球で言うとちょうど５回になります。今年53歳に

なりますが、まだ６回裏位の人生ですよ。９回裏ゲー

ムセットになるまでは僕の人生まだ勝利投手になれた

とは考えていません。大逆転されて負けてしまうかも

わからないですけれど、９回裏ゲームセットで勝利投

手になれるように、これからも精進していきたいと

思っています。

参加者からの質問②

プロ野球選手にとって一番必要だと考える

心構えはどういったものでしょうか？

 一流選手というのは準備力が凄いです。それから自

信を持つということですね。自分に自信が持てない人

はプレッシャーのかかったマウンド、打席で結果は残

せませんね。ですから自分を信じてやりきることが非

常に大事なことじゃないかと思います。準備の大切さ

と自信、この２つを一番必要な心構えとして、指導し

ていきたいと思っています。

　最後に、長時間にわたって温かい気持ちでお聴きい

ただき、本当にありがとうございました。僕の人生は

これからも苦難の連続だと思っています。今日お話さ

せていただいたように、いろんなことに挑戦していき

たいと考えています。また同じ時代に生きている仲間

としてもっともっと幸せになれるように頑張ります。

皆さんも一つでも多く夢や目標が達成されますよう一

緒に頑張っていきましょう。今日は本当にありがとう

ございました。
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ど外野にボールが飛ばないんですよ。ですから自信

満々でPL学園に進学しました。そこで出会ったのが

清原です。今でも忘れられないのですが握手した時、

僕の視線は彼のベルトでした。体があまりにも大きく

てびっくりしました。「えー、同級生か！」って。
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なかった。相手は高校３年生、投げても投げても抑え

られない。周りから「何が中学ナンバーワンだ、あれ

は駄目だ。背は低い、ボールは遅い、変化球は投げら

れない。高校では無理だよ」と。悔しくて次の試合で

は結果を出してやろう思ったのですがダメでした。そ

れに超縦社会。寮生活、１日24時間乗り越えるのが

やっとでした。６月に入り監督に呼ばれて、「ピッ

チャー首、野手へ転向しなさい」と宣告されました。

自分はPL学園、プロ野球でエースになることが夢

だったので、ピッチャー首＝僕の野球人生は終わりと

いう思い込みをしたんですね。それで、母親に泣きつ

ました。「転校させてくれ、野球やめさせてくれ」

と。これが高校時代最大の挫折だったと思います。

でも母が「せっかくPL学園に入ったのだから、3年間

やり通しなさい、補欠でもいいから。ご飯をたくさん

食べたって清原君みたいに大きくならないんだから。

自分のペースで自分らしくやればいいのよ。」と言っ

てくれて。「この先何が起こるか誰もわからない。自

分の夢は絶対にあきらめちゃ駄目よ。何かいい方法が

あるはずよ。」という言葉が15歳の僕の胸に響いて踏

み留まりました。この叱咤激励の言葉がなければ、今

僕はここにいなかったと思います。

質問：プロ野球に入ってからの試練は？

　プロ野球１年目で野球をやめようと思いました。プ

ロ野球にも自信を持って入ったのですが、最初のシー

ズンは２勝で終わりました。終盤は二軍に落とされ

て、「アメリカ・アリゾナの教育リーグに行ってこ

い」と王監督に言われて。飛行機の中で、「もう野球

やめよう。こんなすごい世界で僕は生き残れない」

と。現地に着いて、練習しても「もうどうせダメなん

だから」と投げやりでした。ある休日、須藤二軍監督

に皆でグランドキャニオンを見に行こうって誘われた

んですね。「せっかくの休日だから行かないよ」と

言ったら凄い怒られて。

　到着してバスから出て来いと言われて、外に出ると

グランドキャニオンがぶわーっと開けて、その自然の

雄大さに感動しました。それに比べてなんて小さい

俺、情けないなぁ、こんな自分でいいのかと思って。

やれることを全部やって、それで駄目だったら納得し

てユニフォーム脱ごうと決意しました。日本に帰って

からは栄養学や解剖学を勉強し、トレーニングもし

て、２年目には15勝６敗で最優秀防御率と沢村賞を受

賞できました。須藤監督との出会いがなかったら、今

の自分はなかったと思います。本当に弱い自分です

が、運よく何かのきっかけで考えを改め頑張り、ここ

まで続けてこれたと思います。
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裂の大怪我をし、トミー・ジョン手術を受けら

れましたが、その時の思いは？

　当時手術したら終わりだって言われた時代でしたか
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ら、周りからのプレッシャーとかにも押しつぶされそ

うになりました。それでも再起するために、トミー・

ジョン手術を受けました。この手術の特徴はリハビリ

に大体１年はかかるということです。精神的に参りま

したが、「やっぱ俺は野球しかない」「もう一度あの

マウンドで投げてみたい」という強い思いと、後は家

族の支えです。桑田ロードと言われている外野をよく

走っていた時も、毎日来てくれるファンがいたので頑

張れたのかもしれません。

　それにただ走っていただけではありません。イメー

ジトレーニングしながら走っていました。例えば阪神

戦。一番和田さん、右バッター。初球は絶対打ってこ

ない。よし、アウトコース甘めにファーストストライ

クを取る。２球目はその甘いところからボールになる

スライダーで誘ってみる。そういうイメージトレーニ

ングをしていると大体１時間近くなるんです。いつも

９回を完投して勝つイメージトレーニングをしていた

ので、その後上手く復帰できたのだと思っています。

他に胸にゴムベルトを着けて心拍数を図っていまし

た。つまり、試合のマウンドにいる時の心拍数をキー

プしながら９回の間をずっと走っていたわけです。試

練の中でプラスに成り得るものを常に考え取り入れ、

乗り越えることができました。

質問：試練を乗り越えるための努力については？

　努力は短時間集中で毎日コツコツ積み重ねてやって

いく努力が大好きです。自分で決めた事をやりきるこ

とで自分に勝つ練習をしていました。人間には、今日

はさぼってもいいかなって思う時が必ずあります。だ

けど自分に勝てない人間は絶対相手には勝てない。弱

気な自分に勝つ練習をするから、グラウンドで俺はや

り切ったという自信を持って臨めるのです。

質問：近年では練習方法なども大きく変わってきてい

るようですが、選手育成については？

　最近ではテクノロジーが進化し、練習方法が変わっ

てきています。僕の時代は、練習中は水を飲んだらダ

メという精神論の時代です。今なら普通に熱中症対策

で水分補給をしなさいとなっています。昔の常識が今

は非常識になっているわけで、朝から晩までやみくも

に練習しても、筋肉を破壊して強くならない。破壊さ

れた筋肉は栄養（食事）を取って、そして寝てる間に

再生し、強くなっていくことがわかっています。練

習・食事・睡眠のバランスが大切なわけです。寝てる

間に練習した技術力を脳と神経が記憶していく事もわ

かっています。皆一生懸命やっているので、グラウン

ドだけで差をつけるのは難しい。それなら食事と睡眠

で差をつけていくという考え方もありますよね。

 それから、選手には目標に向かって努力をしてもら

いたいと思っています。選手に「今年の目標は？夢

は？」と聞くと凄いことを言います。「じゃあ、その

目標達成のためにどうするの？」と聞いたら「朝から

晩まで頑張ります。」でも誰もが頑張っているわけ

で、目標達成のために『どのように』頑張るかが大事

で、今自分はこの目標のためにどの辺にいて、後どう

すれば達成できるかを考えようよ」と言っています。

目標に対して自分がどこにいて、どうしたらこの目標

を達成できるかという努力の方法のヒントを与えた

り、アドバイスするのも指導者の役目だと思っていま

す。大きな長期的な目標も大事だけど、小さく短期的

な目標を一つ一つ積み上げていく事がもっと大事だと

思っています。

質問：「挑戦」というワードを大切にされているよう

ですが？

　僕はマウンドに上がったときは常に恐怖と不安で

いっぱいでした。もう怖くて怖くて仕方なかった。そ

んな自分でいいのか、といつも自分に問いかけ「桑田

真澄、何を弱気になっているんだ、勝負しろ！」と

ボールに語り掛けていました。マウンドでブツブツ

言っていると言われてましたが、あれは自分を鼓舞し

ていたんです。監督、コーチ、仲間、親でもなく、あ

のマウンドでやるのは自分自身です。自分が自信もっ

て投げたら大丈夫、自分の一番の応援者は自分自身だ

と。いつも「これは挑戦だ！俺はやるぞ、絶対でき

る」とつぶやきながら投げていました。自分を一生懸

命応援し続けた現役時代でしたね。挑戦することはす

ごく大事だと考えています。

質問：本日演題は「試練は人を磨く」ですが、やはり

人は試練によって磨かれていくものですか？

 それぞれの目標の大きさで試練（壁）にぶつかると

思います。人生は辛い時の方が多いと思います。でも

毎日いいことばかりの人生はつまらない。汗水流し努

力して、いいことがあるから感動するわけで、試練や

挫折を恐れずに、それをエネルギーにして前進するこ

とで、人は磨かれると思っています。

参加者からの質問①

　　　野球を通して学んだことは何でしょうか？

　野球の一番の長所は道具を大切にする、他に礼儀・

挨拶・返事とかでしょうか。それは今でも継続して取

り組んでいますし、後輩たちにも指導しています。後

は、野球は最後まで勝敗がわからないスポーツで、最

後の最後まであきらめない気持ちを持たせてくれたこ

とでしょうか。僕自身も40歳まで現役でしたが、それ

が野球で言うとちょうど５回になります。今年53歳に

なりますが、まだ６回裏位の人生ですよ。９回裏ゲー

ムセットになるまでは僕の人生まだ勝利投手になれた

とは考えていません。大逆転されて負けてしまうかも

わからないですけれど、９回裏ゲームセットで勝利投

手になれるように、これからも精進していきたいと

思っています。

参加者からの質問②

プロ野球選手にとって一番必要だと考える

心構えはどういったものでしょうか？

 一流選手というのは準備力が凄いです。それから自

信を持つということですね。自分に自信が持てない人

はプレッシャーのかかったマウンド、打席で結果は残

せませんね。ですから自分を信じてやりきることが非

常に大事なことじゃないかと思います。準備の大切さ

と自信、この２つを一番必要な心構えとして、指導し

ていきたいと思っています。

　最後に、長時間にわたって温かい気持ちでお聴きい

ただき、本当にありがとうございました。僕の人生は

これからも苦難の連続だと思っています。今日お話さ

せていただいたように、いろんなことに挑戦していき

たいと考えています。また同じ時代に生きている仲間

としてもっともっと幸せになれるように頑張ります。

皆さんも一つでも多く夢や目標が達成されますよう一

緒に頑張っていきましょう。今日は本当にありがとう

ございました。
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　本会議の特別講演として桑田真澄氏をお招きし、フ

リーアナウンサーの飯塚氏との対談形式でご講演いた

だきました。キーワードとして挙げられたのが【試

練】【挫折】【努力】【挑戦】です。お話を拝聴し

て、私たちが今までイメージしていた「野球センス抜

群の天才、桑田真澄」とは全く違う人間像、生き様を

うかがい知ることができました。人生を改めて見つめ

直すような素晴らしいお話でしたので、一部抜粋には

なりますが、以下ご報告させていただきます。

質問：試練をどのように捉えていますか？

　試練はたくさんありました。試練は辛い、苦しい、

悲しいことのように思えますが、試練イコール挑戦だ

と思っています。なぜかと言いますと、試練の『試』

は『試（ため）す』、試練の『練』は『練習』の練、

『鍛錬』の練です。要するに試練とは辛い、苦しい、

悲しいではなくて、実は練習しなさいよ。鍛錬しなさ

いよ。そして試合でどれだけできるか試しなさいよ。

グラウンドで、学校で、人生で、どれだけできるのか

自分で一生懸命努力して練習して鍛錬して、そして試

してみなさいよ。試練＝挑戦することと僕は解釈して

います。

質問：野球人生でどんな挫折がありましたか？

　挫折はたくさん味わってきました。中学校３年生の

時、僕は全国大会で優勝しました。決勝戦でもほとん

ど外野にボールが飛ばないんですよ。ですから自信

満々でPL学園に進学しました。そこで出会ったのが

清原です。今でも忘れられないのですが握手した時、

僕の視線は彼のベルトでした。体があまりにも大きく

てびっくりしました。「えー、同級生か！」って。

バッティング練習を見たら、マシンで10本中８本場外

ホームランです。守備を見たら、これがまた抜群のグ

ラブさばきです。ピッチングも190cm位から投げ下ろ

すストレートは見事でした。もうプロ野球選手です

よ。自信満々敵なしだったのに清原に会ったその日に

挫折しました。清原は入学早々バンバンホームラン

打ってすぐ４番です。でも僕は全く抑えることができ

なかった。相手は高校３年生、投げても投げても抑え

られない。周りから「何が中学ナンバーワンだ、あれ

は駄目だ。背は低い、ボールは遅い、変化球は投げら

れない。高校では無理だよ」と。悔しくて次の試合で

は結果を出してやろう思ったのですがダメでした。そ

れに超縦社会。寮生活、１日24時間乗り越えるのが

やっとでした。６月に入り監督に呼ばれて、「ピッ

チャー首、野手へ転向しなさい」と宣告されました。

自分はPL学園、プロ野球でエースになることが夢

だったので、ピッチャー首＝僕の野球人生は終わりと

いう思い込みをしたんですね。それで、母親に泣きつ

ました。「転校させてくれ、野球やめさせてくれ」

と。これが高校時代最大の挫折だったと思います。

でも母が「せっかくPL学園に入ったのだから、3年間

やり通しなさい、補欠でもいいから。ご飯をたくさん

食べたって清原君みたいに大きくならないんだから。

自分のペースで自分らしくやればいいのよ。」と言っ

てくれて。「この先何が起こるか誰もわからない。自

分の夢は絶対にあきらめちゃ駄目よ。何かいい方法が

あるはずよ。」という言葉が15歳の僕の胸に響いて踏

み留まりました。この叱咤激励の言葉がなければ、今

僕はここにいなかったと思います。

質問：プロ野球に入ってからの試練は？

　プロ野球１年目で野球をやめようと思いました。プ

ロ野球にも自信を持って入ったのですが、最初のシー

ズンは２勝で終わりました。終盤は二軍に落とされ

て、「アメリカ・アリゾナの教育リーグに行ってこ

い」と王監督に言われて。飛行機の中で、「もう野球

やめよう。こんなすごい世界で僕は生き残れない」

と。現地に着いて、練習しても「もうどうせダメなん

だから」と投げやりでした。ある休日、須藤二軍監督

に皆でグランドキャニオンを見に行こうって誘われた

んですね。「せっかくの休日だから行かないよ」と

言ったら凄い怒られて。

　到着してバスから出て来いと言われて、外に出ると

グランドキャニオンがぶわーっと開けて、その自然の

雄大さに感動しました。それに比べてなんて小さい

俺、情けないなぁ、こんな自分でいいのかと思って。

やれることを全部やって、それで駄目だったら納得し

てユニフォーム脱ごうと決意しました。日本に帰って

からは栄養学や解剖学を勉強し、トレーニングもし

て、２年目には15勝６敗で最優秀防御率と沢村賞を受

賞できました。須藤監督との出会いがなかったら、今

の自分はなかったと思います。本当に弱い自分です

が、運よく何かのきっかけで考えを改め頑張り、ここ

まで続けてこれたと思います。

質問：1995年５月24日の阪神戦で右肘側副靭帯断

裂の大怪我をし、トミー・ジョン手術を受けら

れましたが、その時の思いは？

　当時手術したら終わりだって言われた時代でしたか
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ら、周りからのプレッシャーとかにも押しつぶされそ

うになりました。それでも再起するために、トミー・

ジョン手術を受けました。この手術の特徴はリハビリ

に大体１年はかかるということです。精神的に参りま

したが、「やっぱ俺は野球しかない」「もう一度あの

マウンドで投げてみたい」という強い思いと、後は家

族の支えです。桑田ロードと言われている外野をよく

走っていた時も、毎日来てくれるファンがいたので頑

張れたのかもしれません。

　それにただ走っていただけではありません。イメー

ジトレーニングしながら走っていました。例えば阪神

戦。一番和田さん、右バッター。初球は絶対打ってこ

ない。よし、アウトコース甘めにファーストストライ

クを取る。２球目はその甘いところからボールになる

スライダーで誘ってみる。そういうイメージトレーニ

ングをしていると大体１時間近くなるんです。いつも

９回を完投して勝つイメージトレーニングをしていた

ので、その後上手く復帰できたのだと思っています。

他に胸にゴムベルトを着けて心拍数を図っていまし

た。つまり、試合のマウンドにいる時の心拍数をキー

プしながら９回の間をずっと走っていたわけです。試

練の中でプラスに成り得るものを常に考え取り入れ、

乗り越えることができました。

質問：試練を乗り越えるための努力については？

　努力は短時間集中で毎日コツコツ積み重ねてやって

いく努力が大好きです。自分で決めた事をやりきるこ

とで自分に勝つ練習をしていました。人間には、今日

はさぼってもいいかなって思う時が必ずあります。だ

けど自分に勝てない人間は絶対相手には勝てない。弱

気な自分に勝つ練習をするから、グラウンドで俺はや

り切ったという自信を持って臨めるのです。

質問：近年では練習方法なども大きく変わってきてい

るようですが、選手育成については？

　最近ではテクノロジーが進化し、練習方法が変わっ

てきています。僕の時代は、練習中は水を飲んだらダ

メという精神論の時代です。今なら普通に熱中症対策

で水分補給をしなさいとなっています。昔の常識が今

は非常識になっているわけで、朝から晩までやみくも

に練習しても、筋肉を破壊して強くならない。破壊さ

れた筋肉は栄養（食事）を取って、そして寝てる間に

再生し、強くなっていくことがわかっています。練

習・食事・睡眠のバランスが大切なわけです。寝てる

間に練習した技術力を脳と神経が記憶していく事もわ

かっています。皆一生懸命やっているので、グラウン

ドだけで差をつけるのは難しい。それなら食事と睡眠

で差をつけていくという考え方もありますよね。

 それから、選手には目標に向かって努力をしてもら

いたいと思っています。選手に「今年の目標は？夢

は？」と聞くと凄いことを言います。「じゃあ、その

目標達成のためにどうするの？」と聞いたら「朝から

晩まで頑張ります。」でも誰もが頑張っているわけ

で、目標達成のために『どのように』頑張るかが大事

で、今自分はこの目標のためにどの辺にいて、後どう

すれば達成できるかを考えようよ」と言っています。

目標に対して自分がどこにいて、どうしたらこの目標

を達成できるかという努力の方法のヒントを与えた

り、アドバイスするのも指導者の役目だと思っていま

す。大きな長期的な目標も大事だけど、小さく短期的

な目標を一つ一つ積み上げていく事がもっと大事だと

思っています。

質問：「挑戦」というワードを大切にされているよう

ですが？

　僕はマウンドに上がったときは常に恐怖と不安で

いっぱいでした。もう怖くて怖くて仕方なかった。そ

んな自分でいいのか、といつも自分に問いかけ「桑田

真澄、何を弱気になっているんだ、勝負しろ！」と

ボールに語り掛けていました。マウンドでブツブツ

言っていると言われてましたが、あれは自分を鼓舞し

ていたんです。監督、コーチ、仲間、親でもなく、あ

のマウンドでやるのは自分自身です。自分が自信もっ

て投げたら大丈夫、自分の一番の応援者は自分自身だ

と。いつも「これは挑戦だ！俺はやるぞ、絶対でき

る」とつぶやきながら投げていました。自分を一生懸

命応援し続けた現役時代でしたね。挑戦することはす

ごく大事だと考えています。

質問：本日演題は「試練は人を磨く」ですが、やはり

人は試練によって磨かれていくものですか？

 それぞれの目標の大きさで試練（壁）にぶつかると

思います。人生は辛い時の方が多いと思います。でも

毎日いいことばかりの人生はつまらない。汗水流し努

力して、いいことがあるから感動するわけで、試練や

挫折を恐れずに、それをエネルギーにして前進するこ

とで、人は磨かれると思っています。

参加者からの質問①

　　　野球を通して学んだことは何でしょうか？

　野球の一番の長所は道具を大切にする、他に礼儀・

挨拶・返事とかでしょうか。それは今でも継続して取

り組んでいますし、後輩たちにも指導しています。後

は、野球は最後まで勝敗がわからないスポーツで、最

後の最後まであきらめない気持ちを持たせてくれたこ

とでしょうか。僕自身も40歳まで現役でしたが、それ

が野球で言うとちょうど５回になります。今年53歳に

なりますが、まだ６回裏位の人生ですよ。９回裏ゲー

ムセットになるまでは僕の人生まだ勝利投手になれた

とは考えていません。大逆転されて負けてしまうかも

わからないですけれど、９回裏ゲームセットで勝利投

手になれるように、これからも精進していきたいと

思っています。

参加者からの質問②

プロ野球選手にとって一番必要だと考える

心構えはどういったものでしょうか？

 一流選手というのは準備力が凄いです。それから自

信を持つということですね。自分に自信が持てない人

はプレッシャーのかかったマウンド、打席で結果は残

せませんね。ですから自分を信じてやりきることが非

常に大事なことじゃないかと思います。準備の大切さ

と自信、この２つを一番必要な心構えとして、指導し

ていきたいと思っています。

　最後に、長時間にわたって温かい気持ちでお聴きい

ただき、本当にありがとうございました。僕の人生は

これからも苦難の連続だと思っています。今日お話さ

せていただいたように、いろんなことに挑戦していき

たいと考えています。また同じ時代に生きている仲間

としてもっともっと幸せになれるように頑張ります。

皆さんも一つでも多く夢や目標が達成されますよう一

緒に頑張っていきましょう。今日は本当にありがとう

ございました。
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　本会議の特別講演として桑田真澄氏をお招きし、フ

リーアナウンサーの飯塚氏との対談形式でご講演いた

だきました。キーワードとして挙げられたのが【試

練】【挫折】【努力】【挑戦】です。お話を拝聴し

て、私たちが今までイメージしていた「野球センス抜

群の天才、桑田真澄」とは全く違う人間像、生き様を

うかがい知ることができました。人生を改めて見つめ

直すような素晴らしいお話でしたので、一部抜粋には

なりますが、以下ご報告させていただきます。

質問：試練をどのように捉えていますか？

　試練はたくさんありました。試練は辛い、苦しい、

悲しいことのように思えますが、試練イコール挑戦だ

と思っています。なぜかと言いますと、試練の『試』

は『試（ため）す』、試練の『練』は『練習』の練、

『鍛錬』の練です。要するに試練とは辛い、苦しい、

悲しいではなくて、実は練習しなさいよ。鍛錬しなさ

いよ。そして試合でどれだけできるか試しなさいよ。

グラウンドで、学校で、人生で、どれだけできるのか

自分で一生懸命努力して練習して鍛錬して、そして試

してみなさいよ。試練＝挑戦することと僕は解釈して

います。

質問：野球人生でどんな挫折がありましたか？

　挫折はたくさん味わってきました。中学校３年生の

時、僕は全国大会で優勝しました。決勝戦でもほとん

ど外野にボールが飛ばないんですよ。ですから自信

満々でPL学園に進学しました。そこで出会ったのが

清原です。今でも忘れられないのですが握手した時、

僕の視線は彼のベルトでした。体があまりにも大きく

てびっくりしました。「えー、同級生か！」って。

バッティング練習を見たら、マシンで10本中８本場外

ホームランです。守備を見たら、これがまた抜群のグ

ラブさばきです。ピッチングも190cm位から投げ下ろ

すストレートは見事でした。もうプロ野球選手です

よ。自信満々敵なしだったのに清原に会ったその日に

挫折しました。清原は入学早々バンバンホームラン

打ってすぐ４番です。でも僕は全く抑えることができ

なかった。相手は高校３年生、投げても投げても抑え

られない。周りから「何が中学ナンバーワンだ、あれ

は駄目だ。背は低い、ボールは遅い、変化球は投げら

れない。高校では無理だよ」と。悔しくて次の試合で

は結果を出してやろう思ったのですがダメでした。そ

れに超縦社会。寮生活、１日24時間乗り越えるのが

やっとでした。６月に入り監督に呼ばれて、「ピッ

チャー首、野手へ転向しなさい」と宣告されました。

自分はPL学園、プロ野球でエースになることが夢

だったので、ピッチャー首＝僕の野球人生は終わりと

いう思い込みをしたんですね。それで、母親に泣きつ

ました。「転校させてくれ、野球やめさせてくれ」

と。これが高校時代最大の挫折だったと思います。

でも母が「せっかくPL学園に入ったのだから、3年間

やり通しなさい、補欠でもいいから。ご飯をたくさん

食べたって清原君みたいに大きくならないんだから。

自分のペースで自分らしくやればいいのよ。」と言っ

てくれて。「この先何が起こるか誰もわからない。自

分の夢は絶対にあきらめちゃ駄目よ。何かいい方法が

あるはずよ。」という言葉が15歳の僕の胸に響いて踏

み留まりました。この叱咤激励の言葉がなければ、今

僕はここにいなかったと思います。

質問：プロ野球に入ってからの試練は？

　プロ野球１年目で野球をやめようと思いました。プ

ロ野球にも自信を持って入ったのですが、最初のシー

ズンは２勝で終わりました。終盤は二軍に落とされ

て、「アメリカ・アリゾナの教育リーグに行ってこ

い」と王監督に言われて。飛行機の中で、「もう野球

やめよう。こんなすごい世界で僕は生き残れない」

と。現地に着いて、練習しても「もうどうせダメなん

だから」と投げやりでした。ある休日、須藤二軍監督

に皆でグランドキャニオンを見に行こうって誘われた

んですね。「せっかくの休日だから行かないよ」と

言ったら凄い怒られて。

　到着してバスから出て来いと言われて、外に出ると

グランドキャニオンがぶわーっと開けて、その自然の

雄大さに感動しました。それに比べてなんて小さい

俺、情けないなぁ、こんな自分でいいのかと思って。

やれることを全部やって、それで駄目だったら納得し

てユニフォーム脱ごうと決意しました。日本に帰って

からは栄養学や解剖学を勉強し、トレーニングもし

て、２年目には15勝６敗で最優秀防御率と沢村賞を受

賞できました。須藤監督との出会いがなかったら、今

の自分はなかったと思います。本当に弱い自分です

が、運よく何かのきっかけで考えを改め頑張り、ここ

まで続けてこれたと思います。

質問：1995年５月24日の阪神戦で右肘側副靭帯断

裂の大怪我をし、トミー・ジョン手術を受けら

れましたが、その時の思いは？

　当時手術したら終わりだって言われた時代でしたか
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ら、周りからのプレッシャーとかにも押しつぶされそ

うになりました。それでも再起するために、トミー・

ジョン手術を受けました。この手術の特徴はリハビリ

に大体１年はかかるということです。精神的に参りま

したが、「やっぱ俺は野球しかない」「もう一度あの

マウンドで投げてみたい」という強い思いと、後は家

族の支えです。桑田ロードと言われている外野をよく

走っていた時も、毎日来てくれるファンがいたので頑

張れたのかもしれません。

　それにただ走っていただけではありません。イメー

ジトレーニングしながら走っていました。例えば阪神

戦。一番和田さん、右バッター。初球は絶対打ってこ

ない。よし、アウトコース甘めにファーストストライ

クを取る。２球目はその甘いところからボールになる

スライダーで誘ってみる。そういうイメージトレーニ

ングをしていると大体１時間近くなるんです。いつも

９回を完投して勝つイメージトレーニングをしていた

ので、その後上手く復帰できたのだと思っています。

他に胸にゴムベルトを着けて心拍数を図っていまし

た。つまり、試合のマウンドにいる時の心拍数をキー

プしながら９回の間をずっと走っていたわけです。試

練の中でプラスに成り得るものを常に考え取り入れ、

乗り越えることができました。

質問：試練を乗り越えるための努力については？

　努力は短時間集中で毎日コツコツ積み重ねてやって

いく努力が大好きです。自分で決めた事をやりきるこ

とで自分に勝つ練習をしていました。人間には、今日

はさぼってもいいかなって思う時が必ずあります。だ

けど自分に勝てない人間は絶対相手には勝てない。弱

気な自分に勝つ練習をするから、グラウンドで俺はや

り切ったという自信を持って臨めるのです。

質問：近年では練習方法なども大きく変わってきてい

るようですが、選手育成については？

　最近ではテクノロジーが進化し、練習方法が変わっ

てきています。僕の時代は、練習中は水を飲んだらダ

メという精神論の時代です。今なら普通に熱中症対策

で水分補給をしなさいとなっています。昔の常識が今

は非常識になっているわけで、朝から晩までやみくも

に練習しても、筋肉を破壊して強くならない。破壊さ

れた筋肉は栄養（食事）を取って、そして寝てる間に

再生し、強くなっていくことがわかっています。練

習・食事・睡眠のバランスが大切なわけです。寝てる

間に練習した技術力を脳と神経が記憶していく事もわ

かっています。皆一生懸命やっているので、グラウン

ドだけで差をつけるのは難しい。それなら食事と睡眠

で差をつけていくという考え方もありますよね。

 それから、選手には目標に向かって努力をしてもら

いたいと思っています。選手に「今年の目標は？夢

は？」と聞くと凄いことを言います。「じゃあ、その

目標達成のためにどうするの？」と聞いたら「朝から

晩まで頑張ります。」でも誰もが頑張っているわけ

で、目標達成のために『どのように』頑張るかが大事

で、今自分はこの目標のためにどの辺にいて、後どう

すれば達成できるかを考えようよ」と言っています。

目標に対して自分がどこにいて、どうしたらこの目標

を達成できるかという努力の方法のヒントを与えた

り、アドバイスするのも指導者の役目だと思っていま

す。大きな長期的な目標も大事だけど、小さく短期的

な目標を一つ一つ積み上げていく事がもっと大事だと

思っています。

質問：「挑戦」というワードを大切にされているよう

ですが？

　僕はマウンドに上がったときは常に恐怖と不安で

いっぱいでした。もう怖くて怖くて仕方なかった。そ

んな自分でいいのか、といつも自分に問いかけ「桑田

真澄、何を弱気になっているんだ、勝負しろ！」と

ボールに語り掛けていました。マウンドでブツブツ

言っていると言われてましたが、あれは自分を鼓舞し

ていたんです。監督、コーチ、仲間、親でもなく、あ

のマウンドでやるのは自分自身です。自分が自信もっ

て投げたら大丈夫、自分の一番の応援者は自分自身だ

と。いつも「これは挑戦だ！俺はやるぞ、絶対でき

る」とつぶやきながら投げていました。自分を一生懸

命応援し続けた現役時代でしたね。挑戦することはす

ごく大事だと考えています。

質問：本日演題は「試練は人を磨く」ですが、やはり

人は試練によって磨かれていくものですか？

 それぞれの目標の大きさで試練（壁）にぶつかると

思います。人生は辛い時の方が多いと思います。でも

毎日いいことばかりの人生はつまらない。汗水流し努

力して、いいことがあるから感動するわけで、試練や

挫折を恐れずに、それをエネルギーにして前進するこ

とで、人は磨かれると思っています。

参加者からの質問①

　　　野球を通して学んだことは何でしょうか？

　野球の一番の長所は道具を大切にする、他に礼儀・

挨拶・返事とかでしょうか。それは今でも継続して取

り組んでいますし、後輩たちにも指導しています。後

は、野球は最後まで勝敗がわからないスポーツで、最

後の最後まであきらめない気持ちを持たせてくれたこ

とでしょうか。僕自身も40歳まで現役でしたが、それ

が野球で言うとちょうど５回になります。今年53歳に

なりますが、まだ６回裏位の人生ですよ。９回裏ゲー

ムセットになるまでは僕の人生まだ勝利投手になれた

とは考えていません。大逆転されて負けてしまうかも

わからないですけれど、９回裏ゲームセットで勝利投

手になれるように、これからも精進していきたいと

思っています。

参加者からの質問②

プロ野球選手にとって一番必要だと考える

心構えはどういったものでしょうか？

 一流選手というのは準備力が凄いです。それから自

信を持つということですね。自分に自信が持てない人

はプレッシャーのかかったマウンド、打席で結果は残

せませんね。ですから自分を信じてやりきることが非

常に大事なことじゃないかと思います。準備の大切さ

と自信、この２つを一番必要な心構えとして、指導し

ていきたいと思っています。

　最後に、長時間にわたって温かい気持ちでお聴きい

ただき、本当にありがとうございました。僕の人生は

これからも苦難の連続だと思っています。今日お話さ

せていただいたように、いろんなことに挑戦していき

たいと考えています。また同じ時代に生きている仲間

としてもっともっと幸せになれるように頑張ります。

皆さんも一つでも多く夢や目標が達成されますよう一

緒に頑張っていきましょう。今日は本当にありがとう

ございました。
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本　会　議

■大会登録委員会報告

〔大会特別委員会報告〕

　大会登録委員会よりご報告申し上げます。
　今年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防
止対策として、地区大会の規模を縮小して開催いた
しました。
　RI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会および会員家族懇
親会は中止とし、会長・幹事会および本会議は、オン
ライン開催とさせていただきました。
　また、地区外のロータリアン、ならびに地区内のプ
ロバスクラブ、ロータリーファミリーの参加もご遠慮いただきました。その結果、本地区大会は全員登録と
致しました。
　あらためまして、皆さま方の厚い友情に感謝し、大会登録委員会からのご報告とさせていただきます。
　ありがとうございました。

　大会信任状委員会よりご報告申し上げます。
　地区内71ロータリークラブから信任状が提出され
過日精査いたしました。
　それに基づき、３月６日10時00分よりオンラインに
て委員会を開催し、71ロータリークラブ110人の皆様
がいずれも国際ロータリー細則第15条050.1項に対
し、適正に選任されていることを確認いたしました。
　ここにご報告いたします。

■大会信任状委員会報告

大会登録委員長

（西　脇）
矢納　利夫

　ただいまの地区大会決議（案）につきまして、本来
ならばこの場で皆様の承認をいただくべきところで
ございますが、今年度はライブ配信のため、この場
で賛否を取ることができません。
　つきましては後日、各クラブへ電子投票用紙を
お送りいたします。選挙人にご投票いただきますよう、
よろしくお願いいたします。

ガバナー

（西　脇）
髙瀬　英夫

大会信任状委員長

（神戸西）
瀧川　好庸

　大会決議委員会から、本大会の大会決議（案）を
上程させていただきます。
　決議（案）はパンフレットの17ページから18ページ
に記載の通り、第1号から11号まででございます。
　その中で第６号と第７号について、補足説明をさせ
ていただきます。
　第６号は日本のロータリー100周年に当たる本年、
それを記念して地区財団活動資金から資金を拠出
し、2680地区冠名基金を設立するというものであります。また、第７号は新型コロナウィルス感染症に対し
て、地域内での感染拡大防止のための奉仕活動を実施するとともに国および地方公共団体等に全面的に協
力するというものであります。
　以上、上程させていただきます。

■大会決議（案）上程

大会決議委員長

（加古川中央）
矢野　宗司

■大会決議（案）採択方法

　ガバナー指名委員会よりご報告申し上げます。

　ガバナー指名委員会は、国際ロータリー細則第12
条、030節の規定に基づき、国際ロータリー第2680地
区の2023-24年度ガバナー候補者の指名について審
議してきましたが、本日の時点までに、未だ候補者を
特定するに至っていません。
　以上報告いたします。

■ガバナー指名委員会報告

ガバナー指名委員長

（神戸西神）
丸尾　研一

「2020-21年度地区大会決議（案）」電子投票結果のご報告
　地区大会「本会議」において上程された「2020-21年度地区大会決議（案）」について、地区
大会後、地区内全クラブによる電子投票の結果を報告いたします。
皆様のご協力に厚く感謝申し上げます。

署名人：信任状による選挙人　110名
回　答：71ロータリークラブ
承　認：110名
　上記のとおり全ロータリークラブからご承認を頂戴いたしました。

ガ バ ナ ー　髙瀬　英夫
大会決議委員長　矢野　宗司
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■大会登録委員会報告

〔大会特別委員会報告〕

　大会登録委員会よりご報告申し上げます。
　今年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防
止対策として、地区大会の規模を縮小して開催いた
しました。
　RI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会および会員家族懇
親会は中止とし、会長・幹事会および本会議は、オン
ライン開催とさせていただきました。
　また、地区外のロータリアン、ならびに地区内のプ
ロバスクラブ、ロータリーファミリーの参加もご遠慮いただきました。その結果、本地区大会は全員登録と
致しました。
　あらためまして、皆さま方の厚い友情に感謝し、大会登録委員会からのご報告とさせていただきます。
　ありがとうございました。

　大会信任状委員会よりご報告申し上げます。
　地区内71ロータリークラブから信任状が提出され
過日精査いたしました。
　それに基づき、３月６日10時00分よりオンラインに
て委員会を開催し、71ロータリークラブ110人の皆様
がいずれも国際ロータリー細則第15条050.1項に対
し、適正に選任されていることを確認いたしました。
　ここにご報告いたします。

■大会信任状委員会報告

大会登録委員長

（西　脇）
矢納　利夫

　ただいまの地区大会決議（案）につきまして、本来
ならばこの場で皆様の承認をいただくべきところで
ございますが、今年度はライブ配信のため、この場
で賛否を取ることができません。
　つきましては後日、各クラブへ電子投票用紙を
お送りいたします。選挙人にご投票いただきますよう、
よろしくお願いいたします。

ガバナー

（西　脇）
髙瀬　英夫

大会信任状委員長

（神戸西）
瀧川　好庸

　大会決議委員会から、本大会の大会決議（案）を
上程させていただきます。
　決議（案）はパンフレットの17ページから18ページ
に記載の通り、第1号から11号まででございます。
　その中で第６号と第７号について、補足説明をさせ
ていただきます。
　第６号は日本のロータリー100周年に当たる本年、
それを記念して地区財団活動資金から資金を拠出
し、2680地区冠名基金を設立するというものであります。また、第７号は新型コロナウィルス感染症に対し
て、地域内での感染拡大防止のための奉仕活動を実施するとともに国および地方公共団体等に全面的に協
力するというものであります。
　以上、上程させていただきます。

■大会決議（案）上程

大会決議委員長

（加古川中央）
矢野　宗司

■大会決議（案）採択方法

　ガバナー指名委員会よりご報告申し上げます。

　ガバナー指名委員会は、国際ロータリー細則第12
条、030節の規定に基づき、国際ロータリー第2680地
区の2023-24年度ガバナー候補者の指名について審
議してきましたが、本日の時点までに、未だ候補者を
特定するに至っていません。
　以上報告いたします。

■ガバナー指名委員会報告

ガバナー指名委員長

（神戸西神）
丸尾　研一

「2020-21年度地区大会決議（案）」電子投票結果のご報告
　地区大会「本会議」において上程された「2020-21年度地区大会決議（案）」について、地区
大会後、地区内全クラブによる電子投票の結果を報告いたします。
皆様のご協力に厚く感謝申し上げます。

署名人：信任状による選挙人　110名
回　答：71ロータリークラブ
承　認：110名
　上記のとおり全ロータリークラブからご承認を頂戴いたしました。

ガ バ ナ ー　髙瀬　英夫
大会決議委員長　矢野　宗司
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決議第１号

2020-21年度のRI会長テーマ推進に　　
協力する件
　国際ロータリー会長ホルガー・クナーク氏は、

本年度のRIテーマとして「ロータリーは機会の扉

を開く」“ROTARY OPENS OPPORTUNITIES”

を掲げ行動されている。

　我々は、本大会を機に決意を新たにし、RI会長

テーマ推進のため、さらに協力することをここに

決議する。

決議第２号

国際ロータリー会長 ホルガー・クナーク氏
への感謝の件
　本大会の開催にあたり、国際ロータリー会長ホル

ガー・クナーク氏は、水野功氏をRI会長代理として

派遣された。我々は、RI会長に対し、深甚なる感謝

の意を表することをここに決議する。

決議第３号

国際ロータリー会長代理 水野功氏への感謝
の件
　RI会長代理 水野功氏は、本大会に相応しい主賓

として、国際ロータリー会長ホルガー・クナーク

氏のメッセージを伝達されるとともに、有意義か

つ感動的なスピーチにより本大会をきわめて意義

あるものにされた。我々は、RI会長代理に対し、

深甚なる感謝の意を表することをここに決議する。

決議第４号

国際ロータリー第2680地区直前ガバナー
浅木幸雄氏への感謝の件
　直前ガバナー 浅木幸雄氏は、2019-20年度ガバ

ナー在任中、直前国際ロータリー会長 マーク・ダ

ニエル・マローニー氏のRIテーマ「ロータリーは

世界をつなぐ」“ROTARY CONNECTS THE 

WORLD” 推進のため、熱心かつ誠実に地区の運営

に尽力し、ロータリーの発展のために多大な貢献

をされた。

　我々は、直前ガバナーに対し、深甚なる感謝の

意を表することをここに決議する。

決議第５号

ポリオ根絶活動に関する件
　ポリオの根絶は、長年にわたってロータリアン

が大きな力を注いでいる活動である。パートナー

団体とともに、世界中の子どもたちにポリオ予防

接種を行うことで、2020年８月にはアフリカ地域

での野生型ポリオウイルスが根絶され、発症数ゼ

ロに99.9％到達しているが、いまだ根絶には至っ

ていない。

　我々は、目標を実現するまで根絶活動を継続す

ることをここに決議する。

決議第６号

国際ロータリー第2680地区冠名基金設立に
関する件
　日本のロータリー100周年を記念して、2020-21

年度に地区財団活動資金（DDF）から出捐し、2680地

区冠名基金を設立することをここに決議する。

決議第７号

新型コロナウィルス感染症に対する地域への
取り組みに関する件

　国際ロータリー第2680地区は、昨年から発生し

ている新型コロナウィルス感染症（COVID-19）

に対し、地域内での感染拡大防止のための奉仕活

動を実施するとともに国および地方公共団体等に

全面的に協力することをここに決議する。

決議第８号

2021年台湾国際大会に関する件

　2021年６月12日㈯から16日㈬に、バーチャルで

開催される2021年台北国際大会が有意義かつ成功

裏に終わるよう、我々は、積極的に参加し協力す

ることをここに決議する。

決議第９号

兵庫県および西脇市、ならびに関係諸団体
への感謝の件
　本大会開催に当たって、兵庫県および西脇市、

ならびに諸関係団体から賜ったロータリーに対す

るご理解とご協力に対し、我々は、深甚なる感謝

の意を表することをここに決議する。

決議第10号

ホストクラブへの感謝の件

　本大会が、地区内外より多数の参加者を得て盛

大に開催されたことは、ひとえにホストクラブで

ある西脇ロータリークラブとコ・ホストクラブで

ある三木・小野加東・北条・三木みどりロータ

リークラブの、長期にわたる周到な準備と献身的

なご努力の賜物である。よって本大会は、これら

のクラブ会員に対し、深甚なる感謝の意を表する

ことをここに決議する。

決議第11号

次年度地区大会に関する件

　2021-22年度国際ロータリー第2680地区 地区大

会を、伊丹ロータリークラブをホストクラブ、お

よび川西・伊丹有明・川西猪名川・伊丹昆陽池・

西宮イブニングの各ロータリークラブをコ・ホス

トクラブとして、2022年３月５日㈯・６日㈰の両

日において、神戸市で開催することをここに決議

する。
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ガバナーエレクト

（伊　丹）
吉岡　博忠

ガバナーノミニー

（宝塚中）
阪上　栄樹

〔挨　拶〕 〔挨　拶〕

　伊丹クラブ所属の吉岡博忠でございます。宜しくお願いいたします。　

　「ロータリーの魅力を語り、伝えよう」を今年度スローガンとされる髙瀬英夫

ガバナーの地区大会は、COVID-19感染拡大防止のため、通常開催はできなくな

りましたが、RID2750からRI会長代理として水野功様をオンラインでお迎えし、

ライブ配信されて開催されますことは、まさに「次の100周年」にむけた取組みで

あると存じます。

　伊丹クラブは、1973-74年度・荘司康氏、1990-91年度・深川純一氏がガバナー

に就任されています。偉大な先輩の後、非才の身で、いささか心もとないのであ

りますが、粉骨して全うしたいと決意を新たにしています。1990年、深川純一先

生のガバナー就任時、伊丹クラブに入会させていただきました。以来、深川先生

の薫陶を受けてまいりましたが、一昨年初め逝去されあらためて偉大な足跡に思

いを馳せております。

　入会30年、馬齢を重ねただけの身ですが、「親睦の場」「学びの場」「奉仕の

場」としてのロータリーを楽しんでまいりました。この任をお引受けするにあた

り、「賢者は歴史に学ぶ」の通り、2680地区の良き伝統を守り、さらに皆さまの

叡智を集めて改革し、さらに素晴らしい2680地区として発展しますよう尽力する

所存です。

　次年度は「For the dynamic Leaders of futures with Rotary ロータリーととも

に活力に満ちたリーダーを育てるために」を自身の行動指針とさせていただきま

す。

　趣味はヨット競技で、30年来母校大学の体育会ヨット部の指導をしてまいりま

した。また自身もクルーザーの草レースを楽しんでいます。ヨットは風上にまっ

すぐ走ることはできません。風上に走るためにジグザグに風上に上ります。満帆

の風を受けて巡航できますよう、地区内会員皆さま、ロータリーファミリー皆さ

まのご協力をお願い申し上げます。

　2019-20年度ガバナー指名委員長の滝澤功治パストガバナーより2022-23年度ガ

バナー予定者に指名されました宝塚中RCの阪上栄樹でございます。私共のクラブ

は創立28年目でガバナー輩出の経験も無いクラブですが、会員の皆様のバック

アップを受け、浅学菲才の身を顧みず大役をお受けいたしました。

　まずは、2020-21年度の今日の地区大会が、髙瀬ガバナーのリーダーシップの下

に開催されまして、本当に上手くいったと思っております。心よりお祝い申し上

げます。この１年はCOVID-19の影響で様々な企画が中止止む無しに至り、ロー

タリー活動も今までの経験では対応することの出来ないような状態になっており

ます。そのような中で、出来る限りの知恵を絞って開催されました今回の地区大

会は、今後のロータリー活動の指針となるものだと思います。

　昨年９月にガバナーノミニーとして指名されて以来、多くの地区委員会やセミ

ナーに出席させて頂き、地区の活動の重要性に気付かされてまいりました。今ま

でもですが、これからも時代に合わせてロータリーは大きく変わろうとしていま

す。ロータリーの活動分野の中での重点分野に本年７月より７つ目の分野として

私の本業とも関連の深い「環境」が加わります。このような変化にも対応しなが

ら、昨年度地区の戦略計画委員会で決まりました地区ビジョンと地区戦略計画を

全うすべく努力してまいります。さらに、今まで受け継がれてまいりました当

2680地区の良さも守っていかなければと思っております。私は今68歳です。先程の

桑田様のご講演にもありましたが、野球でいうと６回の裏位ですかね、だが、ま

だ７回、８回、９回の裏まで頑張ろうと思っております。次々年度に向けて後１

年と少しになりましたが、私自身はまだまだ研鑽の途上でございます。本日この

場に集われましたロータリアンとロータリーファミリーの皆様、オンラインでご

参加の皆様、髙瀬丸、吉岡丸に続く阪上丸にもご支援ご協力をどうぞよろしくお

願いいたします。
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宝塚中ロータリークラブ会長

（宝塚中）
馬場　和代

伊丹ロータリークラブ 会長

（伊　丹）
桝井　俊司

〔参加クラブ代表挨拶〕 〔次年度ホストクラブ代表挨拶〕

　ただ今ご紹介いただきました宝塚中ロータリークラブ会長の馬場和代でござ
います。参加クラブ代表として、僣越ではございますが簡単にご挨拶させてい
ただきます。
　まずは本大会によせてご講話いただきました水野RI会長代理様はじめ、井戸兵
庫県知事様、片山西脇市長様、そしてわざわざご来場賜り、有意義なお話をして
くださいました桑田真澄様、パストガバナーの皆様、温かいご指導誠にありがと
うございました。心より御礼申し上げます。
　今年度は、COVID-19の為、各セミナー、公式訪問、クラブ例会など新しい形
式になり、やむなくイベント等も中止になるなど、変化いたしました。地区大会
に向けて、ホストクラブとして、あらゆるご準備をぎりぎりまでなさって来ら
れ、オンラインライブ配信を決断され、開催していただきましたこと、西脇ロー
タリークラブの皆様、関係者の皆様に、心より感謝申し上げます。
　この髙瀬ガバナー年度は、正に新しい挑戦、たくさんの変化をして、ロータ
リーの絆を深め、結束を強めてこられたのだと存じます。
　各クラブも、ガバナー月信掲載の、矢野戦略計画委員長のご指導のとおり、ビ
ジョン、戦略計画を作成し、将来に向けて進んでまいります。
　我がクラブでは、昨年９月、ガバナー指名委員長でいらっしゃる滝澤パストガ
バナーより、阪上ガバナーノミニーの指名を受けまして、会員一同喜びと同時
に、その重責を痛感しております。
　ロータリー歴も浅く小さなクラブですが、吉岡ガバナー年度も参考に、頑張っ
てまいりたいと存じます。
　地区クラブの皆様、なにとぞよろしくご支援・ご指導・ご協力を切にお願い申
し上げて、参加クラブ代表としての挨拶とさせていただきます。

　次年度の地区大会のホストクラブを務めます、伊丹ロータリークラブを代表い

たしまして、一言ご挨拶を申し上げます。

　本日の大会も、無事滞り無く進行されまして、残す所、この後の三木明直前RI

理事の所感を頂くだけとなりました。COVID-19の中で髙瀬英夫ガバナーを始め

として、井村正身実行委員長、矢納利夫会長とその会員方々の、多くのご努力と

ご準備に依り、地区大会も大変充実した形で、無事に終わろうとしております。

　日本ロータリー100年の節目の、髙瀬英夫ガバナー年度に於きましては、

COVID-19の最中、ZOOM会議、オンラインミーティングの促進、“ロータリーの

魅力を語り、伝えよう”の、スローガンは、GOVERNOR’S MONTHLY LETTER

の中に、深く反映されており、ホルガー・クナークRI会長の“課題があるところ

に、機会を見出すのがロータリアンで有る”との言葉も、正にこの１年を示す、

キーワードで有ります。

　さて、私ども伊丹ロータリークラブは、43名の会員で、今年で64年になり、ガ

バナーは前回1990-91年度の深川純一パストガバナー以来、３人目となります。伊

丹市は海も山も無い小さな市ですが、人口は20万人を有し、大阪に隣接する大変

利便性のある町です。人口減少の話題の中、伊丹市は毎年、人口増となっており

ます。また、伊丹空港は、関西国際空港より便利な場所の為、早晩、現在の国内線

のみから、近隣の海外への国際線復活も間近なテーマとして上がっております。一

方で、清酒、濁りの無いお酒の発祥の地でも有り、この度、文化庁の日本遺産に認

定されましたが、伊丹市内の酒造会社の代表は、全て当クラブの会員でも有りま

す。

　来年こそは、COVID-19という言葉も忘れて、そんな時代も有ったよね♪ と

強く願い、全員登録で、来年３月５日・６日、この神戸ポートピアホテル満員の

大会を目指します。是非、皆々様のご協力をよろしく、お待ち申しております。あ

りがとうございました。
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宝塚中ロータリークラブ会長

（宝塚中）
馬場　和代

伊丹ロータリークラブ 会長

（伊　丹）
桝井　俊司

〔参加クラブ代表挨拶〕 〔次年度ホストクラブ代表挨拶〕

　ただ今ご紹介いただきました宝塚中ロータリークラブ会長の馬場和代でござ
います。参加クラブ代表として、僣越ではございますが簡単にご挨拶させてい
ただきます。
　まずは本大会によせてご講話いただきました水野RI会長代理様はじめ、井戸兵
庫県知事様、片山西脇市長様、そしてわざわざご来場賜り、有意義なお話をして
くださいました桑田真澄様、パストガバナーの皆様、温かいご指導誠にありがと
うございました。心より御礼申し上げます。
　今年度は、COVID-19の為、各セミナー、公式訪問、クラブ例会など新しい形
式になり、やむなくイベント等も中止になるなど、変化いたしました。地区大会
に向けて、ホストクラブとして、あらゆるご準備をぎりぎりまでなさって来ら
れ、オンラインライブ配信を決断され、開催していただきましたこと、西脇ロー
タリークラブの皆様、関係者の皆様に、心より感謝申し上げます。
　この髙瀬ガバナー年度は、正に新しい挑戦、たくさんの変化をして、ロータ
リーの絆を深め、結束を強めてこられたのだと存じます。
　各クラブも、ガバナー月信掲載の、矢野戦略計画委員長のご指導のとおり、ビ
ジョン、戦略計画を作成し、将来に向けて進んでまいります。
　我がクラブでは、昨年９月、ガバナー指名委員長でいらっしゃる滝澤パストガ
バナーより、阪上ガバナーノミニーの指名を受けまして、会員一同喜びと同時
に、その重責を痛感しております。
　ロータリー歴も浅く小さなクラブですが、吉岡ガバナー年度も参考に、頑張っ
てまいりたいと存じます。
　地区クラブの皆様、なにとぞよろしくご支援・ご指導・ご協力を切にお願い申
し上げて、参加クラブ代表としての挨拶とさせていただきます。

　次年度の地区大会のホストクラブを務めます、伊丹ロータリークラブを代表い

たしまして、一言ご挨拶を申し上げます。

　本日の大会も、無事滞り無く進行されまして、残す所、この後の三木明直前RI

理事の所感を頂くだけとなりました。COVID-19の中で髙瀬英夫ガバナーを始め

として、井村正身実行委員長、矢納利夫会長とその会員方々の、多くのご努力と

ご準備に依り、地区大会も大変充実した形で、無事に終わろうとしております。

　日本ロータリー100年の節目の、髙瀬英夫ガバナー年度に於きましては、

COVID-19の最中、ZOOM会議、オンラインミーティングの促進、“ロータリーの

魅力を語り、伝えよう”の、スローガンは、GOVERNOR’S MONTHLY LETTER

の中に、深く反映されており、ホルガー・クナークRI会長の“課題があるところ

に、機会を見出すのがロータリアンで有る”との言葉も、正にこの１年を示す、

キーワードで有ります。

　さて、私ども伊丹ロータリークラブは、43名の会員で、今年で64年になり、ガ

バナーは前回1990-91年度の深川純一パストガバナー以来、３人目となります。伊

丹市は海も山も無い小さな市ですが、人口は20万人を有し、大阪に隣接する大変

利便性のある町です。人口減少の話題の中、伊丹市は毎年、人口増となっており

ます。また、伊丹空港は、関西国際空港より便利な場所の為、早晩、現在の国内線

のみから、近隣の海外への国際線復活も間近なテーマとして上がっております。一

方で、清酒、濁りの無いお酒の発祥の地でも有り、この度、文化庁の日本遺産に認

定されましたが、伊丹市内の酒造会社の代表は、全て当クラブの会員でも有りま

す。

　来年こそは、COVID-19という言葉も忘れて、そんな時代も有ったよね♪ と

強く願い、全員登録で、来年３月５日・６日、この神戸ポートピアホテル満員の

大会を目指します。是非、皆々様のご協力をよろしく、お待ち申しております。あ

りがとうございました。
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　皆さま　こんにちは。
　ご紹介いただきました三木明でございます。
　所感と申しますより、お祝いと感謝の言葉を述べさ
せて頂きます。

　日本にロータリーが誕生して100年を迎えるこの大き
な節目の年に国際ロータリー第2680地区髙瀬英夫ガバ
ナーが、無事にその大きな役割のひとつである地区大会
を開催されましたこと、心からお祝い申し上げます。

　新型コロナウィルス蔓延という大きな試練の中で、
オンラインという新しい方法で、無事に成功裏に成し
遂げられたことに心から敬意を表し、私たちを守ろう
として下さったことに心から感謝申し上げます。

　髙瀬ガバナー、井村
しょうしん

正身大会実行委員長はじめ、ホ
ストクラブである西脇ロータリークラブの皆さまが知
恵を絞り、会員の皆さまの安全を第一に考え、しかも
実のある地区大会を開催しようという熱意がひしひし
と伝わってまいりました。

　ホルガー・クナーク国際ロータリー会長は、世界の
ロータリアンとローターアクターに向けて“Rotary 
Opens Opportunities”「ロータリーは機会の扉を開く」
という会長テーマを掲げられました。
　この厳しい状況の中でも私たちロータリーの中核的
価値観を見直し、ロータリーの持つ魅力を再認識して
ほしいと語っておられます。

　それを受けて、国際ロータリー第2750地区東京飛火
野ロータリークラブの水野功パストガバナーご夫妻を
会長ご夫妻の代理として私たちの地区に派遣して下さ
り、皆様にRI会長のテーマを語り、多くのロータリア
ン、ローターアクターに未来の夢を語ってほしいと
願っておられました。

　髙瀬ガバナーは、水野様ご夫妻にこのパンデミック
の状況の中でわざわざ東京から神戸にお越し頂き、万
一ご健康を害することがあっては申し訳ないと、苦渋
の決断をされました。
　水野様は、それに応えて、直接皆様とお目にかかる
ことはできないが、何とかクナーク会長のメッセージ
を伝え、会長代理としての役割を果たし、会長の思い
を伝えたいとお考え下さり、ビデオメッセージをお届
けくださいました。
　RI理事会やロータリー財団管理委員会の報告をはじ
めとして、国際ロータリーの現況をつぶさにご報告下
さり、ロータリーが発展するための方向性についての
ご指導を頂きました。
　おかげさまで私たちは、友情の扉を開くことがで
き、髙瀬ガバナーの「次の100（飛躍）年に向けて　
ビジョンを語り、掲げよう」という言葉に応えて下さ
り、力を与えて下さいました。
　水野会長代理、本当にありがとうございました。
　この「次の100（飛躍）年に向けて　ビジョンを語
り、掲げよう」との大会テーマは、髙瀬ガバナーの
ウィットにとんだ素晴らしいテーマで、思わず笑いが
こみ上げ、心が穏やかになり、嬉しくなりました。

　地区大会では、多くの特別委員会が開かれ、会長・
幹事会も滞りなく開催されました。
　髙瀬ガバナーは、会長幹事の皆さまに「５年後、10
年後の皆さんのクラブがどうなっているのか、今から
しっかりビジョンを考えて頂きたい」とおっしゃって
いました。
　まさにおっしゃるとおりであります。私たちは５年
先10年先、20年50年先、そして100年の長いスパンで
ロータリーを考えなければなりません。

　井戸敏三兵庫県知事と片山
しょうぞう

象三西脇市長から地域に
根差す私たちのロータリー活動に応援のメッセージを
頂きました。

　また、読売ジャイアンツの桑田真澄様は投手チーフ
コーチ補佐という要職にありながら、約束していたか
らとわざわざ神戸までお越し下さり、「試練は人を磨
く」という正に私たちが直面している大きな課題につ
いて、貴重なお話を聴かせてくださいました。
　甲子園で活躍しておられた高校球児のイメージ、
ジャイアンツやメジャーリーグでのご活躍、現役プレ
イヤーを退かれてからは、早稲田大学、東京大学で学
びの場を得られるなど常に前を向きながら、そして、
少年の頃から考えながら野球をしておられたというこ
とをお聞きしました。コーチは伴走者であるとの基本
的な考えが、指導者としての力を培ってこられた原点
であると感じました。
　いつの時代においても一つ一つの思いを形にしてゆ
かれた生き様、人生観をお聴きすることができ感動致
しました。
　母上の「あきらめてはいけない。何かいい方法がある
はずだ」という言葉は、今の私たちに向けられた言葉
でもあります。

　さて、髙瀬ガバナーが、限られた困難な状況の中
で、多くの工夫をされ、定められた内容をしっかり盛
り込み、見事に地区大会を成功裏に終えられましたこ
とに心から感謝申し上げ、尊敬の念を禁じえません。

　直接お目にかかることができなかった地区内外の
ロータリアンの皆さまがパソコンの画面の向こうでご
出席くださいましたことにも大きな感謝を述べさせて
頂きます。

　髙瀬ガバナーは、この地区大会を通じて、私たち
ロータリアンにビジョンと勇気を与えて下さいまし
た。ロータリーの名の下に友情に満ちた平和な日々が
築かれることを祈ってやみません。

　地区大会を成功裏に終えられましたこと、本当にお
めでとうございました。
　今後とも私たちロータリアンを導いて下さいますよ
うよろしくお願い申し上げます。

　ありがとうございました。

直前 RI 理事
ロータリー財団管理委員会
特別アドバイザー

（姫　路）
三木　明

〔所　感〕
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　皆さま　こんにちは。
　ご紹介いただきました三木明でございます。
　所感と申しますより、お祝いと感謝の言葉を述べさ
せて頂きます。

　日本にロータリーが誕生して100年を迎えるこの大き
な節目の年に国際ロータリー第2680地区髙瀬英夫ガバ
ナーが、無事にその大きな役割のひとつである地区大会
を開催されましたこと、心からお祝い申し上げます。

　新型コロナウィルス蔓延という大きな試練の中で、
オンラインという新しい方法で、無事に成功裏に成し
遂げられたことに心から敬意を表し、私たちを守ろう
として下さったことに心から感謝申し上げます。

　髙瀬ガバナー、井村
しょうしん

正身大会実行委員長はじめ、ホ
ストクラブである西脇ロータリークラブの皆さまが知
恵を絞り、会員の皆さまの安全を第一に考え、しかも
実のある地区大会を開催しようという熱意がひしひし
と伝わってまいりました。

　ホルガー・クナーク国際ロータリー会長は、世界の
ロータリアンとローターアクターに向けて“Rotary 
Opens Opportunities”「ロータリーは機会の扉を開く」
という会長テーマを掲げられました。
　この厳しい状況の中でも私たちロータリーの中核的
価値観を見直し、ロータリーの持つ魅力を再認識して
ほしいと語っておられます。

　それを受けて、国際ロータリー第2750地区東京飛火
野ロータリークラブの水野功パストガバナーご夫妻を
会長ご夫妻の代理として私たちの地区に派遣して下さ
り、皆様にRI会長のテーマを語り、多くのロータリア
ン、ローターアクターに未来の夢を語ってほしいと
願っておられました。

　髙瀬ガバナーは、水野様ご夫妻にこのパンデミック
の状況の中でわざわざ東京から神戸にお越し頂き、万
一ご健康を害することがあっては申し訳ないと、苦渋
の決断をされました。
　水野様は、それに応えて、直接皆様とお目にかかる
ことはできないが、何とかクナーク会長のメッセージ
を伝え、会長代理としての役割を果たし、会長の思い
を伝えたいとお考え下さり、ビデオメッセージをお届
けくださいました。
　RI理事会やロータリー財団管理委員会の報告をはじ
めとして、国際ロータリーの現況をつぶさにご報告下
さり、ロータリーが発展するための方向性についての
ご指導を頂きました。
　おかげさまで私たちは、友情の扉を開くことがで
き、髙瀬ガバナーの「次の100（飛躍）年に向けて　
ビジョンを語り、掲げよう」という言葉に応えて下さ
り、力を与えて下さいました。
　水野会長代理、本当にありがとうございました。
　この「次の100（飛躍）年に向けて　ビジョンを語
り、掲げよう」との大会テーマは、髙瀬ガバナーの
ウィットにとんだ素晴らしいテーマで、思わず笑いが
こみ上げ、心が穏やかになり、嬉しくなりました。

　地区大会では、多くの特別委員会が開かれ、会長・
幹事会も滞りなく開催されました。
　髙瀬ガバナーは、会長幹事の皆さまに「５年後、10
年後の皆さんのクラブがどうなっているのか、今から
しっかりビジョンを考えて頂きたい」とおっしゃって
いました。
　まさにおっしゃるとおりであります。私たちは５年
先10年先、20年50年先、そして100年の長いスパンで
ロータリーを考えなければなりません。

　井戸敏三兵庫県知事と片山
しょうぞう

象三西脇市長から地域に
根差す私たちのロータリー活動に応援のメッセージを
頂きました。

　また、読売ジャイアンツの桑田真澄様は投手チーフ
コーチ補佐という要職にありながら、約束していたか
らとわざわざ神戸までお越し下さり、「試練は人を磨
く」という正に私たちが直面している大きな課題につ
いて、貴重なお話を聴かせてくださいました。
　甲子園で活躍しておられた高校球児のイメージ、
ジャイアンツやメジャーリーグでのご活躍、現役プレ
イヤーを退かれてからは、早稲田大学、東京大学で学
びの場を得られるなど常に前を向きながら、そして、
少年の頃から考えながら野球をしておられたというこ
とをお聞きしました。コーチは伴走者であるとの基本
的な考えが、指導者としての力を培ってこられた原点
であると感じました。
　いつの時代においても一つ一つの思いを形にしてゆ
かれた生き様、人生観をお聴きすることができ感動致
しました。
　母上の「あきらめてはいけない。何かいい方法がある
はずだ」という言葉は、今の私たちに向けられた言葉
でもあります。

　さて、髙瀬ガバナーが、限られた困難な状況の中
で、多くの工夫をされ、定められた内容をしっかり盛
り込み、見事に地区大会を成功裏に終えられましたこ
とに心から感謝申し上げ、尊敬の念を禁じえません。

　直接お目にかかることができなかった地区内外の
ロータリアンの皆さまがパソコンの画面の向こうでご
出席くださいましたことにも大きな感謝を述べさせて
頂きます。

　髙瀬ガバナーは、この地区大会を通じて、私たち
ロータリアンにビジョンと勇気を与えて下さいまし
た。ロータリーの名の下に友情に満ちた平和な日々が
築かれることを祈ってやみません。

　地区大会を成功裏に終えられましたこと、本当にお
めでとうございました。
　今後とも私たちロータリアンを導いて下さいますよ
うよろしくお願い申し上げます。

　ありがとうございました。

直前 RI 理事
ロータリー財団管理委員会
特別アドバイザー

（姫　路）
三木　明

〔所　感〕

本　会　議
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RIロータリー会長特別賞
　　加古川中央
　　甲　子　園
　　篠　　　山
　　西　　　脇

RIロータリー賞
　　姫　路　南

ロータリー財団年次寄付　１人当たり寄付額　上位3クラブ
　　西　　　脇
　　宝　塚　中
　　姫　　　路

ロータリー財団年次寄付　寄付額　上位3クラブ
　　姫　　　路
　　神　　　戸
　　西　　　脇

100％ロータリー財団寄付クラブ
　正会員全員が寄付分類に関わらず少なくとも25ドルの寄付をして、（一人当たりの平均寄付額が100ドルに達しているクラブ ）
　　川　　　西
　　伊 丹 有 明
　　川西猪名川
　　西　　　宮
　　芦　　　屋
　　甲　子　園
　　西 宮 夙 川
　　西宮恵美寿
　　篠　　　山
　　柏　　　原
　　宝塚武庫川
　　宝　塚　中
　　神　戸　南
　　神 戸 六 甲
　　加　古　川
　　加古川中央
　　高 砂 青 松
　　加古川平成
　　小 野 加 東
　　西　　　脇
　　赤　　　穂
　　龍　　　野
　　香　　　住
　　豊岡円山川

Every Rotarian, Every Year クラブ
　正会員全員が年次基金へ少なくとも25ドルの寄付をして、（一人当たりの年次基金平均寄付額が100ドルに達しているクラブ ）
　　伊 丹 有 明
　　西　　　宮
　　芦　　　屋
　　甲　子　園
　　西宮恵美寿
　　篠　　　山
　　柏　　　原
　　宝　塚　中
　　神　戸　南
　　神 戸 六 甲
　　加　古　川
　　加古川中央
　　加古川平成
　　小 野 加 東
　　西　　　脇
　　龍　　　野
　　香　　　住
　　豊岡円山川

アーチ・クランフ・ソサエティ

　　宝塚武庫川 大室　　イ�
　　神 戸 西 神 丸尾　研一
　　姫　　　路 三木　　明

メジャードナー

　　西　　　脇 髙瀬　英夫

ポール・ハリス・ソサエティ

　　尼　崎　東 小坂　圭一
　　神　　　戸 井植　貞雄
　　神　戸　西 矢坂　誠徳
　　神 戸 須 磨 橋本　一豊
　　神 戸 西 神 河合　敏三　　丸尾　研一
　　姫　　　路 三木　　明

ベネファクター

　　芦　　　屋 天王寺谷貴
　　甲　子　園 隔山　泰三
　　神 戸 東 灘 横田　勝年
　　明　石　東 日下　孝明

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

　　尼　　　崎 吉田　啓方
　　尼　崎　北 苅田孝太郎
　　尼　崎　東 小坂　圭一　　西川　一正
　　尼　崎　西 浦上　博隆
　　尼　崎　南 平井　昌夫　　山本　　澄
  黒田　佳治
　　尼　崎　中 石井三企男　　佐茂　省治
　　川　　　西 北　政十郎
　　伊 丹 有 明 藤井　良夫　　安井　武義
　　川西猪名川 秋田　　納　　藤本　幸男
  木曽　賢造　　岡　　康栄
  富山　要介
　　西　　　宮 犬塚　雅晴　　日高　　厚 
  松田　　隆　　村尾　茂雄
  長沼　隆弘　　太田　　博
　　　　　　　 品川　和隆　　竹内　　修
  辰馬　章夫　　藤堂　勝巳
　　芦　　　屋 比屋根　毅　　堀　真一郎
  笠谷　修造　　河原　俊幸
  松村　　哲　　三宅　康雄
　　　　　　　 長井　敏彦　　永井　　譲
  中　　俊介　　中尾　宣夫
  二木　英徳　　岡本　英三
　　  里深　久起　　杉山　清和
  田房　宏之　　髙橋　卓志
  天王寺谷貴　　植田　英規
　　　　　　　 山田　正雄　　山平　孝一

　　芦　　　屋 山村　惠造　　山西　康司
　　甲　子　園 天羽　公夫　　井上　薫嘉
  隔山　泰三
　　西宮恵美寿 菊池　英彰
　　篠　　　山 圓増　亮介　　堀　　成志
  大見　春樹　　吉田　英昭
　　柏　　　原 足立　成人　　岸田　好史
  上月　靖史　　森田　茂樹
  荻野　富雄　　大槻　祥三
　　　　　　　 坂谷　高義　　佐久間正昭
  篠倉　庸良　　髙橋　利明
  田中　　潔　　冨田　博重
　　　　　　　 梅澤　正義　　山名　純吾
  柳川　拓三　　吉住　俊一
　　宝　塚　中 古川　彰治　　蓮尾　春輝
  堀　　弘二　　桑田　昭世
  森信　静治　　大西　利哉
　　　　　　　 阪上　栄樹　　田辺朱希美
  山本章太郎
　　神　　　戸 後藤　　武　　原　　恭平
  広瀬　　努　　小曽根佳生
  森本　泰暢　　中林　　淳
　　　　　　　 椿原　成治　　土橋　達生
  植村　武雄　　山邑太左衛門
  行吉　誠之　　横山　政夫
　　神　戸　東 井元　憲生　　中井　章詞
  西村　太一　　須藤　雄二
  吉田　　茂　　吉田　建美
　　神 戸 東 灘 舟元美智子　　苦瓜　顕一
  和田　孫博
　　神　戸　南 本田　裕貴　　田中浩一朗
  飯田　健一　　井上　　優
　　神 戸 六 甲 藤井　佳朗
　　神　戸　西 矢坂　誠徳　　山口　　宰
　　神 戸 西 神 藤丸　信吾
　　神　戸　中 岩﨑　重曉
　　明　石　東 灰野　信彦　　伊藤　勝晧
  森　　顕三
　　明　石　北 成田　光繁
　　高　　　砂 伊地知正治　　桂田　重信
  大村　泰司
　　加　古　川 神木　　董　　西川　隆雄
  大庫　典雄　　大西　壯司
  上木　義信
　　加古川中央 春木　英行　　井本　陽介
  上月　和洋　　髙山　昭則
  内木場　徹　　羽原　正善
　　　　　　　 山谷　　光
　　加古川平成 桃尾　直之
　　高 砂 青 松 菱田　克己　　庄司　　武
  嶋谷　拓雄　　矢野　　聡
　　三　　　木 前田　静也　　坂井　幸嗣

　　小 野 加 東 平尾　博之　　井上　　了
  小西　龍機
　　北　　　条 安達　　功　　堀井　幸恭
　　西　　　脇 藤本　武彦　　髙瀬　英夫
　　三木みどり 間瀬　　清
　　淡 路 三 原 宮本　圭介　　山崎　正二
　　津　　　名 川端　英雄　　曽山　信彦
　　姫　　　路 英　　和夫　　穂積洋一郎
  城　　　守
　　姫　路　南 小山　　恒　　中村　滋彦
  岡本　哲侍　　髙島　　暢
  柳川　芳廣
　　姫　路　西 岸元　善之　　関本　盛男
　　姫　路　東 増田　泰之　　村越　紀一
  篠原　正泰　　梅岡　一晴
  山根　　章
　　神　　　崎 小林　正一　　中塚　昌利
　　相　　　生 阿賀　慶彦　　森田　文藏
  大川　幸矩　　大西　恒祐
  田口　晴喜

ポール・ハリス・フェロー

　　尼　　　崎 森實　啓治　　西良　耕一
　　尼　崎　東 高山　恒夫
　　尼　崎　南 池邉　善夫　　山中　潤一
　　伊　　　丹 山村　幸生
　　西　　　宮 坂戸　秀彰
　　芦　　　屋 新井　康夫　　井上　　晋
  加納　真治　　駒井　陽次
  近藤　誠人　　前田雄一郎
　　　　　　　 二川　昌也　　岡　三千彦
  酒本　藤雄　　下元　高文
  杉原　　努　　田巻不二夫
　　　　　　　 寺澤　幸祐
　　篠　　　山 片山　　覚　　木戸　彰博
  小田垣　昇
　　柏　　　原 足立　秀文　　足立　　均
  荒樋　榮晋　　坂東　隆弘
  井上　雅仁　　菊本　裕三
　　　　　　　 松本　武彦　　荻野　泰男
  岡林　利幸　　坂本　　浩
  土田　博幸　　余田　亮一
　　宝塚武庫川 足立　英基
　　神　　　戸 池原　伸直　　永吉　一郎
  中院　達也　　山本　俊一
　　神　戸　南 大森　基樹　　畑中　宏之
  梶原　政美　　石井　将治
  髙田　光幸
　　神　戸　東 則岡　弘士
　　神 戸 東 灘 池尾　浩之
　　神　戸　西 飯田美奈子
　　神戸モーニング 門脇　正英

　　明　石　東 岡田　良平
　　加古川中央 石野　和也　　兼松　和功
  永井　敏幸　　田端　和彦
  玉川　英樹
　　高 砂 青 松 青柳　　淳　　櫻井　宣孝
　　北　　　条 長谷川龍光
　　三木みどり 戸田　和英
　　淡 路 三 原 岡田　英明
　　津　　　名 原田　順造
　　南　淡　路 南岳　利英
　　姫　路　南 有川　裕之　　髙谷　宗治
  蔦　　明憲
　　姫　路　西 三宅　　敬
　　姫　路　東 橋本　雅彦　　前川　隆嗣
  薮口　　保　　原田　博章
　　相　　　生 江見　重人　　長谷川和正
  岡田　佳也
　　龍　　　野 一色かつみ
　　上 郡 佐 用 小林　　健
　　生　　　野 一宮　英樹
　　和　田　山 世登　道徳

米山寄付認証クラブ
・4千万円達成クラブ
　　加　古　川
・3千万円達成クラブ
　　神 戸 須 磨

米山功労クラブ （　）内は表彰回数
　　尼　崎　東 （17）
　　尼　崎　西 （33）
　　尼　崎　南 （17）
　　川　　　西 （16）
　　伊 丹 有 明 （27）
　　芦　屋　川 （22）
　　篠　　　山 （29）
　　宝塚武庫川 （18）
　　神　　　戸 （44）（45）
　　神　戸　東 （29）
　　神 戸 須 磨 （23）
　　神 戸 西 神 （17）（18）
　　加　古　川 （29）
　　加古川中央 （25）
　　高 砂 青 松 （27）
　　加古川平成 （16）
　　三　　　木 （24）
　　小 野 加 東 （27）
　　北　　　条 （13）
　　西　　　脇 （15）

　　洲　　　本 （20）
　　淡 路 三 原 （15）
　　姫　　　路 （32）
　　姫　路　南 （51）
　　姫　路　東 （43）
　　赤　　　穂 （21）
　　相　　　生 （16）
　　豊　　　岡 （19）
　　豊岡円山川 （8）

米山功労者メジャードナー（第10回以上）

　　伊 丹 有 明 北里　桂一（12）
　　篠　　　山 小南　稔彦（18）（19）
　　宝塚武庫川 大室　　イ�（28～31）
　　神 戸 六 甲 山本　秀憲（15） 久保田梅継（11）
　　　　　　　 坂部　典生（11）
　　神 戸 須 磨 橋本　一豊（18）
　　神 戸 西 神 丸尾　研一（60） 河合　敏三（14）
　　　　　　　 鈴木　一史（12） 吉川　孝郎（12）
　　三　　　木 宮永　昌明（14）
　　小 野 加 東 増村　道雄（13）
　　西　　　脇 井村　正身（16）
　　洲　　　本 中村　尚義（13）
　　姫　路　南 髙島　　暢（11）

米山功労者マルチプル（第2回～第9回）

　　尼　　　崎 近藤　　清（3）
　　尼　崎　北 猿丸　禎男（4） 武本　正照（4）
　　　　　　　 宮本　　毅（2）
　　尼　崎　東 内藤　成敞（4） 森本　吉昭（2）
　　尼　崎　西 伊藤　興喜（9） 野村　英雄（8）
　　　　　　　 福本　誠悟（2）
　　尼　崎　南 武田　俊彦（6） 山本　　澄（5）
　　　　　　　 黒田　佳治（4） 池邉　善夫（3）
　　　　　　　 内藤　吉子（3） 平井　昌夫（2）
　　伊　　　丹 池信　秀明（5） 中山　行夫（2）
　　川　　　西 北川　博崇（6） 三宅　圭一（2）
　　　　　　　 芝田　一夫（2）
　　伊 丹 有 明 池永　明義（8）（9）
　　川西猪名川 藤岡　良二（4）
　　西　　　宮 瀬戸　　徹（2）
　　篠　　　山 河合　岳雄（3）
　　宝塚武庫川 西村　利秋（2） 奥西　　要（2）
　　神　　　戸 後藤　　武（5） 大久保裕晴（2）
　　　　　　　 寺本　　督（2）
　　神　戸　東 佐井　奇正（5） 川崎　元男（2）
　　　　　　　 三野　哲治（2）
　　神 戸 東 灘 和田　孫博（6） 舟元美智子（4）
　　神 戸 六 甲 東　　國隆（9）
　　神 戸 ベ イ 老田新一郎（3） 吉田　基毅（3）
　　　　　　　 渡部　　健（2）
　　神 戸 須 磨 大内　晋二（7） 益子　和久（5）

　　神 戸 須 磨 門田　敬造（5）
　　神 戸 垂 水 善國　高豊（7）
　　神 戸 西 神 池田　實行（6） 今田　学志（5）
　　　　　　　 工藤　涼二（5） 鶴井　孝文（3）
　　　　　　　 藤丸　信吾（2） 伊藤　幸美（2）
　　　　　　　 西藤　隆弘（2） 折戸　善信（2）
　　　　　　　 田中　康之（2）
　　神　戸　中 河南　和幸（2）
　　明　石　東 佐々木志朗（4）
　　加　古　川 橋本　眞人（3） 大山　重勝（2）
　　加古川中央 三村　浩之（5） 多木　有一（4）
　　　　　　　 高山　昭則（3）
　　高 砂 青 松 澤田　孝彦（4）
　　三　　　木 坂井　幸嗣（4） 堀田　康郎（3）
　　小 野 加 東 富田　悠介（7） 松井　英樹（5）
　　　　　　　 永井　岩夫（4） 北野　達郎（3）
　　西　　　脇 藤本　武彦（8） 永谷　　敏（2）
　　　　　　　 矢納　利夫（2）
　　洲　　　本 秦　紳一郎（4）
　　淡 路 三 原 宮本　圭介（5） 瀧口　　洋（3）
　　津　　　名 川端　英雄（4） 伊木　敏和（2）
　　姫　　　路 宮本　　茂（2）
　　姫　路　南 柳川　芳廣（8） 小原　直人（6）
　　　　　　　 和田　長平（6） 梅本　伸昌（4）
　　姫　路　東 濵田　長伸（9） 堀江　徹成（2）
　　　　　　　 和田　　正（2）
　　神　　　崎 中塚　昌利（3）
　　赤　　　穂 井本　学明（2）
　　相　　　生 半田　　齊（4） 阿賀　慶彦（3）
　　　　　　　 栗尾　重德（2） 湊　　邦弘（2）
　　　　　　　 大川　幸矩（2） 大西　恒祐（2）
　　龍　　　野 森崎　嘉章（4） 永富　　靖（2）
　　上 郡 佐 用 井口　洋子（4）（5）

第1回米山功労者

　　尼　崎　東 礒田　雅司　　中田　雄久
　　尼　崎　西 住山　利恵　　髙野　克洋
  玉田　知規
　　川　　　西 神田　良一
　　西　　　宮 早瀬　利典　　松田　　隆
  中島　　清　　小渕　博之
  津久井　進
　　芦　　　屋 酒本　藤雄
　　甲　子　園 隔山　泰三
　　神　　　戸 福井　　要　　木村　卓哉
  西本　誠實　　高岡　浩三
　　神　戸　東 神田　孝平　　工藤　泰孝
  植村　浩史
　　神 戸 東 灘 池尾　浩之　　横田　勝年
　　神 戸 ベ イ 須藤　仁一
　　神 戸 西 神 森本　毅司
　　神戸モーニング 門脇　正英

　　明　石　東 三木　基司　　阪田　真也
  瀨川勝太郎　　岡田　良平
  大森　喜和
　　明　石　北 濱端　　俊　　岡田　芳男
　　加　古　川 吉田　実盛
　　加古川中央 濱田　宏晃　　井上　孝明
  山谷　　光
　　高 砂 青 松 松下　和雄
　　三　　　木 岡田　紹宏
　　小 野 加 東 田中　隆夫
　　北　　　条 岸本　正三　　内藤　正風
  仲田　五郎　　塩谷　耕司
  高橋　清文　　田中　俊宏
　　西　　　脇 金田　　実　　園田　純也
　　津　　　名 谷村　克也　　吉村　秀樹
　　あわじ中央 小浜　博紀
　　姫　路　南 蔦　　明憲
　　姫　路　西 北野　華織
　　姫　路　東 前川　隆嗣　　原田　博章
　　赤　　　穂 木虎　知己
　　豊　　　岡 川端　　強

準米山功労者（3万）

　　尼　崎　北 河原　顕誓　　富永　和慶
　　尼　崎　南 近藤　教敏　　島谷　　太
  杉村　英明　　越智　有一
　　西　　　宮 難波　光義　　坂戸　秀彰
　　西 宮 夙 川 松元　秀人　　松浦　康裕
　　神　　　戸 大和　陽二　　一瓢　　豊
  野澤　俊也　　尾野　俊二
  清水　規裕　　須藤　昭彦
　　　　　　　 山下　浩一
　　神 戸 東 灘 井上　勝正
　　明　石　東 松田　洋子　　宮崎　年容
　　加　古　川 平崎　泰彦　　髙見　徳男
　　加古川中央 兼松　和功　　三宅　伸介
  永井　敏幸　　玉川　英樹
　　加古川平成 網本　徹也　　藤田　一郎
  榊　　　誠　　鈴木　勝博
　　三　　　木 神澤　秀和　　河原　秀行
  松岡　丈二　　横尾加名子
　　小 野 加 東 藤原　篤司　　大橋　俊夫
  渡瀬　直哉
　　北　　　条 小田　岳人
　　姫　路　東 酒居　啓介

【50年ロータリー在籍】
　　尼　崎　西 田中　　毅
　　神　　　戸 松岡　通夫
　　神　戸　東 木下　　健　　小倉　宗夫
  執行　英毅
　　明　石　東 柏木　善平
　　北　　　条 西村　道也
　　姫　　　路 小倉　伸郎
　　龍　　　野 進藤　栄六

100％連続出席
【50年連続出席】
　　明　石　東 柏木　善平
　　北　　　条 西村　道也

【45年連続出席】
　　尼　崎　東 中井　　洋
　　加古川中央 川西　正廣
　　姫　路　東 濱田　長信
　　豊岡円山川 細川　　満

【40年連続出席】
　　尼　崎　北 村田　　守
　　柏　　　原 梅澤　正義
　　姫　路　東 森原啓一郎

【35年連続出席】
　　尼　崎　東 喜多　　敬
　　甲　子　園 井上　晃一
　　加　古　川 松﨑　正俊
　　西　　　脇 圓井　悦二
　　洲　　　本 井口　昌亮
　　南　淡　路 高見　慶彦　　竹谷　重弘
　　姫　路　西 野瀬　　操
　　姫　路　東 梅岡　一晴
　　豊岡円山川 生駒　和雄

【30年連続出席】
　　尼　崎　北 金澤　悦男
　　尼　崎　南 武田　俊彦
　　伊丹昆陽池 石橋　安雄
　　芦　屋　川 片岡　三朗　　寺内　設昭
　　神 戸 西 神 鶴井　孝文
　　明　石　東 山根　金造
　　高　　　砂 山名　克典
　　加古川中央 大西　隆二
　　北　　　条 原　　平和　　神田　哲茂
  定行　敏弘
　　西　　　脇 藤原　悦男
　　豊　　　岡 樫本　博光

【25年連続出席】

　　篠　　　山 小山　芳弘
　　神 戸 垂 水 鷲尾　太一
　　明　石　東 柏木　喜義　　伊藤　勝晧
  瀨川勝太郎
　　高　　　砂 覚野　成広　　片嶋　純雄
  信原　智彦
　　加　古　川 枝川　潤一　　米田　雅人
　　西　　　脇 藤本　武彦
　　姫　路　南 土井　達也　　壺阪　嘉彦
　　姫　路　東 久内麻佐行
　　神　　　崎 橋本新一郎　　小林　正一
　　赤　　　穂 井本　学明
　　相　　　生 大西　賢一
　　龍　　　野 谷口　幸三

【20年連続出席】

　　尼　崎　北 宮本　　毅
　　尼　崎　中 勝本　敏広
　　伊 丹 有 明 備藤　晋二
　　西　　　宮 犬塚　雅晴
　　篠　　　山 畑　　一弥
　　柏　　　原 髙橋　利明
　　神　　　戸 今津　由雄　　松岡　泰生
  太田　雅勝
　　神 戸 須 磨 宇賀　浩生
　　明　石　東 薮田　亘康
　　高　　　砂 中野　哲郎
　　加古川中央 宇田川　隆
　　小 野 加 東 北野　達郎
　　西　　　脇 大西　義文
　　津　　　名 伊木　敏和
　　神　　　崎 久斗　譲二　　渡邊　雅文

ロータリー財団への寄付

〔2019-20年度〕（対象期間：2019年7月1日～2020年6月30日）

RI表彰

ロータリー財団表彰

表　彰
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RIロータリー会長特別賞
　　加古川中央
　　甲　子　園
　　篠　　　山
　　西　　　脇

RIロータリー賞
　　姫　路　南

ロータリー財団年次寄付　１人当たり寄付額　上位3クラブ
　　西　　　脇
　　宝　塚　中
　　姫　　　路

ロータリー財団年次寄付　寄付額　上位3クラブ
　　姫　　　路
　　神　　　戸
　　西　　　脇

100％ロータリー財団寄付クラブ
　正会員全員が寄付分類に関わらず少なくとも25ドルの寄付をして、（一人当たりの平均寄付額が100ドルに達しているクラブ ）
　　川　　　西
　　伊 丹 有 明
　　川西猪名川
　　西　　　宮
　　芦　　　屋
　　甲　子　園
　　西 宮 夙 川
　　西宮恵美寿
　　篠　　　山
　　柏　　　原
　　宝塚武庫川
　　宝　塚　中
　　神　戸　南
　　神 戸 六 甲
　　加　古　川
　　加古川中央
　　高 砂 青 松
　　加古川平成
　　小 野 加 東
　　西　　　脇
　　赤　　　穂
　　龍　　　野
　　香　　　住
　　豊岡円山川

Every Rotarian, Every Year クラブ
　正会員全員が年次基金へ少なくとも25ドルの寄付をして、（一人当たりの年次基金平均寄付額が100ドルに達しているクラブ ）
　　伊 丹 有 明
　　西　　　宮
　　芦　　　屋
　　甲　子　園
　　西宮恵美寿
　　篠　　　山
　　柏　　　原
　　宝　塚　中
　　神　戸　南
　　神 戸 六 甲
　　加　古　川
　　加古川中央
　　加古川平成
　　小 野 加 東
　　西　　　脇
　　龍　　　野
　　香　　　住
　　豊岡円山川

アーチ・クランフ・ソサエティ

　　宝塚武庫川 大室　　イ�
　　神 戸 西 神 丸尾　研一
　　姫　　　路 三木　　明

メジャードナー

　　西　　　脇 髙瀬　英夫

ポール・ハリス・ソサエティ

　　尼　崎　東 小坂　圭一
　　神　　　戸 井植　貞雄
　　神　戸　西 矢坂　誠徳
　　神 戸 須 磨 橋本　一豊
　　神 戸 西 神 河合　敏三　　丸尾　研一
　　姫　　　路 三木　　明

ベネファクター

　　芦　　　屋 天王寺谷貴
　　甲　子　園 隔山　泰三
　　神 戸 東 灘 横田　勝年
　　明　石　東 日下　孝明

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

　　尼　　　崎 吉田　啓方
　　尼　崎　北 苅田孝太郎
　　尼　崎　東 小坂　圭一　　西川　一正
　　尼　崎　西 浦上　博隆
　　尼　崎　南 平井　昌夫　　山本　　澄
  黒田　佳治
　　尼　崎　中 石井三企男　　佐茂　省治
　　川　　　西 北　政十郎
　　伊 丹 有 明 藤井　良夫　　安井　武義
　　川西猪名川 秋田　　納　　藤本　幸男
  木曽　賢造　　岡　　康栄
  富山　要介
　　西　　　宮 犬塚　雅晴　　日高　　厚 
  松田　　隆　　村尾　茂雄
  長沼　隆弘　　太田　　博
　　　　　　　 品川　和隆　　竹内　　修
  辰馬　章夫　　藤堂　勝巳
　　芦　　　屋 比屋根　毅　　堀　真一郎
  笠谷　修造　　河原　俊幸
  松村　　哲　　三宅　康雄
　　　　　　　 長井　敏彦　　永井　　譲
  中　　俊介　　中尾　宣夫
  二木　英徳　　岡本　英三
　　  里深　久起　　杉山　清和
  田房　宏之　　髙橋　卓志
  天王寺谷貴　　植田　英規
　　　　　　　 山田　正雄　　山平　孝一

　　芦　　　屋 山村　惠造　　山西　康司
　　甲　子　園 天羽　公夫　　井上　薫嘉
  隔山　泰三
　　西宮恵美寿 菊池　英彰
　　篠　　　山 圓増　亮介　　堀　　成志
  大見　春樹　　吉田　英昭
　　柏　　　原 足立　成人　　岸田　好史
  上月　靖史　　森田　茂樹
  荻野　富雄　　大槻　祥三
　　　　　　　 坂谷　高義　　佐久間正昭
  篠倉　庸良　　髙橋　利明
  田中　　潔　　冨田　博重
　　　　　　　 梅澤　正義　　山名　純吾
  柳川　拓三　　吉住　俊一
　　宝　塚　中 古川　彰治　　蓮尾　春輝
  堀　　弘二　　桑田　昭世
  森信　静治　　大西　利哉
　　　　　　　 阪上　栄樹　　田辺朱希美
  山本章太郎
　　神　　　戸 後藤　　武　　原　　恭平
  広瀬　　努　　小曽根佳生
  森本　泰暢　　中林　　淳
　　　　　　　 椿原　成治　　土橋　達生
  植村　武雄　　山邑太左衛門
  行吉　誠之　　横山　政夫
　　神　戸　東 井元　憲生　　中井　章詞
  西村　太一　　須藤　雄二
  吉田　　茂　　吉田　建美
　　神 戸 東 灘 舟元美智子　　苦瓜　顕一
  和田　孫博
　　神　戸　南 本田　裕貴　　田中浩一朗
  飯田　健一　　井上　　優
　　神 戸 六 甲 藤井　佳朗
　　神　戸　西 矢坂　誠徳　　山口　　宰
　　神 戸 西 神 藤丸　信吾
　　神　戸　中 岩﨑　重曉
　　明　石　東 灰野　信彦　　伊藤　勝晧
  森　　顕三
　　明　石　北 成田　光繁
　　高　　　砂 伊地知正治　　桂田　重信
  大村　泰司
　　加　古　川 神木　　董　　西川　隆雄
  大庫　典雄　　大西　壯司
  上木　義信
　　加古川中央 春木　英行　　井本　陽介
  上月　和洋　　髙山　昭則
  内木場　徹　　羽原　正善
　　　　　　　 山谷　　光
　　加古川平成 桃尾　直之
　　高 砂 青 松 菱田　克己　　庄司　　武
  嶋谷　拓雄　　矢野　　聡
　　三　　　木 前田　静也　　坂井　幸嗣

　　小 野 加 東 平尾　博之　　井上　　了
  小西　龍機
　　北　　　条 安達　　功　　堀井　幸恭
　　西　　　脇 藤本　武彦　　髙瀬　英夫
　　三木みどり 間瀬　　清
　　淡 路 三 原 宮本　圭介　　山崎　正二
　　津　　　名 川端　英雄　　曽山　信彦
　　姫　　　路 英　　和夫　　穂積洋一郎
  城　　　守
　　姫　路　南 小山　　恒　　中村　滋彦
  岡本　哲侍　　髙島　　暢
  柳川　芳廣
　　姫　路　西 岸元　善之　　関本　盛男
　　姫　路　東 増田　泰之　　村越　紀一
  篠原　正泰　　梅岡　一晴
  山根　　章
　　神　　　崎 小林　正一　　中塚　昌利
　　相　　　生 阿賀　慶彦　　森田　文藏
  大川　幸矩　　大西　恒祐
  田口　晴喜

ポール・ハリス・フェロー

　　尼　　　崎 森實　啓治　　西良　耕一
　　尼　崎　東 高山　恒夫
　　尼　崎　南 池邉　善夫　　山中　潤一
　　伊　　　丹 山村　幸生
　　西　　　宮 坂戸　秀彰
　　芦　　　屋 新井　康夫　　井上　　晋
  加納　真治　　駒井　陽次
  近藤　誠人　　前田雄一郎
　　　　　　　 二川　昌也　　岡　三千彦
  酒本　藤雄　　下元　高文
  杉原　　努　　田巻不二夫
　　　　　　　 寺澤　幸祐
　　篠　　　山 片山　　覚　　木戸　彰博
  小田垣　昇
　　柏　　　原 足立　秀文　　足立　　均
  荒樋　榮晋　　坂東　隆弘
  井上　雅仁　　菊本　裕三
　　　　　　　 松本　武彦　　荻野　泰男
  岡林　利幸　　坂本　　浩
  土田　博幸　　余田　亮一
　　宝塚武庫川 足立　英基
　　神　　　戸 池原　伸直　　永吉　一郎
  中院　達也　　山本　俊一
　　神　戸　南 大森　基樹　　畑中　宏之
  梶原　政美　　石井　将治
  髙田　光幸
　　神　戸　東 則岡　弘士
　　神 戸 東 灘 池尾　浩之
　　神　戸　西 飯田美奈子
　　神戸モーニング 門脇　正英

　　明　石　東 岡田　良平
　　加古川中央 石野　和也　　兼松　和功
  永井　敏幸　　田端　和彦
  玉川　英樹
　　高 砂 青 松 青柳　　淳　　櫻井　宣孝
　　北　　　条 長谷川龍光
　　三木みどり 戸田　和英
　　淡 路 三 原 岡田　英明
　　津　　　名 原田　順造
　　南　淡　路 南岳　利英
　　姫　路　南 有川　裕之　　髙谷　宗治
  蔦　　明憲
　　姫　路　西 三宅　　敬
　　姫　路　東 橋本　雅彦　　前川　隆嗣
  薮口　　保　　原田　博章
　　相　　　生 江見　重人　　長谷川和正
  岡田　佳也
　　龍　　　野 一色かつみ
　　上 郡 佐 用 小林　　健
　　生　　　野 一宮　英樹
　　和　田　山 世登　道徳

米山寄付認証クラブ
・4千万円達成クラブ
　　加　古　川
・3千万円達成クラブ
　　神 戸 須 磨

米山功労クラブ （　）内は表彰回数
　　尼　崎　東 （17）
　　尼　崎　西 （33）
　　尼　崎　南 （17）
　　川　　　西 （16）
　　伊 丹 有 明 （27）
　　芦　屋　川 （22）
　　篠　　　山 （29）
　　宝塚武庫川 （18）
　　神　　　戸 （44）（45）
　　神　戸　東 （29）
　　神 戸 須 磨 （23）
　　神 戸 西 神 （17）（18）
　　加　古　川 （29）
　　加古川中央 （25）
　　高 砂 青 松 （27）
　　加古川平成 （16）
　　三　　　木 （24）
　　小 野 加 東 （27）
　　北　　　条 （13）
　　西　　　脇 （15）

　　洲　　　本 （20）
　　淡 路 三 原 （15）
　　姫　　　路 （32）
　　姫　路　南 （51）
　　姫　路　東 （43）
　　赤　　　穂 （21）
　　相　　　生 （16）
　　豊　　　岡 （19）
　　豊岡円山川 （8）

米山功労者メジャードナー（第10回以上）

　　伊 丹 有 明 北里　桂一（12）
　　篠　　　山 小南　稔彦（18）（19）
　　宝塚武庫川 大室　　イ�（28～31）
　　神 戸 六 甲 山本　秀憲（15） 久保田梅継（11）
　　　　　　　 坂部　典生（11）
　　神 戸 須 磨 橋本　一豊（18）
　　神 戸 西 神 丸尾　研一（60） 河合　敏三（14）
　　　　　　　 鈴木　一史（12） 吉川　孝郎（12）
　　三　　　木 宮永　昌明（14）
　　小 野 加 東 増村　道雄（13）
　　西　　　脇 井村　正身（16）
　　洲　　　本 中村　尚義（13）
　　姫　路　南 髙島　　暢（11）

米山功労者マルチプル（第2回～第9回）

　　尼　　　崎 近藤　　清（3）
　　尼　崎　北 猿丸　禎男（4） 武本　正照（4）
　　　　　　　 宮本　　毅（2）
　　尼　崎　東 内藤　成敞（4） 森本　吉昭（2）
　　尼　崎　西 伊藤　興喜（9） 野村　英雄（8）
　　　　　　　 福本　誠悟（2）
　　尼　崎　南 武田　俊彦（6） 山本　　澄（5）
　　　　　　　 黒田　佳治（4） 池邉　善夫（3）
　　　　　　　 内藤　吉子（3） 平井　昌夫（2）
　　伊　　　丹 池信　秀明（5） 中山　行夫（2）
　　川　　　西 北川　博崇（6） 三宅　圭一（2）
　　　　　　　 芝田　一夫（2）
　　伊 丹 有 明 池永　明義（8）（9）
　　川西猪名川 藤岡　良二（4）
　　西　　　宮 瀬戸　　徹（2）
　　篠　　　山 河合　岳雄（3）
　　宝塚武庫川 西村　利秋（2） 奥西　　要（2）
　　神　　　戸 後藤　　武（5） 大久保裕晴（2）
　　　　　　　 寺本　　督（2）
　　神　戸　東 佐井　奇正（5） 川崎　元男（2）
　　　　　　　 三野　哲治（2）
　　神 戸 東 灘 和田　孫博（6） 舟元美智子（4）
　　神 戸 六 甲 東　　國隆（9）
　　神 戸 ベ イ 老田新一郎（3） 吉田　基毅（3）
　　　　　　　 渡部　　健（2）
　　神 戸 須 磨 大内　晋二（7） 益子　和久（5）

　　神 戸 須 磨 門田　敬造（5）
　　神 戸 垂 水 善國　高豊（7）
　　神 戸 西 神 池田　實行（6） 今田　学志（5）
　　　　　　　 工藤　涼二（5） 鶴井　孝文（3）
　　　　　　　 藤丸　信吾（2） 伊藤　幸美（2）
　　　　　　　 西藤　隆弘（2） 折戸　善信（2）
　　　　　　　 田中　康之（2）
　　神　戸　中 河南　和幸（2）
　　明　石　東 佐々木志朗（4）
　　加　古　川 橋本　眞人（3） 大山　重勝（2）
　　加古川中央 三村　浩之（5） 多木　有一（4）
　　　　　　　 高山　昭則（3）
　　高 砂 青 松 澤田　孝彦（4）
　　三　　　木 坂井　幸嗣（4） 堀田　康郎（3）
　　小 野 加 東 富田　悠介（7） 松井　英樹（5）
　　　　　　　 永井　岩夫（4） 北野　達郎（3）
　　西　　　脇 藤本　武彦（8） 永谷　　敏（2）
　　　　　　　 矢納　利夫（2）
　　洲　　　本 秦　紳一郎（4）
　　淡 路 三 原 宮本　圭介（5） 瀧口　　洋（3）
　　津　　　名 川端　英雄（4） 伊木　敏和（2）
　　姫　　　路 宮本　　茂（2）
　　姫　路　南 柳川　芳廣（8） 小原　直人（6）
　　　　　　　 和田　長平（6） 梅本　伸昌（4）
　　姫　路　東 濵田　長伸（9） 堀江　徹成（2）
　　　　　　　 和田　　正（2）
　　神　　　崎 中塚　昌利（3）
　　赤　　　穂 井本　学明（2）
　　相　　　生 半田　　齊（4） 阿賀　慶彦（3）
　　　　　　　 栗尾　重德（2） 湊　　邦弘（2）
　　　　　　　 大川　幸矩（2） 大西　恒祐（2）
　　龍　　　野 森崎　嘉章（4） 永富　　靖（2）
　　上 郡 佐 用 井口　洋子（4）（5）

第1回米山功労者

　　尼　崎　東 礒田　雅司　　中田　雄久
　　尼　崎　西 住山　利恵　　髙野　克洋
  玉田　知規
　　川　　　西 神田　良一
　　西　　　宮 早瀬　利典　　松田　　隆
  中島　　清　　小渕　博之
  津久井　進
　　芦　　　屋 酒本　藤雄
　　甲　子　園 隔山　泰三
　　神　　　戸 福井　　要　　木村　卓哉
  西本　誠實　　高岡　浩三
　　神　戸　東 神田　孝平　　工藤　泰孝
  植村　浩史
　　神 戸 東 灘 池尾　浩之　　横田　勝年
　　神 戸 ベ イ 須藤　仁一
　　神 戸 西 神 森本　毅司
　　神戸モーニング 門脇　正英

　　明　石　東 三木　基司　　阪田　真也
  瀨川勝太郎　　岡田　良平
  大森　喜和
　　明　石　北 濱端　　俊　　岡田　芳男
　　加　古　川 吉田　実盛
　　加古川中央 濱田　宏晃　　井上　孝明
  山谷　　光
　　高 砂 青 松 松下　和雄
　　三　　　木 岡田　紹宏
　　小 野 加 東 田中　隆夫
　　北　　　条 岸本　正三　　内藤　正風
  仲田　五郎　　塩谷　耕司
  高橋　清文　　田中　俊宏
　　西　　　脇 金田　　実　　園田　純也
　　津　　　名 谷村　克也　　吉村　秀樹
　　あわじ中央 小浜　博紀
　　姫　路　南 蔦　　明憲
　　姫　路　西 北野　華織
　　姫　路　東 前川　隆嗣　　原田　博章
　　赤　　　穂 木虎　知己
　　豊　　　岡 川端　　強

準米山功労者（3万）

　　尼　崎　北 河原　顕誓　　富永　和慶
　　尼　崎　南 近藤　教敏　　島谷　　太
  杉村　英明　　越智　有一
　　西　　　宮 難波　光義　　坂戸　秀彰
　　西 宮 夙 川 松元　秀人　　松浦　康裕
　　神　　　戸 大和　陽二　　一瓢　　豊
  野澤　俊也　　尾野　俊二
  清水　規裕　　須藤　昭彦
　　　　　　　 山下　浩一
　　神 戸 東 灘 井上　勝正
　　明　石　東 松田　洋子　　宮崎　年容
　　加　古　川 平崎　泰彦　　髙見　徳男
　　加古川中央 兼松　和功　　三宅　伸介
  永井　敏幸　　玉川　英樹
　　加古川平成 網本　徹也　　藤田　一郎
  榊　　　誠　　鈴木　勝博
　　三　　　木 神澤　秀和　　河原　秀行
  松岡　丈二　　横尾加名子
　　小 野 加 東 藤原　篤司　　大橋　俊夫
  渡瀬　直哉
　　北　　　条 小田　岳人
　　姫　路　東 酒居　啓介

【50年ロータリー在籍】
　　尼　崎　西 田中　　毅
　　神　　　戸 松岡　通夫
　　神　戸　東 木下　　健　　小倉　宗夫
  執行　英毅
　　明　石　東 柏木　善平
　　北　　　条 西村　道也
　　姫　　　路 小倉　伸郎
　　龍　　　野 進藤　栄六

100％連続出席
【50年連続出席】
　　明　石　東 柏木　善平
　　北　　　条 西村　道也

【45年連続出席】
　　尼　崎　東 中井　　洋
　　加古川中央 川西　正廣
　　姫　路　東 濱田　長信
　　豊岡円山川 細川　　満

【40年連続出席】
　　尼　崎　北 村田　　守
　　柏　　　原 梅澤　正義
　　姫　路　東 森原啓一郎

【35年連続出席】
　　尼　崎　東 喜多　　敬
　　甲　子　園 井上　晃一
　　加　古　川 松﨑　正俊
　　西　　　脇 圓井　悦二
　　洲　　　本 井口　昌亮
　　南　淡　路 高見　慶彦　　竹谷　重弘
　　姫　路　西 野瀬　　操
　　姫　路　東 梅岡　一晴
　　豊岡円山川 生駒　和雄

【30年連続出席】
　　尼　崎　北 金澤　悦男
　　尼　崎　南 武田　俊彦
　　伊丹昆陽池 石橋　安雄
　　芦　屋　川 片岡　三朗　　寺内　設昭
　　神 戸 西 神 鶴井　孝文
　　明　石　東 山根　金造
　　高　　　砂 山名　克典
　　加古川中央 大西　隆二
　　北　　　条 原　　平和　　神田　哲茂
  定行　敏弘
　　西　　　脇 藤原　悦男
　　豊　　　岡 樫本　博光

【25年連続出席】

　　篠　　　山 小山　芳弘
　　神 戸 垂 水 鷲尾　太一
　　明　石　東 柏木　喜義　　伊藤　勝晧
  瀨川勝太郎
　　高　　　砂 覚野　成広　　片嶋　純雄
  信原　智彦
　　加　古　川 枝川　潤一　　米田　雅人
　　西　　　脇 藤本　武彦
　　姫　路　南 土井　達也　　壺阪　嘉彦
　　姫　路　東 久内麻佐行
　　神　　　崎 橋本新一郎　　小林　正一
　　赤　　　穂 井本　学明
　　相　　　生 大西　賢一
　　龍　　　野 谷口　幸三

【20年連続出席】

　　尼　崎　北 宮本　　毅
　　尼　崎　中 勝本　敏広
　　伊 丹 有 明 備藤　晋二
　　西　　　宮 犬塚　雅晴
　　篠　　　山 畑　　一弥
　　柏　　　原 髙橋　利明
　　神　　　戸 今津　由雄　　松岡　泰生
  太田　雅勝
　　神 戸 須 磨 宇賀　浩生
　　明　石　東 薮田　亘康
　　高　　　砂 中野　哲郎
　　加古川中央 宇田川　隆
　　小 野 加 東 北野　達郎
　　西　　　脇 大西　義文
　　津　　　名 伊木　敏和
　　神　　　崎 久斗　譲二　　渡邊　雅文

ロータリー財団への寄付

〔2019-20年度〕（対象期間：2019年7月1日～2020年6月30日）

RI表彰

ロータリー財団表彰

表　彰
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RIロータリー会長特別賞
　　加古川中央
　　甲　子　園
　　篠　　　山
　　西　　　脇

RIロータリー賞
　　姫　路　南

ロータリー財団年次寄付　１人当たり寄付額　上位3クラブ
　　西　　　脇
　　宝　塚　中
　　姫　　　路

ロータリー財団年次寄付　寄付額　上位3クラブ
　　姫　　　路
　　神　　　戸
　　西　　　脇

100％ロータリー財団寄付クラブ
　正会員全員が寄付分類に関わらず少なくとも25ドルの寄付をして、（一人当たりの平均寄付額が100ドルに達しているクラブ ）
　　川　　　西
　　伊 丹 有 明
　　川西猪名川
　　西　　　宮
　　芦　　　屋
　　甲　子　園
　　西 宮 夙 川
　　西宮恵美寿
　　篠　　　山
　　柏　　　原
　　宝塚武庫川
　　宝　塚　中
　　神　戸　南
　　神 戸 六 甲
　　加　古　川
　　加古川中央
　　高 砂 青 松
　　加古川平成
　　小 野 加 東
　　西　　　脇
　　赤　　　穂
　　龍　　　野
　　香　　　住
　　豊岡円山川

Every Rotarian, Every Year クラブ
　正会員全員が年次基金へ少なくとも25ドルの寄付をして、（一人当たりの年次基金平均寄付額が100ドルに達しているクラブ ）
　　伊 丹 有 明
　　西　　　宮
　　芦　　　屋
　　甲　子　園
　　西宮恵美寿
　　篠　　　山
　　柏　　　原
　　宝　塚　中
　　神　戸　南
　　神 戸 六 甲
　　加　古　川
　　加古川中央
　　加古川平成
　　小 野 加 東
　　西　　　脇
　　龍　　　野
　　香　　　住
　　豊岡円山川

アーチ・クランフ・ソサエティ

　　宝塚武庫川 大室　　イ�
　　神 戸 西 神 丸尾　研一
　　姫　　　路 三木　　明

メジャードナー

　　西　　　脇 髙瀬　英夫

ポール・ハリス・ソサエティ

　　尼　崎　東 小坂　圭一
　　神　　　戸 井植　貞雄
　　神　戸　西 矢坂　誠徳
　　神 戸 須 磨 橋本　一豊
　　神 戸 西 神 河合　敏三　　丸尾　研一
　　姫　　　路 三木　　明

ベネファクター

　　芦　　　屋 天王寺谷貴
　　甲　子　園 隔山　泰三
　　神 戸 東 灘 横田　勝年
　　明　石　東 日下　孝明

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

　　尼　　　崎 吉田　啓方
　　尼　崎　北 苅田孝太郎
　　尼　崎　東 小坂　圭一　　西川　一正
　　尼　崎　西 浦上　博隆
　　尼　崎　南 平井　昌夫　　山本　　澄
  黒田　佳治
　　尼　崎　中 石井三企男　　佐茂　省治
　　川　　　西 北　政十郎
　　伊 丹 有 明 藤井　良夫　　安井　武義
　　川西猪名川 秋田　　納　　藤本　幸男
  木曽　賢造　　岡　　康栄
  富山　要介
　　西　　　宮 犬塚　雅晴　　日高　　厚 
  松田　　隆　　村尾　茂雄
  長沼　隆弘　　太田　　博
　　　　　　　 品川　和隆　　竹内　　修
  辰馬　章夫　　藤堂　勝巳
　　芦　　　屋 比屋根　毅　　堀　真一郎
  笠谷　修造　　河原　俊幸
  松村　　哲　　三宅　康雄
　　　　　　　 長井　敏彦　　永井　　譲
  中　　俊介　　中尾　宣夫
  二木　英徳　　岡本　英三
　　  里深　久起　　杉山　清和
  田房　宏之　　髙橋　卓志
  天王寺谷貴　　植田　英規
　　　　　　　 山田　正雄　　山平　孝一

　　芦　　　屋 山村　惠造　　山西　康司
　　甲　子　園 天羽　公夫　　井上　薫嘉
  隔山　泰三
　　西宮恵美寿 菊池　英彰
　　篠　　　山 圓増　亮介　　堀　　成志
  大見　春樹　　吉田　英昭
　　柏　　　原 足立　成人　　岸田　好史
  上月　靖史　　森田　茂樹
  荻野　富雄　　大槻　祥三
　　　　　　　 坂谷　高義　　佐久間正昭
  篠倉　庸良　　髙橋　利明
  田中　　潔　　冨田　博重
　　　　　　　 梅澤　正義　　山名　純吾
  柳川　拓三　　吉住　俊一
　　宝　塚　中 古川　彰治　　蓮尾　春輝
  堀　　弘二　　桑田　昭世
  森信　静治　　大西　利哉
　　　　　　　 阪上　栄樹　　田辺朱希美
  山本章太郎
　　神　　　戸 後藤　　武　　原　　恭平
  広瀬　　努　　小曽根佳生
  森本　泰暢　　中林　　淳
　　　　　　　 椿原　成治　　土橋　達生
  植村　武雄　　山邑太左衛門
  行吉　誠之　　横山　政夫
　　神　戸　東 井元　憲生　　中井　章詞
  西村　太一　　須藤　雄二
  吉田　　茂　　吉田　建美
　　神 戸 東 灘 舟元美智子　　苦瓜　顕一
  和田　孫博
　　神　戸　南 本田　裕貴　　田中浩一朗
  飯田　健一　　井上　　優
　　神 戸 六 甲 藤井　佳朗
　　神　戸　西 矢坂　誠徳　　山口　　宰
　　神 戸 西 神 藤丸　信吾
　　神　戸　中 岩﨑　重曉
　　明　石　東 灰野　信彦　　伊藤　勝晧
  森　　顕三
　　明　石　北 成田　光繁
　　高　　　砂 伊地知正治　　桂田　重信
  大村　泰司
　　加　古　川 神木　　董　　西川　隆雄
  大庫　典雄　　大西　壯司
  上木　義信
　　加古川中央 春木　英行　　井本　陽介
  上月　和洋　　髙山　昭則
  内木場　徹　　羽原　正善
　　　　　　　 山谷　　光
　　加古川平成 桃尾　直之
　　高 砂 青 松 菱田　克己　　庄司　　武
  嶋谷　拓雄　　矢野　　聡
　　三　　　木 前田　静也　　坂井　幸嗣

　　小 野 加 東 平尾　博之　　井上　　了
  小西　龍機
　　北　　　条 安達　　功　　堀井　幸恭
　　西　　　脇 藤本　武彦　　髙瀬　英夫
　　三木みどり 間瀬　　清
　　淡 路 三 原 宮本　圭介　　山崎　正二
　　津　　　名 川端　英雄　　曽山　信彦
　　姫　　　路 英　　和夫　　穂積洋一郎
  城　　　守
　　姫　路　南 小山　　恒　　中村　滋彦
  岡本　哲侍　　髙島　　暢
  柳川　芳廣
　　姫　路　西 岸元　善之　　関本　盛男
　　姫　路　東 増田　泰之　　村越　紀一
  篠原　正泰　　梅岡　一晴
  山根　　章
　　神　　　崎 小林　正一　　中塚　昌利
　　相　　　生 阿賀　慶彦　　森田　文藏
  大川　幸矩　　大西　恒祐
  田口　晴喜

ポール・ハリス・フェロー

　　尼　　　崎 森實　啓治　　西良　耕一
　　尼　崎　東 高山　恒夫
　　尼　崎　南 池邉　善夫　　山中　潤一
　　伊　　　丹 山村　幸生
　　西　　　宮 坂戸　秀彰
　　芦　　　屋 新井　康夫　　井上　　晋
  加納　真治　　駒井　陽次
  近藤　誠人　　前田雄一郎
　　　　　　　 二川　昌也　　岡　三千彦
  酒本　藤雄　　下元　高文
  杉原　　努　　田巻不二夫
　　　　　　　 寺澤　幸祐
　　篠　　　山 片山　　覚　　木戸　彰博
  小田垣　昇
　　柏　　　原 足立　秀文　　足立　　均
  荒樋　榮晋　　坂東　隆弘
  井上　雅仁　　菊本　裕三
　　　　　　　 松本　武彦　　荻野　泰男
  岡林　利幸　　坂本　　浩
  土田　博幸　　余田　亮一
　　宝塚武庫川 足立　英基
　　神　　　戸 池原　伸直　　永吉　一郎
  中院　達也　　山本　俊一
　　神　戸　南 大森　基樹　　畑中　宏之
  梶原　政美　　石井　将治
  髙田　光幸
　　神　戸　東 則岡　弘士
　　神 戸 東 灘 池尾　浩之
　　神　戸　西 飯田美奈子
　　神戸モーニング 門脇　正英

　　明　石　東 岡田　良平
　　加古川中央 石野　和也　　兼松　和功
  永井　敏幸　　田端　和彦
  玉川　英樹
　　高 砂 青 松 青柳　　淳　　櫻井　宣孝
　　北　　　条 長谷川龍光
　　三木みどり 戸田　和英
　　淡 路 三 原 岡田　英明
　　津　　　名 原田　順造
　　南　淡　路 南岳　利英
　　姫　路　南 有川　裕之　　髙谷　宗治
  蔦　　明憲
　　姫　路　西 三宅　　敬
　　姫　路　東 橋本　雅彦　　前川　隆嗣
  薮口　　保　　原田　博章
　　相　　　生 江見　重人　　長谷川和正
  岡田　佳也
　　龍　　　野 一色かつみ
　　上 郡 佐 用 小林　　健
　　生　　　野 一宮　英樹
　　和　田　山 世登　道徳

米山寄付認証クラブ
・4千万円達成クラブ
　　加　古　川
・3千万円達成クラブ
　　神 戸 須 磨

米山功労クラブ （　）内は表彰回数
　　尼　崎　東 （17）
　　尼　崎　西 （33）
　　尼　崎　南 （17）
　　川　　　西 （16）
　　伊 丹 有 明 （27）
　　芦　屋　川 （22）
　　篠　　　山 （29）
　　宝塚武庫川 （18）
　　神　　　戸 （44）（45）
　　神　戸　東 （29）
　　神 戸 須 磨 （23）
　　神 戸 西 神 （17）（18）
　　加　古　川 （29）
　　加古川中央 （25）
　　高 砂 青 松 （27）
　　加古川平成 （16）
　　三　　　木 （24）
　　小 野 加 東 （27）
　　北　　　条 （13）
　　西　　　脇 （15）

　　洲　　　本 （20）
　　淡 路 三 原 （15）
　　姫　　　路 （32）
　　姫　路　南 （51）
　　姫　路　東 （43）
　　赤　　　穂 （21）
　　相　　　生 （16）
　　豊　　　岡 （19）
　　豊岡円山川 （8）

米山功労者メジャードナー（第10回以上）

　　伊 丹 有 明 北里　桂一（12）
　　篠　　　山 小南　稔彦（18）（19）
　　宝塚武庫川 大室　　イ�（28～31）
　　神 戸 六 甲 山本　秀憲（15） 久保田梅継（11）
　　　　　　　 坂部　典生（11）
　　神 戸 須 磨 橋本　一豊（18）
　　神 戸 西 神 丸尾　研一（60） 河合　敏三（14）
　　　　　　　 鈴木　一史（12） 吉川　孝郎（12）
　　三　　　木 宮永　昌明（14）
　　小 野 加 東 増村　道雄（13）
　　西　　　脇 井村　正身（16）
　　洲　　　本 中村　尚義（13）
　　姫　路　南 髙島　　暢（11）

米山功労者マルチプル（第2回～第9回）

　　尼　　　崎 近藤　　清（3）
　　尼　崎　北 猿丸　禎男（4） 武本　正照（4）
　　　　　　　 宮本　　毅（2）
　　尼　崎　東 内藤　成敞（4） 森本　吉昭（2）
　　尼　崎　西 伊藤　興喜（9） 野村　英雄（8）
　　　　　　　 福本　誠悟（2）
　　尼　崎　南 武田　俊彦（6） 山本　　澄（5）
　　　　　　　 黒田　佳治（4） 池邉　善夫（3）
　　　　　　　 内藤　吉子（3） 平井　昌夫（2）
　　伊　　　丹 池信　秀明（5） 中山　行夫（2）
　　川　　　西 北川　博崇（6） 三宅　圭一（2）
　　　　　　　 芝田　一夫（2）
　　伊 丹 有 明 池永　明義（8）（9）
　　川西猪名川 藤岡　良二（4）
　　西　　　宮 瀬戸　　徹（2）
　　篠　　　山 河合　岳雄（3）
　　宝塚武庫川 西村　利秋（2） 奥西　　要（2）
　　神　　　戸 後藤　　武（5） 大久保裕晴（2）
　　　　　　　 寺本　　督（2）
　　神　戸　東 佐井　奇正（5） 川崎　元男（2）
　　　　　　　 三野　哲治（2）
　　神 戸 東 灘 和田　孫博（6） 舟元美智子（4）
　　神 戸 六 甲 東　　國隆（9）
　　神 戸 ベ イ 老田新一郎（3） 吉田　基毅（3）
　　　　　　　 渡部　　健（2）
　　神 戸 須 磨 大内　晋二（7） 益子　和久（5）

　　神 戸 須 磨 門田　敬造（5）
　　神 戸 垂 水 善國　高豊（7）
　　神 戸 西 神 池田　實行（6） 今田　学志（5）
　　　　　　　 工藤　涼二（5） 鶴井　孝文（3）
　　　　　　　 藤丸　信吾（2） 伊藤　幸美（2）
　　　　　　　 西藤　隆弘（2） 折戸　善信（2）
　　　　　　　 田中　康之（2）
　　神　戸　中 河南　和幸（2）
　　明　石　東 佐々木志朗（4）
　　加　古　川 橋本　眞人（3） 大山　重勝（2）
　　加古川中央 三村　浩之（5） 多木　有一（4）
　　　　　　　 高山　昭則（3）
　　高 砂 青 松 澤田　孝彦（4）
　　三　　　木 坂井　幸嗣（4） 堀田　康郎（3）
　　小 野 加 東 富田　悠介（7） 松井　英樹（5）
　　　　　　　 永井　岩夫（4） 北野　達郎（3）
　　西　　　脇 藤本　武彦（8） 永谷　　敏（2）
　　　　　　　 矢納　利夫（2）
　　洲　　　本 秦　紳一郎（4）
　　淡 路 三 原 宮本　圭介（5） 瀧口　　洋（3）
　　津　　　名 川端　英雄（4） 伊木　敏和（2）
　　姫　　　路 宮本　　茂（2）
　　姫　路　南 柳川　芳廣（8） 小原　直人（6）
　　　　　　　 和田　長平（6） 梅本　伸昌（4）
　　姫　路　東 濵田　長伸（9） 堀江　徹成（2）
　　　　　　　 和田　　正（2）
　　神　　　崎 中塚　昌利（3）
　　赤　　　穂 井本　学明（2）
　　相　　　生 半田　　齊（4） 阿賀　慶彦（3）
　　　　　　　 栗尾　重德（2） 湊　　邦弘（2）
　　　　　　　 大川　幸矩（2） 大西　恒祐（2）
　　龍　　　野 森崎　嘉章（4） 永富　　靖（2）
　　上 郡 佐 用 井口　洋子（4）（5）

第1回米山功労者

　　尼　崎　東 礒田　雅司　　中田　雄久
　　尼　崎　西 住山　利恵　　髙野　克洋
  玉田　知規
　　川　　　西 神田　良一
　　西　　　宮 早瀬　利典　　松田　　隆
  中島　　清　　小渕　博之
  津久井　進
　　芦　　　屋 酒本　藤雄
　　甲　子　園 隔山　泰三
　　神　　　戸 福井　　要　　木村　卓哉
  西本　誠實　　高岡　浩三
　　神　戸　東 神田　孝平　　工藤　泰孝
  植村　浩史
　　神 戸 東 灘 池尾　浩之　　横田　勝年
　　神 戸 ベ イ 須藤　仁一
　　神 戸 西 神 森本　毅司
　　神戸モーニング 門脇　正英

　　明　石　東 三木　基司　　阪田　真也
  瀨川勝太郎　　岡田　良平
  大森　喜和
　　明　石　北 濱端　　俊　　岡田　芳男
　　加　古　川 吉田　実盛
　　加古川中央 濱田　宏晃　　井上　孝明
  山谷　　光
　　高 砂 青 松 松下　和雄
　　三　　　木 岡田　紹宏
　　小 野 加 東 田中　隆夫
　　北　　　条 岸本　正三　　内藤　正風
  仲田　五郎　　塩谷　耕司
  高橋　清文　　田中　俊宏
　　西　　　脇 金田　　実　　園田　純也
　　津　　　名 谷村　克也　　吉村　秀樹
　　あわじ中央 小浜　博紀
　　姫　路　南 蔦　　明憲
　　姫　路　西 北野　華織
　　姫　路　東 前川　隆嗣　　原田　博章
　　赤　　　穂 木虎　知己
　　豊　　　岡 川端　　強

準米山功労者（3万）

　　尼　崎　北 河原　顕誓　　富永　和慶
　　尼　崎　南 近藤　教敏　　島谷　　太
  杉村　英明　　越智　有一
　　西　　　宮 難波　光義　　坂戸　秀彰
　　西 宮 夙 川 松元　秀人　　松浦　康裕
　　神　　　戸 大和　陽二　　一瓢　　豊
  野澤　俊也　　尾野　俊二
  清水　規裕　　須藤　昭彦
　　　　　　　 山下　浩一
　　神 戸 東 灘 井上　勝正
　　明　石　東 松田　洋子　　宮崎　年容
　　加　古　川 平崎　泰彦　　髙見　徳男
　　加古川中央 兼松　和功　　三宅　伸介
  永井　敏幸　　玉川　英樹
　　加古川平成 網本　徹也　　藤田　一郎
  榊　　　誠　　鈴木　勝博
　　三　　　木 神澤　秀和　　河原　秀行
  松岡　丈二　　横尾加名子
　　小 野 加 東 藤原　篤司　　大橋　俊夫
  渡瀬　直哉
　　北　　　条 小田　岳人
　　姫　路　東 酒居　啓介

【50年ロータリー在籍】
　　尼　崎　西 田中　　毅
　　神　　　戸 松岡　通夫
　　神　戸　東 木下　　健　　小倉　宗夫
  執行　英毅
　　明　石　東 柏木　善平
　　北　　　条 西村　道也
　　姫　　　路 小倉　伸郎
　　龍　　　野 進藤　栄六

100％連続出席
【50年連続出席】
　　明　石　東 柏木　善平
　　北　　　条 西村　道也

【45年連続出席】
　　尼　崎　東 中井　　洋
　　加古川中央 川西　正廣
　　姫　路　東 濱田　長信
　　豊岡円山川 細川　　満

【40年連続出席】
　　尼　崎　北 村田　　守
　　柏　　　原 梅澤　正義
　　姫　路　東 森原啓一郎

【35年連続出席】
　　尼　崎　東 喜多　　敬
　　甲　子　園 井上　晃一
　　加　古　川 松﨑　正俊
　　西　　　脇 圓井　悦二
　　洲　　　本 井口　昌亮
　　南　淡　路 高見　慶彦　　竹谷　重弘
　　姫　路　西 野瀬　　操
　　姫　路　東 梅岡　一晴
　　豊岡円山川 生駒　和雄

【30年連続出席】
　　尼　崎　北 金澤　悦男
　　尼　崎　南 武田　俊彦
　　伊丹昆陽池 石橋　安雄
　　芦　屋　川 片岡　三朗　　寺内　設昭
　　神 戸 西 神 鶴井　孝文
　　明　石　東 山根　金造
　　高　　　砂 山名　克典
　　加古川中央 大西　隆二
　　北　　　条 原　　平和　　神田　哲茂
  定行　敏弘
　　西　　　脇 藤原　悦男
　　豊　　　岡 樫本　博光

【25年連続出席】

　　篠　　　山 小山　芳弘
　　神 戸 垂 水 鷲尾　太一
　　明　石　東 柏木　喜義　　伊藤　勝晧
  瀨川勝太郎
　　高　　　砂 覚野　成広　　片嶋　純雄
  信原　智彦
　　加　古　川 枝川　潤一　　米田　雅人
　　西　　　脇 藤本　武彦
　　姫　路　南 土井　達也　　壺阪　嘉彦
　　姫　路　東 久内麻佐行
　　神　　　崎 橋本新一郎　　小林　正一
　　赤　　　穂 井本　学明
　　相　　　生 大西　賢一
　　龍　　　野 谷口　幸三

【20年連続出席】

　　尼　崎　北 宮本　　毅
　　尼　崎　中 勝本　敏広
　　伊 丹 有 明 備藤　晋二
　　西　　　宮 犬塚　雅晴
　　篠　　　山 畑　　一弥
　　柏　　　原 髙橋　利明
　　神　　　戸 今津　由雄　　松岡　泰生
  太田　雅勝
　　神 戸 須 磨 宇賀　浩生
　　明　石　東 薮田　亘康
　　高　　　砂 中野　哲郎
　　加古川中央 宇田川　隆
　　小 野 加 東 北野　達郎
　　西　　　脇 大西　義文
　　津　　　名 伊木　敏和
　　神　　　崎 久斗　譲二　　渡邊　雅文

公益財団法人 ロータリー米山記念奨学会表彰

〔2019-20年度〕（対象期間：2019年7月1日～2020年6月30日）
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RIロータリー会長特別賞
　　加古川中央
　　甲　子　園
　　篠　　　山
　　西　　　脇

RIロータリー賞
　　姫　路　南

ロータリー財団年次寄付　１人当たり寄付額　上位3クラブ
　　西　　　脇
　　宝　塚　中
　　姫　　　路

ロータリー財団年次寄付　寄付額　上位3クラブ
　　姫　　　路
　　神　　　戸
　　西　　　脇

100％ロータリー財団寄付クラブ
　正会員全員が寄付分類に関わらず少なくとも25ドルの寄付をして、（一人当たりの平均寄付額が100ドルに達しているクラブ ）
　　川　　　西
　　伊 丹 有 明
　　川西猪名川
　　西　　　宮
　　芦　　　屋
　　甲　子　園
　　西 宮 夙 川
　　西宮恵美寿
　　篠　　　山
　　柏　　　原
　　宝塚武庫川
　　宝　塚　中
　　神　戸　南
　　神 戸 六 甲
　　加　古　川
　　加古川中央
　　高 砂 青 松
　　加古川平成
　　小 野 加 東
　　西　　　脇
　　赤　　　穂
　　龍　　　野
　　香　　　住
　　豊岡円山川

Every Rotarian, Every Year クラブ
　正会員全員が年次基金へ少なくとも25ドルの寄付をして、（一人当たりの年次基金平均寄付額が100ドルに達しているクラブ ）
　　伊 丹 有 明
　　西　　　宮
　　芦　　　屋
　　甲　子　園
　　西宮恵美寿
　　篠　　　山
　　柏　　　原
　　宝　塚　中
　　神　戸　南
　　神 戸 六 甲
　　加　古　川
　　加古川中央
　　加古川平成
　　小 野 加 東
　　西　　　脇
　　龍　　　野
　　香　　　住
　　豊岡円山川

アーチ・クランフ・ソサエティ

　　宝塚武庫川 大室　　イ�
　　神 戸 西 神 丸尾　研一
　　姫　　　路 三木　　明

メジャードナー

　　西　　　脇 髙瀬　英夫

ポール・ハリス・ソサエティ

　　尼　崎　東 小坂　圭一
　　神　　　戸 井植　貞雄
　　神　戸　西 矢坂　誠徳
　　神 戸 須 磨 橋本　一豊
　　神 戸 西 神 河合　敏三　　丸尾　研一
　　姫　　　路 三木　　明

ベネファクター

　　芦　　　屋 天王寺谷貴
　　甲　子　園 隔山　泰三
　　神 戸 東 灘 横田　勝年
　　明　石　東 日下　孝明

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

　　尼　　　崎 吉田　啓方
　　尼　崎　北 苅田孝太郎
　　尼　崎　東 小坂　圭一　　西川　一正
　　尼　崎　西 浦上　博隆
　　尼　崎　南 平井　昌夫　　山本　　澄
  黒田　佳治
　　尼　崎　中 石井三企男　　佐茂　省治
　　川　　　西 北　政十郎
　　伊 丹 有 明 藤井　良夫　　安井　武義
　　川西猪名川 秋田　　納　　藤本　幸男
  木曽　賢造　　岡　　康栄
  富山　要介
　　西　　　宮 犬塚　雅晴　　日高　　厚 
  松田　　隆　　村尾　茂雄
  長沼　隆弘　　太田　　博
　　　　　　　 品川　和隆　　竹内　　修
  辰馬　章夫　　藤堂　勝巳
　　芦　　　屋 比屋根　毅　　堀　真一郎
  笠谷　修造　　河原　俊幸
  松村　　哲　　三宅　康雄
　　　　　　　 長井　敏彦　　永井　　譲
  中　　俊介　　中尾　宣夫
  二木　英徳　　岡本　英三
　　  里深　久起　　杉山　清和
  田房　宏之　　髙橋　卓志
  天王寺谷貴　　植田　英規
　　　　　　　 山田　正雄　　山平　孝一

　　芦　　　屋 山村　惠造　　山西　康司
　　甲　子　園 天羽　公夫　　井上　薫嘉
  隔山　泰三
　　西宮恵美寿 菊池　英彰
　　篠　　　山 圓増　亮介　　堀　　成志
  大見　春樹　　吉田　英昭
　　柏　　　原 足立　成人　　岸田　好史
  上月　靖史　　森田　茂樹
  荻野　富雄　　大槻　祥三
　　　　　　　 坂谷　高義　　佐久間正昭
  篠倉　庸良　　髙橋　利明
  田中　　潔　　冨田　博重
　　　　　　　 梅澤　正義　　山名　純吾
  柳川　拓三　　吉住　俊一
　　宝　塚　中 古川　彰治　　蓮尾　春輝
  堀　　弘二　　桑田　昭世
  森信　静治　　大西　利哉
　　　　　　　 阪上　栄樹　　田辺朱希美
  山本章太郎
　　神　　　戸 後藤　　武　　原　　恭平
  広瀬　　努　　小曽根佳生
  森本　泰暢　　中林　　淳
　　　　　　　 椿原　成治　　土橋　達生
  植村　武雄　　山邑太左衛門
  行吉　誠之　　横山　政夫
　　神　戸　東 井元　憲生　　中井　章詞
  西村　太一　　須藤　雄二
  吉田　　茂　　吉田　建美
　　神 戸 東 灘 舟元美智子　　苦瓜　顕一
  和田　孫博
　　神　戸　南 本田　裕貴　　田中浩一朗
  飯田　健一　　井上　　優
　　神 戸 六 甲 藤井　佳朗
　　神　戸　西 矢坂　誠徳　　山口　　宰
　　神 戸 西 神 藤丸　信吾
　　神　戸　中 岩﨑　重曉
　　明　石　東 灰野　信彦　　伊藤　勝晧
  森　　顕三
　　明　石　北 成田　光繁
　　高　　　砂 伊地知正治　　桂田　重信
  大村　泰司
　　加　古　川 神木　　董　　西川　隆雄
  大庫　典雄　　大西　壯司
  上木　義信
　　加古川中央 春木　英行　　井本　陽介
  上月　和洋　　髙山　昭則
  内木場　徹　　羽原　正善
　　　　　　　 山谷　　光
　　加古川平成 桃尾　直之
　　高 砂 青 松 菱田　克己　　庄司　　武
  嶋谷　拓雄　　矢野　　聡
　　三　　　木 前田　静也　　坂井　幸嗣

　　小 野 加 東 平尾　博之　　井上　　了
  小西　龍機
　　北　　　条 安達　　功　　堀井　幸恭
　　西　　　脇 藤本　武彦　　髙瀬　英夫
　　三木みどり 間瀬　　清
　　淡 路 三 原 宮本　圭介　　山崎　正二
　　津　　　名 川端　英雄　　曽山　信彦
　　姫　　　路 英　　和夫　　穂積洋一郎
  城　　　守
　　姫　路　南 小山　　恒　　中村　滋彦
  岡本　哲侍　　髙島　　暢
  柳川　芳廣
　　姫　路　西 岸元　善之　　関本　盛男
　　姫　路　東 増田　泰之　　村越　紀一
  篠原　正泰　　梅岡　一晴
  山根　　章
　　神　　　崎 小林　正一　　中塚　昌利
　　相　　　生 阿賀　慶彦　　森田　文藏
  大川　幸矩　　大西　恒祐
  田口　晴喜

ポール・ハリス・フェロー

　　尼　　　崎 森實　啓治　　西良　耕一
　　尼　崎　東 高山　恒夫
　　尼　崎　南 池邉　善夫　　山中　潤一
　　伊　　　丹 山村　幸生
　　西　　　宮 坂戸　秀彰
　　芦　　　屋 新井　康夫　　井上　　晋
  加納　真治　　駒井　陽次
  近藤　誠人　　前田雄一郎
　　　　　　　 二川　昌也　　岡　三千彦
  酒本　藤雄　　下元　高文
  杉原　　努　　田巻不二夫
　　　　　　　 寺澤　幸祐
　　篠　　　山 片山　　覚　　木戸　彰博
  小田垣　昇
　　柏　　　原 足立　秀文　　足立　　均
  荒樋　榮晋　　坂東　隆弘
  井上　雅仁　　菊本　裕三
　　　　　　　 松本　武彦　　荻野　泰男
  岡林　利幸　　坂本　　浩
  土田　博幸　　余田　亮一
　　宝塚武庫川 足立　英基
　　神　　　戸 池原　伸直　　永吉　一郎
  中院　達也　　山本　俊一
　　神　戸　南 大森　基樹　　畑中　宏之
  梶原　政美　　石井　将治
  髙田　光幸
　　神　戸　東 則岡　弘士
　　神 戸 東 灘 池尾　浩之
　　神　戸　西 飯田美奈子
　　神戸モーニング 門脇　正英

　　明　石　東 岡田　良平
　　加古川中央 石野　和也　　兼松　和功
  永井　敏幸　　田端　和彦
  玉川　英樹
　　高 砂 青 松 青柳　　淳　　櫻井　宣孝
　　北　　　条 長谷川龍光
　　三木みどり 戸田　和英
　　淡 路 三 原 岡田　英明
　　津　　　名 原田　順造
　　南　淡　路 南岳　利英
　　姫　路　南 有川　裕之　　髙谷　宗治
  蔦　　明憲
　　姫　路　西 三宅　　敬
　　姫　路　東 橋本　雅彦　　前川　隆嗣
  薮口　　保　　原田　博章
　　相　　　生 江見　重人　　長谷川和正
  岡田　佳也
　　龍　　　野 一色かつみ
　　上 郡 佐 用 小林　　健
　　生　　　野 一宮　英樹
　　和　田　山 世登　道徳

米山寄付認証クラブ
・4千万円達成クラブ
　　加　古　川
・3千万円達成クラブ
　　神 戸 須 磨

米山功労クラブ （　）内は表彰回数
　　尼　崎　東 （17）
　　尼　崎　西 （33）
　　尼　崎　南 （17）
　　川　　　西 （16）
　　伊 丹 有 明 （27）
　　芦　屋　川 （22）
　　篠　　　山 （29）
　　宝塚武庫川 （18）
　　神　　　戸 （44）（45）
　　神　戸　東 （29）
　　神 戸 須 磨 （23）
　　神 戸 西 神 （17）（18）
　　加　古　川 （29）
　　加古川中央 （25）
　　高 砂 青 松 （27）
　　加古川平成 （16）
　　三　　　木 （24）
　　小 野 加 東 （27）
　　北　　　条 （13）
　　西　　　脇 （15）

　　洲　　　本 （20）
　　淡 路 三 原 （15）
　　姫　　　路 （32）
　　姫　路　南 （51）
　　姫　路　東 （43）
　　赤　　　穂 （21）
　　相　　　生 （16）
　　豊　　　岡 （19）
　　豊岡円山川 （8）

米山功労者メジャードナー（第10回以上）

　　伊 丹 有 明 北里　桂一（12）
　　篠　　　山 小南　稔彦（18）（19）
　　宝塚武庫川 大室　　イ�（28～31）
　　神 戸 六 甲 山本　秀憲（15） 久保田梅継（11）
　　　　　　　 坂部　典生（11）
　　神 戸 須 磨 橋本　一豊（18）
　　神 戸 西 神 丸尾　研一（60） 河合　敏三（14）
　　　　　　　 鈴木　一史（12） 吉川　孝郎（12）
　　三　　　木 宮永　昌明（14）
　　小 野 加 東 増村　道雄（13）
　　西　　　脇 井村　正身（16）
　　洲　　　本 中村　尚義（13）
　　姫　路　南 髙島　　暢（11）

米山功労者マルチプル（第2回～第9回）

　　尼　　　崎 近藤　　清（3）
　　尼　崎　北 猿丸　禎男（4） 武本　正照（4）
　　　　　　　 宮本　　毅（2）
　　尼　崎　東 内藤　成敞（4） 森本　吉昭（2）
　　尼　崎　西 伊藤　興喜（9） 野村　英雄（8）
　　　　　　　 福本　誠悟（2）
　　尼　崎　南 武田　俊彦（6） 山本　　澄（5）
　　　　　　　 黒田　佳治（4） 池邉　善夫（3）
　　　　　　　 内藤　吉子（3） 平井　昌夫（2）
　　伊　　　丹 池信　秀明（5） 中山　行夫（2）
　　川　　　西 北川　博崇（6） 三宅　圭一（2）
　　　　　　　 芝田　一夫（2）
　　伊 丹 有 明 池永　明義（8）（9）
　　川西猪名川 藤岡　良二（4）
　　西　　　宮 瀬戸　　徹（2）
　　篠　　　山 河合　岳雄（3）
　　宝塚武庫川 西村　利秋（2） 奥西　　要（2）
　　神　　　戸 後藤　　武（5） 大久保裕晴（2）
　　　　　　　 寺本　　督（2）
　　神　戸　東 佐井　奇正（5） 川崎　元男（2）
　　　　　　　 三野　哲治（2）
　　神 戸 東 灘 和田　孫博（6） 舟元美智子（4）
　　神 戸 六 甲 東　　國隆（9）
　　神 戸 ベ イ 老田新一郎（3） 吉田　基毅（3）
　　　　　　　 渡部　　健（2）
　　神 戸 須 磨 大内　晋二（7） 益子　和久（5）

　　神 戸 須 磨 門田　敬造（5）
　　神 戸 垂 水 善國　高豊（7）
　　神 戸 西 神 池田　實行（6） 今田　学志（5）
　　　　　　　 工藤　涼二（5） 鶴井　孝文（3）
　　　　　　　 藤丸　信吾（2） 伊藤　幸美（2）
　　　　　　　 西藤　隆弘（2） 折戸　善信（2）
　　　　　　　 田中　康之（2）
　　神　戸　中 河南　和幸（2）
　　明　石　東 佐々木志朗（4）
　　加　古　川 橋本　眞人（3） 大山　重勝（2）
　　加古川中央 三村　浩之（5） 多木　有一（4）
　　　　　　　 高山　昭則（3）
　　高 砂 青 松 澤田　孝彦（4）
　　三　　　木 坂井　幸嗣（4） 堀田　康郎（3）
　　小 野 加 東 富田　悠介（7） 松井　英樹（5）
　　　　　　　 永井　岩夫（4） 北野　達郎（3）
　　西　　　脇 藤本　武彦（8） 永谷　　敏（2）
　　　　　　　 矢納　利夫（2）
　　洲　　　本 秦　紳一郎（4）
　　淡 路 三 原 宮本　圭介（5） 瀧口　　洋（3）
　　津　　　名 川端　英雄（4） 伊木　敏和（2）
　　姫　　　路 宮本　　茂（2）
　　姫　路　南 柳川　芳廣（8） 小原　直人（6）
　　　　　　　 和田　長平（6） 梅本　伸昌（4）
　　姫　路　東 濵田　長伸（9） 堀江　徹成（2）
　　　　　　　 和田　　正（2）
　　神　　　崎 中塚　昌利（3）
　　赤　　　穂 井本　学明（2）
　　相　　　生 半田　　齊（4） 阿賀　慶彦（3）
　　　　　　　 栗尾　重德（2） 湊　　邦弘（2）
　　　　　　　 大川　幸矩（2） 大西　恒祐（2）
　　龍　　　野 森崎　嘉章（4） 永富　　靖（2）
　　上 郡 佐 用 井口　洋子（4）（5）

第1回米山功労者

　　尼　崎　東 礒田　雅司　　中田　雄久
　　尼　崎　西 住山　利恵　　髙野　克洋
  玉田　知規
　　川　　　西 神田　良一
　　西　　　宮 早瀬　利典　　松田　　隆
  中島　　清　　小渕　博之
  津久井　進
　　芦　　　屋 酒本　藤雄
　　甲　子　園 隔山　泰三
　　神　　　戸 福井　　要　　木村　卓哉
  西本　誠實　　高岡　浩三
　　神　戸　東 神田　孝平　　工藤　泰孝
  植村　浩史
　　神 戸 東 灘 池尾　浩之　　横田　勝年
　　神 戸 ベ イ 須藤　仁一
　　神 戸 西 神 森本　毅司
　　神戸モーニング 門脇　正英

　　明　石　東 三木　基司　　阪田　真也
  瀨川勝太郎　　岡田　良平
  大森　喜和
　　明　石　北 濱端　　俊　　岡田　芳男
　　加　古　川 吉田　実盛
　　加古川中央 濱田　宏晃　　井上　孝明
  山谷　　光
　　高 砂 青 松 松下　和雄
　　三　　　木 岡田　紹宏
　　小 野 加 東 田中　隆夫
　　北　　　条 岸本　正三　　内藤　正風
  仲田　五郎　　塩谷　耕司
  高橋　清文　　田中　俊宏
　　西　　　脇 金田　　実　　園田　純也
　　津　　　名 谷村　克也　　吉村　秀樹
　　あわじ中央 小浜　博紀
　　姫　路　南 蔦　　明憲
　　姫　路　西 北野　華織
　　姫　路　東 前川　隆嗣　　原田　博章
　　赤　　　穂 木虎　知己
　　豊　　　岡 川端　　強

準米山功労者（3万）

　　尼　崎　北 河原　顕誓　　富永　和慶
　　尼　崎　南 近藤　教敏　　島谷　　太
  杉村　英明　　越智　有一
　　西　　　宮 難波　光義　　坂戸　秀彰
　　西 宮 夙 川 松元　秀人　　松浦　康裕
　　神　　　戸 大和　陽二　　一瓢　　豊
  野澤　俊也　　尾野　俊二
  清水　規裕　　須藤　昭彦
　　　　　　　 山下　浩一
　　神 戸 東 灘 井上　勝正
　　明　石　東 松田　洋子　　宮崎　年容
　　加　古　川 平崎　泰彦　　髙見　徳男
　　加古川中央 兼松　和功　　三宅　伸介
  永井　敏幸　　玉川　英樹
　　加古川平成 網本　徹也　　藤田　一郎
  榊　　　誠　　鈴木　勝博
　　三　　　木 神澤　秀和　　河原　秀行
  松岡　丈二　　横尾加名子
　　小 野 加 東 藤原　篤司　　大橋　俊夫
  渡瀬　直哉
　　北　　　条 小田　岳人
　　姫　路　東 酒居　啓介

【50年ロータリー在籍】
　　尼　崎　西 田中　　毅
　　神　　　戸 松岡　通夫
　　神　戸　東 木下　　健　　小倉　宗夫
  執行　英毅
　　明　石　東 柏木　善平
　　北　　　条 西村　道也
　　姫　　　路 小倉　伸郎
　　龍　　　野 進藤　栄六

100％連続出席
【50年連続出席】
　　明　石　東 柏木　善平
　　北　　　条 西村　道也

【45年連続出席】
　　尼　崎　東 中井　　洋
　　加古川中央 川西　正廣
　　姫　路　東 濱田　長信
　　豊岡円山川 細川　　満

【40年連続出席】
　　尼　崎　北 村田　　守
　　柏　　　原 梅澤　正義
　　姫　路　東 森原啓一郎

【35年連続出席】
　　尼　崎　東 喜多　　敬
　　甲　子　園 井上　晃一
　　加　古　川 松﨑　正俊
　　西　　　脇 圓井　悦二
　　洲　　　本 井口　昌亮
　　南　淡　路 高見　慶彦　　竹谷　重弘
　　姫　路　西 野瀬　　操
　　姫　路　東 梅岡　一晴
　　豊岡円山川 生駒　和雄

【30年連続出席】
　　尼　崎　北 金澤　悦男
　　尼　崎　南 武田　俊彦
　　伊丹昆陽池 石橋　安雄
　　芦　屋　川 片岡　三朗　　寺内　設昭
　　神 戸 西 神 鶴井　孝文
　　明　石　東 山根　金造
　　高　　　砂 山名　克典
　　加古川中央 大西　隆二
　　北　　　条 原　　平和　　神田　哲茂
  定行　敏弘
　　西　　　脇 藤原　悦男
　　豊　　　岡 樫本　博光

【25年連続出席】

　　篠　　　山 小山　芳弘
　　神 戸 垂 水 鷲尾　太一
　　明　石　東 柏木　喜義　　伊藤　勝晧
  瀨川勝太郎
　　高　　　砂 覚野　成広　　片嶋　純雄
  信原　智彦
　　加　古　川 枝川　潤一　　米田　雅人
　　西　　　脇 藤本　武彦
　　姫　路　南 土井　達也　　壺阪　嘉彦
　　姫　路　東 久内麻佐行
　　神　　　崎 橋本新一郎　　小林　正一
　　赤　　　穂 井本　学明
　　相　　　生 大西　賢一
　　龍　　　野 谷口　幸三

【20年連続出席】

　　尼　崎　北 宮本　　毅
　　尼　崎　中 勝本　敏広
　　伊 丹 有 明 備藤　晋二
　　西　　　宮 犬塚　雅晴
　　篠　　　山 畑　　一弥
　　柏　　　原 髙橋　利明
　　神　　　戸 今津　由雄　　松岡　泰生
  太田　雅勝
　　神 戸 須 磨 宇賀　浩生
　　明　石　東 薮田　亘康
　　高　　　砂 中野　哲郎
　　加古川中央 宇田川　隆
　　小 野 加 東 北野　達郎
　　西　　　脇 大西　義文
　　津　　　名 伊木　敏和
　　神　　　崎 久斗　譲二　　渡邊　雅文

公益財団法人 ロータリー米山記念奨学会表彰

〔2019-20年度〕（対象期間：2019年7月1日～2020年6月30日）
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超我の奉仕賞

　　尼　崎　中 室津　義定

ロータリー財団功労表彰

　　神　戸　南 石丸鐵太郎

RI表彰

ロータリー財団表彰

地区表彰

RIロータリー会長特別賞
　　加古川中央
　　甲　子　園
　　篠　　　山
　　西　　　脇

RIロータリー賞
　　姫　路　南

ロータリー財団年次寄付　１人当たり寄付額　上位3クラブ
　　西　　　脇
　　宝　塚　中
　　姫　　　路

ロータリー財団年次寄付　寄付額　上位3クラブ
　　姫　　　路
　　神　　　戸
　　西　　　脇

100％ロータリー財団寄付クラブ
　正会員全員が寄付分類に関わらず少なくとも25ドルの寄付をして、（一人当たりの平均寄付額が100ドルに達しているクラブ ）
　　川　　　西
　　伊 丹 有 明
　　川西猪名川
　　西　　　宮
　　芦　　　屋
　　甲　子　園
　　西 宮 夙 川
　　西宮恵美寿
　　篠　　　山
　　柏　　　原
　　宝塚武庫川
　　宝　塚　中
　　神　戸　南
　　神 戸 六 甲
　　加　古　川
　　加古川中央
　　高 砂 青 松
　　加古川平成
　　小 野 加 東
　　西　　　脇
　　赤　　　穂
　　龍　　　野
　　香　　　住
　　豊岡円山川

Every Rotarian, Every Year クラブ
　正会員全員が年次基金へ少なくとも25ドルの寄付をして、（一人当たりの年次基金平均寄付額が100ドルに達しているクラブ ）
　　伊 丹 有 明
　　西　　　宮
　　芦　　　屋
　　甲　子　園
　　西宮恵美寿
　　篠　　　山
　　柏　　　原
　　宝　塚　中
　　神　戸　南
　　神 戸 六 甲
　　加　古　川
　　加古川中央
　　加古川平成
　　小 野 加 東
　　西　　　脇
　　龍　　　野
　　香　　　住
　　豊岡円山川

アーチ・クランフ・ソサエティ

　　宝塚武庫川 大室　　イ�
　　神 戸 西 神 丸尾　研一
　　姫　　　路 三木　　明

メジャードナー

　　西　　　脇 髙瀬　英夫

ポール・ハリス・ソサエティ

　　尼　崎　東 小坂　圭一
　　神　　　戸 井植　貞雄
　　神　戸　西 矢坂　誠徳
　　神 戸 須 磨 橋本　一豊
　　神 戸 西 神 河合　敏三　　丸尾　研一
　　姫　　　路 三木　　明

ベネファクター

　　芦　　　屋 天王寺谷貴
　　甲　子　園 隔山　泰三
　　神 戸 東 灘 横田　勝年
　　明　石　東 日下　孝明

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

　　尼　　　崎 吉田　啓方
　　尼　崎　北 苅田孝太郎
　　尼　崎　東 小坂　圭一　　西川　一正
　　尼　崎　西 浦上　博隆
　　尼　崎　南 平井　昌夫　　山本　　澄
  黒田　佳治
　　尼　崎　中 石井三企男　　佐茂　省治
　　川　　　西 北　政十郎
　　伊 丹 有 明 藤井　良夫　　安井　武義
　　川西猪名川 秋田　　納　　藤本　幸男
  木曽　賢造　　岡　　康栄
  富山　要介
　　西　　　宮 犬塚　雅晴　　日高　　厚 
  松田　　隆　　村尾　茂雄
  長沼　隆弘　　太田　　博
　　　　　　　 品川　和隆　　竹内　　修
  辰馬　章夫　　藤堂　勝巳
　　芦　　　屋 比屋根　毅　　堀　真一郎
  笠谷　修造　　河原　俊幸
  松村　　哲　　三宅　康雄
　　　　　　　 長井　敏彦　　永井　　譲
  中　　俊介　　中尾　宣夫
  二木　英徳　　岡本　英三
　　  里深　久起　　杉山　清和
  田房　宏之　　髙橋　卓志
  天王寺谷貴　　植田　英規
　　　　　　　 山田　正雄　　山平　孝一

　　芦　　　屋 山村　惠造　　山西　康司
　　甲　子　園 天羽　公夫　　井上　薫嘉
  隔山　泰三
　　西宮恵美寿 菊池　英彰
　　篠　　　山 圓増　亮介　　堀　　成志
  大見　春樹　　吉田　英昭
　　柏　　　原 足立　成人　　岸田　好史
  上月　靖史　　森田　茂樹
  荻野　富雄　　大槻　祥三
　　　　　　　 坂谷　高義　　佐久間正昭
  篠倉　庸良　　髙橋　利明
  田中　　潔　　冨田　博重
　　　　　　　 梅澤　正義　　山名　純吾
  柳川　拓三　　吉住　俊一
　　宝　塚　中 古川　彰治　　蓮尾　春輝
  堀　　弘二　　桑田　昭世
  森信　静治　　大西　利哉
　　　　　　　 阪上　栄樹　　田辺朱希美
  山本章太郎
　　神　　　戸 後藤　　武　　原　　恭平
  広瀬　　努　　小曽根佳生
  森本　泰暢　　中林　　淳
　　　　　　　 椿原　成治　　土橋　達生
  植村　武雄　　山邑太左衛門
  行吉　誠之　　横山　政夫
　　神　戸　東 井元　憲生　　中井　章詞
  西村　太一　　須藤　雄二
  吉田　　茂　　吉田　建美
　　神 戸 東 灘 舟元美智子　　苦瓜　顕一
  和田　孫博
　　神　戸　南 本田　裕貴　　田中浩一朗
  飯田　健一　　井上　　優
　　神 戸 六 甲 藤井　佳朗
　　神　戸　西 矢坂　誠徳　　山口　　宰
　　神 戸 西 神 藤丸　信吾
　　神　戸　中 岩﨑　重曉
　　明　石　東 灰野　信彦　　伊藤　勝晧
  森　　顕三
　　明　石　北 成田　光繁
　　高　　　砂 伊地知正治　　桂田　重信
  大村　泰司
　　加　古　川 神木　　董　　西川　隆雄
  大庫　典雄　　大西　壯司
  上木　義信
　　加古川中央 春木　英行　　井本　陽介
  上月　和洋　　髙山　昭則
  内木場　徹　　羽原　正善
　　　　　　　 山谷　　光
　　加古川平成 桃尾　直之
　　高 砂 青 松 菱田　克己　　庄司　　武
  嶋谷　拓雄　　矢野　　聡
　　三　　　木 前田　静也　　坂井　幸嗣

　　小 野 加 東 平尾　博之　　井上　　了
  小西　龍機
　　北　　　条 安達　　功　　堀井　幸恭
　　西　　　脇 藤本　武彦　　髙瀬　英夫
　　三木みどり 間瀬　　清
　　淡 路 三 原 宮本　圭介　　山崎　正二
　　津　　　名 川端　英雄　　曽山　信彦
　　姫　　　路 英　　和夫　　穂積洋一郎
  城　　　守
　　姫　路　南 小山　　恒　　中村　滋彦
  岡本　哲侍　　髙島　　暢
  柳川　芳廣
　　姫　路　西 岸元　善之　　関本　盛男
　　姫　路　東 増田　泰之　　村越　紀一
  篠原　正泰　　梅岡　一晴
  山根　　章
　　神　　　崎 小林　正一　　中塚　昌利
　　相　　　生 阿賀　慶彦　　森田　文藏
  大川　幸矩　　大西　恒祐
  田口　晴喜

ポール・ハリス・フェロー

　　尼　　　崎 森實　啓治　　西良　耕一
　　尼　崎　東 高山　恒夫
　　尼　崎　南 池邉　善夫　　山中　潤一
　　伊　　　丹 山村　幸生
　　西　　　宮 坂戸　秀彰
　　芦　　　屋 新井　康夫　　井上　　晋
  加納　真治　　駒井　陽次
  近藤　誠人　　前田雄一郎
　　　　　　　 二川　昌也　　岡　三千彦
  酒本　藤雄　　下元　高文
  杉原　　努　　田巻不二夫
　　　　　　　 寺澤　幸祐
　　篠　　　山 片山　　覚　　木戸　彰博
  小田垣　昇
　　柏　　　原 足立　秀文　　足立　　均
  荒樋　榮晋　　坂東　隆弘
  井上　雅仁　　菊本　裕三
　　　　　　　 松本　武彦　　荻野　泰男
  岡林　利幸　　坂本　　浩
  土田　博幸　　余田　亮一
　　宝塚武庫川 足立　英基
　　神　　　戸 池原　伸直　　永吉　一郎
  中院　達也　　山本　俊一
　　神　戸　南 大森　基樹　　畑中　宏之
  梶原　政美　　石井　将治
  髙田　光幸
　　神　戸　東 則岡　弘士
　　神 戸 東 灘 池尾　浩之
　　神　戸　西 飯田美奈子
　　神戸モーニング 門脇　正英

　　明　石　東 岡田　良平
　　加古川中央 石野　和也　　兼松　和功
  永井　敏幸　　田端　和彦
  玉川　英樹
　　高 砂 青 松 青柳　　淳　　櫻井　宣孝
　　北　　　条 長谷川龍光
　　三木みどり 戸田　和英
　　淡 路 三 原 岡田　英明
　　津　　　名 原田　順造
　　南　淡　路 南岳　利英
　　姫　路　南 有川　裕之　　髙谷　宗治
  蔦　　明憲
　　姫　路　西 三宅　　敬
　　姫　路　東 橋本　雅彦　　前川　隆嗣
  薮口　　保　　原田　博章
　　相　　　生 江見　重人　　長谷川和正
  岡田　佳也
　　龍　　　野 一色かつみ
　　上 郡 佐 用 小林　　健
　　生　　　野 一宮　英樹
　　和　田　山 世登　道徳

米山寄付認証クラブ
・4千万円達成クラブ
　　加　古　川
・3千万円達成クラブ
　　神 戸 須 磨

米山功労クラブ （　）内は表彰回数
　　尼　崎　東 （17）
　　尼　崎　西 （33）
　　尼　崎　南 （17）
　　川　　　西 （16）
　　伊 丹 有 明 （27）
　　芦　屋　川 （22）
　　篠　　　山 （29）
　　宝塚武庫川 （18）
　　神　　　戸 （44）（45）
　　神　戸　東 （29）
　　神 戸 須 磨 （23）
　　神 戸 西 神 （17）（18）
　　加　古　川 （29）
　　加古川中央 （25）
　　高 砂 青 松 （27）
　　加古川平成 （16）
　　三　　　木 （24）
　　小 野 加 東 （27）
　　北　　　条 （13）
　　西　　　脇 （15）

　　洲　　　本 （20）
　　淡 路 三 原 （15）
　　姫　　　路 （32）
　　姫　路　南 （51）
　　姫　路　東 （43）
　　赤　　　穂 （21）
　　相　　　生 （16）
　　豊　　　岡 （19）
　　豊岡円山川 （8）

米山功労者メジャードナー（第10回以上）

　　伊 丹 有 明 北里　桂一（12）
　　篠　　　山 小南　稔彦（18）（19）
　　宝塚武庫川 大室　　イ�（28～31）
　　神 戸 六 甲 山本　秀憲（15） 久保田梅継（11）
　　　　　　　 坂部　典生（11）
　　神 戸 須 磨 橋本　一豊（18）
　　神 戸 西 神 丸尾　研一（60） 河合　敏三（14）
　　　　　　　 鈴木　一史（12） 吉川　孝郎（12）
　　三　　　木 宮永　昌明（14）
　　小 野 加 東 増村　道雄（13）
　　西　　　脇 井村　正身（16）
　　洲　　　本 中村　尚義（13）
　　姫　路　南 髙島　　暢（11）

米山功労者マルチプル（第2回～第9回）

　　尼　　　崎 近藤　　清（3）
　　尼　崎　北 猿丸　禎男（4） 武本　正照（4）
　　　　　　　 宮本　　毅（2）
　　尼　崎　東 内藤　成敞（4） 森本　吉昭（2）
　　尼　崎　西 伊藤　興喜（9） 野村　英雄（8）
　　　　　　　 福本　誠悟（2）
　　尼　崎　南 武田　俊彦（6） 山本　　澄（5）
　　　　　　　 黒田　佳治（4） 池邉　善夫（3）
　　　　　　　 内藤　吉子（3） 平井　昌夫（2）
　　伊　　　丹 池信　秀明（5） 中山　行夫（2）
　　川　　　西 北川　博崇（6） 三宅　圭一（2）
　　　　　　　 芝田　一夫（2）
　　伊 丹 有 明 池永　明義（8）（9）
　　川西猪名川 藤岡　良二（4）
　　西　　　宮 瀬戸　　徹（2）
　　篠　　　山 河合　岳雄（3）
　　宝塚武庫川 西村　利秋（2） 奥西　　要（2）
　　神　　　戸 後藤　　武（5） 大久保裕晴（2）
　　　　　　　 寺本　　督（2）
　　神　戸　東 佐井　奇正（5） 川崎　元男（2）
　　　　　　　 三野　哲治（2）
　　神 戸 東 灘 和田　孫博（6） 舟元美智子（4）
　　神 戸 六 甲 東　　國隆（9）
　　神 戸 ベ イ 老田新一郎（3） 吉田　基毅（3）
　　　　　　　 渡部　　健（2）
　　神 戸 須 磨 大内　晋二（7） 益子　和久（5）

　　神 戸 須 磨 門田　敬造（5）
　　神 戸 垂 水 善國　高豊（7）
　　神 戸 西 神 池田　實行（6） 今田　学志（5）
　　　　　　　 工藤　涼二（5） 鶴井　孝文（3）
　　　　　　　 藤丸　信吾（2） 伊藤　幸美（2）
　　　　　　　 西藤　隆弘（2） 折戸　善信（2）
　　　　　　　 田中　康之（2）
　　神　戸　中 河南　和幸（2）
　　明　石　東 佐々木志朗（4）
　　加　古　川 橋本　眞人（3） 大山　重勝（2）
　　加古川中央 三村　浩之（5） 多木　有一（4）
　　　　　　　 高山　昭則（3）
　　高 砂 青 松 澤田　孝彦（4）
　　三　　　木 坂井　幸嗣（4） 堀田　康郎（3）
　　小 野 加 東 富田　悠介（7） 松井　英樹（5）
　　　　　　　 永井　岩夫（4） 北野　達郎（3）
　　西　　　脇 藤本　武彦（8） 永谷　　敏（2）
　　　　　　　 矢納　利夫（2）
　　洲　　　本 秦　紳一郎（4）
　　淡 路 三 原 宮本　圭介（5） 瀧口　　洋（3）
　　津　　　名 川端　英雄（4） 伊木　敏和（2）
　　姫　　　路 宮本　　茂（2）
　　姫　路　南 柳川　芳廣（8） 小原　直人（6）
　　　　　　　 和田　長平（6） 梅本　伸昌（4）
　　姫　路　東 濵田　長伸（9） 堀江　徹成（2）
　　　　　　　 和田　　正（2）
　　神　　　崎 中塚　昌利（3）
　　赤　　　穂 井本　学明（2）
　　相　　　生 半田　　齊（4） 阿賀　慶彦（3）
　　　　　　　 栗尾　重德（2） 湊　　邦弘（2）
　　　　　　　 大川　幸矩（2） 大西　恒祐（2）
　　龍　　　野 森崎　嘉章（4） 永富　　靖（2）
　　上 郡 佐 用 井口　洋子（4）（5）

第1回米山功労者

　　尼　崎　東 礒田　雅司　　中田　雄久
　　尼　崎　西 住山　利恵　　髙野　克洋
  玉田　知規
　　川　　　西 神田　良一
　　西　　　宮 早瀬　利典　　松田　　隆
  中島　　清　　小渕　博之
  津久井　進
　　芦　　　屋 酒本　藤雄
　　甲　子　園 隔山　泰三
　　神　　　戸 福井　　要　　木村　卓哉
  西本　誠實　　高岡　浩三
　　神　戸　東 神田　孝平　　工藤　泰孝
  植村　浩史
　　神 戸 東 灘 池尾　浩之　　横田　勝年
　　神 戸 ベ イ 須藤　仁一
　　神 戸 西 神 森本　毅司
　　神戸モーニング 門脇　正英

　　明　石　東 三木　基司　　阪田　真也
  瀨川勝太郎　　岡田　良平
  大森　喜和
　　明　石　北 濱端　　俊　　岡田　芳男
　　加　古　川 吉田　実盛
　　加古川中央 濱田　宏晃　　井上　孝明
  山谷　　光
　　高 砂 青 松 松下　和雄
　　三　　　木 岡田　紹宏
　　小 野 加 東 田中　隆夫
　　北　　　条 岸本　正三　　内藤　正風
  仲田　五郎　　塩谷　耕司
  高橋　清文　　田中　俊宏
　　西　　　脇 金田　　実　　園田　純也
　　津　　　名 谷村　克也　　吉村　秀樹
　　あわじ中央 小浜　博紀
　　姫　路　南 蔦　　明憲
　　姫　路　西 北野　華織
　　姫　路　東 前川　隆嗣　　原田　博章
　　赤　　　穂 木虎　知己
　　豊　　　岡 川端　　強

準米山功労者（3万）

　　尼　崎　北 河原　顕誓　　富永　和慶
　　尼　崎　南 近藤　教敏　　島谷　　太
  杉村　英明　　越智　有一
　　西　　　宮 難波　光義　　坂戸　秀彰
　　西 宮 夙 川 松元　秀人　　松浦　康裕
　　神　　　戸 大和　陽二　　一瓢　　豊
  野澤　俊也　　尾野　俊二
  清水　規裕　　須藤　昭彦
　　　　　　　 山下　浩一
　　神 戸 東 灘 井上　勝正
　　明　石　東 松田　洋子　　宮崎　年容
　　加　古　川 平崎　泰彦　　髙見　徳男
　　加古川中央 兼松　和功　　三宅　伸介
  永井　敏幸　　玉川　英樹
　　加古川平成 網本　徹也　　藤田　一郎
  榊　　　誠　　鈴木　勝博
　　三　　　木 神澤　秀和　　河原　秀行
  松岡　丈二　　横尾加名子
　　小 野 加 東 藤原　篤司　　大橋　俊夫
  渡瀬　直哉
　　北　　　条 小田　岳人
　　姫　路　東 酒居　啓介

【50年ロータリー在籍】
　　尼　崎　西 田中　　毅
　　神　　　戸 松岡　通夫
　　神　戸　東 木下　　健　　小倉　宗夫
  執行　英毅
　　明　石　東 柏木　善平
　　北　　　条 西村　道也
　　姫　　　路 小倉　伸郎
　　龍　　　野 進藤　栄六

100％連続出席
【50年連続出席】
　　明　石　東 柏木　善平
　　北　　　条 西村　道也

【45年連続出席】
　　尼　崎　東 中井　　洋
　　加古川中央 川西　正廣
　　姫　路　東 濱田　長信
　　豊岡円山川 細川　　満

【40年連続出席】
　　尼　崎　北 村田　　守
　　柏　　　原 梅澤　正義
　　姫　路　東 森原啓一郎

【35年連続出席】
　　尼　崎　東 喜多　　敬
　　甲　子　園 井上　晃一
　　加　古　川 松﨑　正俊
　　西　　　脇 圓井　悦二
　　洲　　　本 井口　昌亮
　　南　淡　路 高見　慶彦　　竹谷　重弘
　　姫　路　西 野瀬　　操
　　姫　路　東 梅岡　一晴
　　豊岡円山川 生駒　和雄

【30年連続出席】
　　尼　崎　北 金澤　悦男
　　尼　崎　南 武田　俊彦
　　伊丹昆陽池 石橋　安雄
　　芦　屋　川 片岡　三朗　　寺内　設昭
　　神 戸 西 神 鶴井　孝文
　　明　石　東 山根　金造
　　高　　　砂 山名　克典
　　加古川中央 大西　隆二
　　北　　　条 原　　平和　　神田　哲茂
  定行　敏弘
　　西　　　脇 藤原　悦男
　　豊　　　岡 樫本　博光

【25年連続出席】

　　篠　　　山 小山　芳弘
　　神 戸 垂 水 鷲尾　太一
　　明　石　東 柏木　喜義　　伊藤　勝晧
  瀨川勝太郎
　　高　　　砂 覚野　成広　　片嶋　純雄
  信原　智彦
　　加　古　川 枝川　潤一　　米田　雅人
　　西　　　脇 藤本　武彦
　　姫　路　南 土井　達也　　壺阪　嘉彦
　　姫　路　東 久内麻佐行
　　神　　　崎 橋本新一郎　　小林　正一
　　赤　　　穂 井本　学明
　　相　　　生 大西　賢一
　　龍　　　野 谷口　幸三

【20年連続出席】

　　尼　崎　北 宮本　　毅
　　尼　崎　中 勝本　敏広
　　伊 丹 有 明 備藤　晋二
　　西　　　宮 犬塚　雅晴
　　篠　　　山 畑　　一弥
　　柏　　　原 髙橋　利明
　　神　　　戸 今津　由雄　　松岡　泰生
  太田　雅勝
　　神 戸 須 磨 宇賀　浩生
　　明　石　東 薮田　亘康
　　高　　　砂 中野　哲郎
　　加古川中央 宇田川　隆
　　小 野 加 東 北野　達郎
　　西　　　脇 大西　義文
　　津　　　名 伊木　敏和
　　神　　　崎 久斗　譲二　　渡邊　雅文

〔2019-20年度〕（対象期間：2019年7月1日～2020年6月30日） 〔2020-21年度〕

（対象期間：2020年1月1日～2020年12月31日）

ロータリー在籍

（対象期間：2018年7月1日～2019年2月28日）

表　彰

ロータリー財団地区奉仕賞

　　西 宮 夙 川 山本　正二
　　加古川中央 喜多　美雄
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超我の奉仕賞

　　尼　崎　中 室津　義定

ロータリー財団功労表彰

　　神　戸　南 石丸鐵太郎

RI表彰

ロータリー財団表彰

地区表彰

RIロータリー会長特別賞
　　加古川中央
　　甲　子　園
　　篠　　　山
　　西　　　脇

RIロータリー賞
　　姫　路　南

ロータリー財団年次寄付　１人当たり寄付額　上位3クラブ
　　西　　　脇
　　宝　塚　中
　　姫　　　路

ロータリー財団年次寄付　寄付額　上位3クラブ
　　姫　　　路
　　神　　　戸
　　西　　　脇

100％ロータリー財団寄付クラブ
　正会員全員が寄付分類に関わらず少なくとも25ドルの寄付をして、（一人当たりの平均寄付額が100ドルに達しているクラブ ）
　　川　　　西
　　伊 丹 有 明
　　川西猪名川
　　西　　　宮
　　芦　　　屋
　　甲　子　園
　　西 宮 夙 川
　　西宮恵美寿
　　篠　　　山
　　柏　　　原
　　宝塚武庫川
　　宝　塚　中
　　神　戸　南
　　神 戸 六 甲
　　加　古　川
　　加古川中央
　　高 砂 青 松
　　加古川平成
　　小 野 加 東
　　西　　　脇
　　赤　　　穂
　　龍　　　野
　　香　　　住
　　豊岡円山川

Every Rotarian, Every Year クラブ
　正会員全員が年次基金へ少なくとも25ドルの寄付をして、（一人当たりの年次基金平均寄付額が100ドルに達しているクラブ ）
　　伊 丹 有 明
　　西　　　宮
　　芦　　　屋
　　甲　子　園
　　西宮恵美寿
　　篠　　　山
　　柏　　　原
　　宝　塚　中
　　神　戸　南
　　神 戸 六 甲
　　加　古　川
　　加古川中央
　　加古川平成
　　小 野 加 東
　　西　　　脇
　　龍　　　野
　　香　　　住
　　豊岡円山川

アーチ・クランフ・ソサエティ

　　宝塚武庫川 大室　　イ�
　　神 戸 西 神 丸尾　研一
　　姫　　　路 三木　　明

メジャードナー

　　西　　　脇 髙瀬　英夫

ポール・ハリス・ソサエティ

　　尼　崎　東 小坂　圭一
　　神　　　戸 井植　貞雄
　　神　戸　西 矢坂　誠徳
　　神 戸 須 磨 橋本　一豊
　　神 戸 西 神 河合　敏三　　丸尾　研一
　　姫　　　路 三木　　明

ベネファクター

　　芦　　　屋 天王寺谷貴
　　甲　子　園 隔山　泰三
　　神 戸 東 灘 横田　勝年
　　明　石　東 日下　孝明

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

　　尼　　　崎 吉田　啓方
　　尼　崎　北 苅田孝太郎
　　尼　崎　東 小坂　圭一　　西川　一正
　　尼　崎　西 浦上　博隆
　　尼　崎　南 平井　昌夫　　山本　　澄
  黒田　佳治
　　尼　崎　中 石井三企男　　佐茂　省治
　　川　　　西 北　政十郎
　　伊 丹 有 明 藤井　良夫　　安井　武義
　　川西猪名川 秋田　　納　　藤本　幸男
  木曽　賢造　　岡　　康栄
  富山　要介
　　西　　　宮 犬塚　雅晴　　日高　　厚 
  松田　　隆　　村尾　茂雄
  長沼　隆弘　　太田　　博
　　　　　　　 品川　和隆　　竹内　　修
  辰馬　章夫　　藤堂　勝巳
　　芦　　　屋 比屋根　毅　　堀　真一郎
  笠谷　修造　　河原　俊幸
  松村　　哲　　三宅　康雄
　　　　　　　 長井　敏彦　　永井　　譲
  中　　俊介　　中尾　宣夫
  二木　英徳　　岡本　英三
　　  里深　久起　　杉山　清和
  田房　宏之　　髙橋　卓志
  天王寺谷貴　　植田　英規
　　　　　　　 山田　正雄　　山平　孝一

　　芦　　　屋 山村　惠造　　山西　康司
　　甲　子　園 天羽　公夫　　井上　薫嘉
  隔山　泰三
　　西宮恵美寿 菊池　英彰
　　篠　　　山 圓増　亮介　　堀　　成志
  大見　春樹　　吉田　英昭
　　柏　　　原 足立　成人　　岸田　好史
  上月　靖史　　森田　茂樹
  荻野　富雄　　大槻　祥三
　　　　　　　 坂谷　高義　　佐久間正昭
  篠倉　庸良　　髙橋　利明
  田中　　潔　　冨田　博重
　　　　　　　 梅澤　正義　　山名　純吾
  柳川　拓三　　吉住　俊一
　　宝　塚　中 古川　彰治　　蓮尾　春輝
  堀　　弘二　　桑田　昭世
  森信　静治　　大西　利哉
　　　　　　　 阪上　栄樹　　田辺朱希美
  山本章太郎
　　神　　　戸 後藤　　武　　原　　恭平
  広瀬　　努　　小曽根佳生
  森本　泰暢　　中林　　淳
　　　　　　　 椿原　成治　　土橋　達生
  植村　武雄　　山邑太左衛門
  行吉　誠之　　横山　政夫
　　神　戸　東 井元　憲生　　中井　章詞
  西村　太一　　須藤　雄二
  吉田　　茂　　吉田　建美
　　神 戸 東 灘 舟元美智子　　苦瓜　顕一
  和田　孫博
　　神　戸　南 本田　裕貴　　田中浩一朗
  飯田　健一　　井上　　優
　　神 戸 六 甲 藤井　佳朗
　　神　戸　西 矢坂　誠徳　　山口　　宰
　　神 戸 西 神 藤丸　信吾
　　神　戸　中 岩﨑　重曉
　　明　石　東 灰野　信彦　　伊藤　勝晧
  森　　顕三
　　明　石　北 成田　光繁
　　高　　　砂 伊地知正治　　桂田　重信
  大村　泰司
　　加　古　川 神木　　董　　西川　隆雄
  大庫　典雄　　大西　壯司
  上木　義信
　　加古川中央 春木　英行　　井本　陽介
  上月　和洋　　髙山　昭則
  内木場　徹　　羽原　正善
　　　　　　　 山谷　　光
　　加古川平成 桃尾　直之
　　高 砂 青 松 菱田　克己　　庄司　　武
  嶋谷　拓雄　　矢野　　聡
　　三　　　木 前田　静也　　坂井　幸嗣

　　小 野 加 東 平尾　博之　　井上　　了
  小西　龍機
　　北　　　条 安達　　功　　堀井　幸恭
　　西　　　脇 藤本　武彦　　髙瀬　英夫
　　三木みどり 間瀬　　清
　　淡 路 三 原 宮本　圭介　　山崎　正二
　　津　　　名 川端　英雄　　曽山　信彦
　　姫　　　路 英　　和夫　　穂積洋一郎
  城　　　守
　　姫　路　南 小山　　恒　　中村　滋彦
  岡本　哲侍　　髙島　　暢
  柳川　芳廣
　　姫　路　西 岸元　善之　　関本　盛男
　　姫　路　東 増田　泰之　　村越　紀一
  篠原　正泰　　梅岡　一晴
  山根　　章
　　神　　　崎 小林　正一　　中塚　昌利
　　相　　　生 阿賀　慶彦　　森田　文藏
  大川　幸矩　　大西　恒祐
  田口　晴喜

ポール・ハリス・フェロー

　　尼　　　崎 森實　啓治　　西良　耕一
　　尼　崎　東 高山　恒夫
　　尼　崎　南 池邉　善夫　　山中　潤一
　　伊　　　丹 山村　幸生
　　西　　　宮 坂戸　秀彰
　　芦　　　屋 新井　康夫　　井上　　晋
  加納　真治　　駒井　陽次
  近藤　誠人　　前田雄一郎
　　　　　　　 二川　昌也　　岡　三千彦
  酒本　藤雄　　下元　高文
  杉原　　努　　田巻不二夫
　　　　　　　 寺澤　幸祐
　　篠　　　山 片山　　覚　　木戸　彰博
  小田垣　昇
　　柏　　　原 足立　秀文　　足立　　均
  荒樋　榮晋　　坂東　隆弘
  井上　雅仁　　菊本　裕三
　　　　　　　 松本　武彦　　荻野　泰男
  岡林　利幸　　坂本　　浩
  土田　博幸　　余田　亮一
　　宝塚武庫川 足立　英基
　　神　　　戸 池原　伸直　　永吉　一郎
  中院　達也　　山本　俊一
　　神　戸　南 大森　基樹　　畑中　宏之
  梶原　政美　　石井　将治
  髙田　光幸
　　神　戸　東 則岡　弘士
　　神 戸 東 灘 池尾　浩之
　　神　戸　西 飯田美奈子
　　神戸モーニング 門脇　正英

　　明　石　東 岡田　良平
　　加古川中央 石野　和也　　兼松　和功
  永井　敏幸　　田端　和彦
  玉川　英樹
　　高 砂 青 松 青柳　　淳　　櫻井　宣孝
　　北　　　条 長谷川龍光
　　三木みどり 戸田　和英
　　淡 路 三 原 岡田　英明
　　津　　　名 原田　順造
　　南　淡　路 南岳　利英
　　姫　路　南 有川　裕之　　髙谷　宗治
  蔦　　明憲
　　姫　路　西 三宅　　敬
　　姫　路　東 橋本　雅彦　　前川　隆嗣
  薮口　　保　　原田　博章
　　相　　　生 江見　重人　　長谷川和正
  岡田　佳也
　　龍　　　野 一色かつみ
　　上 郡 佐 用 小林　　健
　　生　　　野 一宮　英樹
　　和　田　山 世登　道徳

米山寄付認証クラブ
・4千万円達成クラブ
　　加　古　川
・3千万円達成クラブ
　　神 戸 須 磨

米山功労クラブ （　）内は表彰回数
　　尼　崎　東 （17）
　　尼　崎　西 （33）
　　尼　崎　南 （17）
　　川　　　西 （16）
　　伊 丹 有 明 （27）
　　芦　屋　川 （22）
　　篠　　　山 （29）
　　宝塚武庫川 （18）
　　神　　　戸 （44）（45）
　　神　戸　東 （29）
　　神 戸 須 磨 （23）
　　神 戸 西 神 （17）（18）
　　加　古　川 （29）
　　加古川中央 （25）
　　高 砂 青 松 （27）
　　加古川平成 （16）
　　三　　　木 （24）
　　小 野 加 東 （27）
　　北　　　条 （13）
　　西　　　脇 （15）

　　洲　　　本 （20）
　　淡 路 三 原 （15）
　　姫　　　路 （32）
　　姫　路　南 （51）
　　姫　路　東 （43）
　　赤　　　穂 （21）
　　相　　　生 （16）
　　豊　　　岡 （19）
　　豊岡円山川 （8）

米山功労者メジャードナー（第10回以上）

　　伊 丹 有 明 北里　桂一（12）
　　篠　　　山 小南　稔彦（18）（19）
　　宝塚武庫川 大室　　イ�（28～31）
　　神 戸 六 甲 山本　秀憲（15） 久保田梅継（11）
　　　　　　　 坂部　典生（11）
　　神 戸 須 磨 橋本　一豊（18）
　　神 戸 西 神 丸尾　研一（60） 河合　敏三（14）
　　　　　　　 鈴木　一史（12） 吉川　孝郎（12）
　　三　　　木 宮永　昌明（14）
　　小 野 加 東 増村　道雄（13）
　　西　　　脇 井村　正身（16）
　　洲　　　本 中村　尚義（13）
　　姫　路　南 髙島　　暢（11）

米山功労者マルチプル（第2回～第9回）

　　尼　　　崎 近藤　　清（3）
　　尼　崎　北 猿丸　禎男（4） 武本　正照（4）
　　　　　　　 宮本　　毅（2）
　　尼　崎　東 内藤　成敞（4） 森本　吉昭（2）
　　尼　崎　西 伊藤　興喜（9） 野村　英雄（8）
　　　　　　　 福本　誠悟（2）
　　尼　崎　南 武田　俊彦（6） 山本　　澄（5）
　　　　　　　 黒田　佳治（4） 池邉　善夫（3）
　　　　　　　 内藤　吉子（3） 平井　昌夫（2）
　　伊　　　丹 池信　秀明（5） 中山　行夫（2）
　　川　　　西 北川　博崇（6） 三宅　圭一（2）
　　　　　　　 芝田　一夫（2）
　　伊 丹 有 明 池永　明義（8）（9）
　　川西猪名川 藤岡　良二（4）
　　西　　　宮 瀬戸　　徹（2）
　　篠　　　山 河合　岳雄（3）
　　宝塚武庫川 西村　利秋（2） 奥西　　要（2）
　　神　　　戸 後藤　　武（5） 大久保裕晴（2）
　　　　　　　 寺本　　督（2）
　　神　戸　東 佐井　奇正（5） 川崎　元男（2）
　　　　　　　 三野　哲治（2）
　　神 戸 東 灘 和田　孫博（6） 舟元美智子（4）
　　神 戸 六 甲 東　　國隆（9）
　　神 戸 ベ イ 老田新一郎（3） 吉田　基毅（3）
　　　　　　　 渡部　　健（2）
　　神 戸 須 磨 大内　晋二（7） 益子　和久（5）

　　神 戸 須 磨 門田　敬造（5）
　　神 戸 垂 水 善國　高豊（7）
　　神 戸 西 神 池田　實行（6） 今田　学志（5）
　　　　　　　 工藤　涼二（5） 鶴井　孝文（3）
　　　　　　　 藤丸　信吾（2） 伊藤　幸美（2）
　　　　　　　 西藤　隆弘（2） 折戸　善信（2）
　　　　　　　 田中　康之（2）
　　神　戸　中 河南　和幸（2）
　　明　石　東 佐々木志朗（4）
　　加　古　川 橋本　眞人（3） 大山　重勝（2）
　　加古川中央 三村　浩之（5） 多木　有一（4）
　　　　　　　 高山　昭則（3）
　　高 砂 青 松 澤田　孝彦（4）
　　三　　　木 坂井　幸嗣（4） 堀田　康郎（3）
　　小 野 加 東 富田　悠介（7） 松井　英樹（5）
　　　　　　　 永井　岩夫（4） 北野　達郎（3）
　　西　　　脇 藤本　武彦（8） 永谷　　敏（2）
　　　　　　　 矢納　利夫（2）
　　洲　　　本 秦　紳一郎（4）
　　淡 路 三 原 宮本　圭介（5） 瀧口　　洋（3）
　　津　　　名 川端　英雄（4） 伊木　敏和（2）
　　姫　　　路 宮本　　茂（2）
　　姫　路　南 柳川　芳廣（8） 小原　直人（6）
　　　　　　　 和田　長平（6） 梅本　伸昌（4）
　　姫　路　東 濵田　長伸（9） 堀江　徹成（2）
　　　　　　　 和田　　正（2）
　　神　　　崎 中塚　昌利（3）
　　赤　　　穂 井本　学明（2）
　　相　　　生 半田　　齊（4） 阿賀　慶彦（3）
　　　　　　　 栗尾　重德（2） 湊　　邦弘（2）
　　　　　　　 大川　幸矩（2） 大西　恒祐（2）
　　龍　　　野 森崎　嘉章（4） 永富　　靖（2）
　　上 郡 佐 用 井口　洋子（4）（5）

第1回米山功労者

　　尼　崎　東 礒田　雅司　　中田　雄久
　　尼　崎　西 住山　利恵　　髙野　克洋
  玉田　知規
　　川　　　西 神田　良一
　　西　　　宮 早瀬　利典　　松田　　隆
  中島　　清　　小渕　博之
  津久井　進
　　芦　　　屋 酒本　藤雄
　　甲　子　園 隔山　泰三
　　神　　　戸 福井　　要　　木村　卓哉
  西本　誠實　　高岡　浩三
　　神　戸　東 神田　孝平　　工藤　泰孝
  植村　浩史
　　神 戸 東 灘 池尾　浩之　　横田　勝年
　　神 戸 ベ イ 須藤　仁一
　　神 戸 西 神 森本　毅司
　　神戸モーニング 門脇　正英

　　明　石　東 三木　基司　　阪田　真也
  瀨川勝太郎　　岡田　良平
  大森　喜和
　　明　石　北 濱端　　俊　　岡田　芳男
　　加　古　川 吉田　実盛
　　加古川中央 濱田　宏晃　　井上　孝明
  山谷　　光
　　高 砂 青 松 松下　和雄
　　三　　　木 岡田　紹宏
　　小 野 加 東 田中　隆夫
　　北　　　条 岸本　正三　　内藤　正風
  仲田　五郎　　塩谷　耕司
  高橋　清文　　田中　俊宏
　　西　　　脇 金田　　実　　園田　純也
　　津　　　名 谷村　克也　　吉村　秀樹
　　あわじ中央 小浜　博紀
　　姫　路　南 蔦　　明憲
　　姫　路　西 北野　華織
　　姫　路　東 前川　隆嗣　　原田　博章
　　赤　　　穂 木虎　知己
　　豊　　　岡 川端　　強

準米山功労者（3万）

　　尼　崎　北 河原　顕誓　　富永　和慶
　　尼　崎　南 近藤　教敏　　島谷　　太
  杉村　英明　　越智　有一
　　西　　　宮 難波　光義　　坂戸　秀彰
　　西 宮 夙 川 松元　秀人　　松浦　康裕
　　神　　　戸 大和　陽二　　一瓢　　豊
  野澤　俊也　　尾野　俊二
  清水　規裕　　須藤　昭彦
　　　　　　　 山下　浩一
　　神 戸 東 灘 井上　勝正
　　明　石　東 松田　洋子　　宮崎　年容
　　加　古　川 平崎　泰彦　　髙見　徳男
　　加古川中央 兼松　和功　　三宅　伸介
  永井　敏幸　　玉川　英樹
　　加古川平成 網本　徹也　　藤田　一郎
  榊　　　誠　　鈴木　勝博
　　三　　　木 神澤　秀和　　河原　秀行
  松岡　丈二　　横尾加名子
　　小 野 加 東 藤原　篤司　　大橋　俊夫
  渡瀬　直哉
　　北　　　条 小田　岳人
　　姫　路　東 酒居　啓介

【50年ロータリー在籍】
　　尼　崎　西 田中　　毅
　　神　　　戸 松岡　通夫
　　神　戸　東 木下　　健　　小倉　宗夫
  執行　英毅
　　明　石　東 柏木　善平
　　北　　　条 西村　道也
　　姫　　　路 小倉　伸郎
　　龍　　　野 進藤　栄六

100％連続出席
【50年連続出席】
　　明　石　東 柏木　善平
　　北　　　条 西村　道也

【45年連続出席】
　　尼　崎　東 中井　　洋
　　加古川中央 川西　正廣
　　姫　路　東 濱田　長信
　　豊岡円山川 細川　　満

【40年連続出席】
　　尼　崎　北 村田　　守
　　柏　　　原 梅澤　正義
　　姫　路　東 森原啓一郎

【35年連続出席】
　　尼　崎　東 喜多　　敬
　　甲　子　園 井上　晃一
　　加　古　川 松﨑　正俊
　　西　　　脇 圓井　悦二
　　洲　　　本 井口　昌亮
　　南　淡　路 高見　慶彦　　竹谷　重弘
　　姫　路　西 野瀬　　操
　　姫　路　東 梅岡　一晴
　　豊岡円山川 生駒　和雄

【30年連続出席】
　　尼　崎　北 金澤　悦男
　　尼　崎　南 武田　俊彦
　　伊丹昆陽池 石橋　安雄
　　芦　屋　川 片岡　三朗　　寺内　設昭
　　神 戸 西 神 鶴井　孝文
　　明　石　東 山根　金造
　　高　　　砂 山名　克典
　　加古川中央 大西　隆二
　　北　　　条 原　　平和　　神田　哲茂
  定行　敏弘
　　西　　　脇 藤原　悦男
　　豊　　　岡 樫本　博光

【25年連続出席】

　　篠　　　山 小山　芳弘
　　神 戸 垂 水 鷲尾　太一
　　明　石　東 柏木　喜義　　伊藤　勝晧
  瀨川勝太郎
　　高　　　砂 覚野　成広　　片嶋　純雄
  信原　智彦
　　加　古　川 枝川　潤一　　米田　雅人
　　西　　　脇 藤本　武彦
　　姫　路　南 土井　達也　　壺阪　嘉彦
　　姫　路　東 久内麻佐行
　　神　　　崎 橋本新一郎　　小林　正一
　　赤　　　穂 井本　学明
　　相　　　生 大西　賢一
　　龍　　　野 谷口　幸三

【20年連続出席】

　　尼　崎　北 宮本　　毅
　　尼　崎　中 勝本　敏広
　　伊 丹 有 明 備藤　晋二
　　西　　　宮 犬塚　雅晴
　　篠　　　山 畑　　一弥
　　柏　　　原 髙橋　利明
　　神　　　戸 今津　由雄　　松岡　泰生
  太田　雅勝
　　神 戸 須 磨 宇賀　浩生
　　明　石　東 薮田　亘康
　　高　　　砂 中野　哲郎
　　加古川中央 宇田川　隆
　　小 野 加 東 北野　達郎
　　西　　　脇 大西　義文
　　津　　　名 伊木　敏和
　　神　　　崎 久斗　譲二　　渡邊　雅文

〔2019-20年度〕（対象期間：2019年7月1日～2020年6月30日） 〔2020-21年度〕

（対象期間：2020年1月1日～2020年12月31日）

ロータリー在籍

（対象期間：2018年7月1日～2019年2月28日）

表　彰

ロータリー財団地区奉仕賞

　　西 宮 夙 川 山本　正二
　　加古川中央 喜多　美雄
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参　加　者

■ご来賓
　　兵庫県知事   井戸　敏三
　　西脇市長   片山　象三
　　RI会長代理   水野　　功  東京飛火野
    三木　　明  姫路

　■地区内参加者
　●ガバナー、パストガバナー、直前ガバナー、ガバナーエレクト、ガバナーノミニー
　　ガバナーご夫妻   髙瀬　英夫・静子 　 西脇
　　パストガバナー   神木　　董 　 加古川
　　パストガバナー   松岡　通夫 　 神戸
　　パストガバナー   田中　　毅 　 尼崎西
　　パストガバナー   中嶋　邦明 　 甲子園
　　パストガバナー   赤木　文生  神戸東
　　パストガバナー   安平　和彦  姫路
　　パストガバナー   橋本　一豊  神戸須磨
　　パストガバナー   石井　良昌  尼崎西
　　パストガバナー   加藤　隆久  神戸
　　パストガバナー   宮本　　一 　 芦屋
　　パストガバナー   中村　尚義 　 洲本
　　パストガバナー   柴田　整宏 　 西宮夙川
　　パストガバナー   久野　　薫 　 神戸東
　　パストガバナー   石丸鐵太郎 　 神戸南
　　パストガバナー   大室　　イ� 　 宝塚武庫川
　　パストガバナー   滝澤　功治 　 神戸須磨
　　パストガバナー   丸尾　研一 　 神戸西神
　　パストガバナー   室津　義定 　 尼崎中
　　パストガバナー   瀧川　好庸 　 神戸西
　　パストガバナー   矢野　宗司 　 加古川中央
　　直前ガバナー   浅木　幸雄 　 神戸
　　ガバナーエレクト   吉岡　博忠 　 伊丹
　　ガバナーノミニー   阪上　栄樹 　 宝塚中

　●ガバナー補佐
　　尼崎グループガバナー補佐  吉川　壽一  尼崎
　　阪神第１グループガバナー補佐 黒田　建一  西宮イブニング
　　阪神第２グループガバナー補佐 久保　信彦  西宮恵美寿
　　阪神第３グループガバナー補佐 山内　利樹  篠山
　　神戸第１グループガバナー補佐 金田庄一郎  神戸東灘
　　神戸第２グループガバナー補佐 今田　学志  神戸西神
　　東播第１グループガバナー補佐 成田　晴義  明石
　　東播第２グループガバナー補佐 森　　隆志  加古川
　　東播第３グループガバナー補佐 三宅　成和  北条
　　淡路グループガバナー補佐  徳梅　明彦  あわじ中央
　　西播第１グループガバナー補佐 波多野芳則  神崎
　　西播第２グループガバナー補佐 伊藤　充弘  龍野
　　但馬グループガバナー補佐  小山　克志  和田山

　●地区内71クラブ　会員の皆様

（敬称略）

　　直前RI理事
　　ロータリー財団管理委員会　特別アドバイザー
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故　奥井秀樹　氏（神戸）
享年60

故　美﨑教正　氏（神戸六甲）
享年89

故　本川英暁　氏（神戸ベイ）
享年66

故　平井裕子　氏（尼崎中）
享年59

故 落合英樹　氏（加古川）
享年59

故 服部槇雄　氏（川西猪名川）
享年85

故 大久保久能　氏（尼崎北）
享年73

故　飯山嘉昭　氏（神戸西）
享年86

故　山口嘉和　氏（川西猪名川）
享年85

故　猪飼行諦　氏（明石東）
享年62

享年80
故　山村俊郎　氏（尼崎）

故　宍戸　元　氏（川西猪名川）
享年89

故　比屋根毅　氏（芦屋）
享年83

故　永井達也　氏（明石北）
享年64

故　上木義信　氏（加古川）
享年75

故 瓦井敏之　氏（姫路西）
享年75

故　川端英雄　氏（津名）
享年68

故　森田　卓　氏（神戸垂水）
享年87

故　水野康朗　氏（尼崎西）
享年80

故　風川四郎　氏（西宮恵美寿）
享年84

故　井川利彦　氏（宝塚武庫川）
享年89

故　堀　弘二　氏（宝塚中）
享年87

大会役員
　　ガバナー  　髙瀬　英夫　　西脇
　　代表幹事  　齋藤太紀雄　　西脇
　　大会実行委員長 　井村　正身　　西脇
　　大会実行副委員長 　中田　善大　　西脇
　　大会実行副委員長　　藤阪　光一　　西脇

大会登録委員会
　　委員長  　矢納　利夫　　西脇
　　副委員長  　渡會　英明　　西脇

大会信任状委員会
　　委員長  　　瀧川　好庸　　神戸西（浅木直前ガバナー代理として）
　　委　員  　　吉川　壽一　　尼崎
　　　   　　黒田　建一　　西宮イブニング
　　　   　　久保　信彦　　西宮恵美寿
　　　　  　　山内　利樹　　篠山
　　　　  　　金田庄一郎　　神戸東灘
　　　　  　　今田　学志　　神戸西神

大会決議委員会
　　委員長  　　矢野　宗司　　加古川中央
　　委　員  　　成田　晴義　　明石
　　　　  　　森　　隆志　　加古川
　　　　  　　三宅　成和　　北条
　　　　  　　徳梅　明彦　　あわじ中央
　　　　  　　波多野芳則　　神崎
　　　　  　　伊藤　充弘　　龍野
　　　　  　　小山　克志　　和田山

地区資金委員会
　　委員長  　　蘆田　裕三　　西脇
　　委　員  　　土井　正孝　　神戸
　　　　  　　池信　秀明　　伊丹

ガバナー指名委員会
　　委員長  　　丸尾　研一　　神戸西神
　　委　員  　　室津　義定　　尼崎中
  　　瀧川　好庸　　神戸西
  　　矢野　宗司　　加古川中央
  　　浅木　幸雄　　神戸

故　藤田一郎　氏（三木みどり）
享年70

故　前川秀一　氏（西脇）
享年72

（グループ順・名誉会員を含む　2020.1.1～12.31）

物故会員大会役員・大会特別委員会 ありし日のお姿を偲び
謹んで心から哀悼の意を表します
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会長・幹事会/大会特別委員会

本会議並びに大会プログラム委員会

受　付

広報・記録誌委員会

友愛の広場・展示委員会

救　護

会　計

　　委 員 長　 和田　良勝
　　副委員長　 吉田　康志
　　委　　員　 藤本　武彦
　　　　　　　 来住　周亮

　　委 員 長　 高瀬幸一郎
　　副委員長　 園田　純也
　　委　　員　 大西　義文
　　　　　　　 西山　孝彦
　　　　　　　 竹内　伸吾
　　　　　　　 村上　康憲

　　委 員 長　 藤阪　光一
　　副委員長　 生田　　悟
　　委　　員　 八馬　康祐
　　　　　　　 藤井　俊伸
　　　　　　　 北川　　功
　　　　　　　 藤井　治幸
　　　　　　　 篠　　亮介

　　委 員 長　 赤井　浩起
　　副委員長　 渡會　英明
　　委　　員　 嶋田　幸直

　　委 員 長　 中田　善大
　　副委員長　 足立　達明
　　委　　員　 藤原　悦男
　　　　　　　 數原　泰三

　　委 員 長　 来住　泰幸
　　副委員長　 南　　久雄

　　委 員 長　 蘆田　裕三
　　副委員長　 伊達　惠一

永谷　　敏
東口　喜樹
　　

井上　勝彦
藤井　雅浩
後藤　直樹
笹倉　照暉

圓井　悦二
福谷　信夫
田井　三治
細田　俊之

有田　幸展

ガバナー
髙瀬　英夫

代表幹事
齋藤太紀雄

会　長
矢納　利夫

幹　事
渡會　英明

チームリーダー
齋藤太紀雄

金鹿　　功
前田　光教
仲田　五郎
矢納　利夫
生友　勝幸

（西　　脇）

（三　　木）
（小野加東）
（北　　条）
（西　　脇）
（三木みどり）

大会実行委員長
井村　正身

大会副実行委員長
中田　善大
藤阪　光一

大会登録委員会
委 員 長　矢納　利夫
副委員長　渡會　英明

総務渉外委員会
金田　　実

大会実行委員会組織

49



　地区大会記録誌発行にあたり、関係者の皆様、ご協力ご助力いただきました皆様に
厚く御礼申し上げます。
　本年度、地区大会が会員家族懇親会、ロータリーファミリーの集いなど多くのプロ
グラムを中止し、縮小開催となりましたこと、多くの皆様に登録いただいていたにも
拘らず年初の緊急事態宣言発令に伴い、急遽ZOOMオンラインミーティング（大会
特別委員会、会長・幹事会）とYouTub eでのライブ配信（本会議）に切り替えさせ
ていただきましたこと、心よりお詫び申し上げます。
　COVID-19禍という大きな難題に、井村大会実行委員長を中心に西脇ロータリーク
ラブ会員一丸となり、準備・開催させていただきました。今までにない形での地区大会を
無事に開催できましたこと、一人の感染者も出さなかったことに安堵しております。また
感謝の気持ちでいっぱいです。
　大会開催にあたり、何かと不手際、至らぬ点も多々あったかと存じますが、ロータリー
の友情に免じ、ご容赦いただければ幸いです。
　最後になりましたが、社会環境が目まぐるしく変化する中、当地区の大会が次年度以
降、益々発展し盛大に開催されますことをご祈念申し上げます。
　ありがとうございました。

広報・記録誌委員会 委員長  赤井 浩起（西脇）

国際ロータリー第2680地区  2020-21年度

地区大会記録誌
発　行　　2021年5月31日
発行者　　国際ロータリー第2680地区　大会実行委員会
　　　　 （西脇ロータリークラブ）
編　集　　広報・記録誌委員会
印　刷　　菱三印刷株式会社

（2021年3月8日（月）神戸新聞朝刊掲載記事）

〔 編 集 後 記 〕
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地区大会記録誌

〔日時〕2021年3月6日㈯・7日㈰
〔場所〕神戸ポートピアホテル

　大会特別委員会：オンラインミーティング
　会 長・幹 事 会：オンラインミーティング
　本　　会　　議：ライブ配信

【 ホストクラブ 】

西脇ロータリークラブ

【 コ・ホストクラブ 】

三木ロータリークラブ
小野加東ロータリークラブ

北条ロータリークラブ
三木みどりロータリークラブ
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〒650-0046  神戸市中央区港島中町6-10-1
神戸ポートピアホテル本館7階722号室
 078-304-2680　 078-304-2681

 rid2680@abelia.ocn.ne.jp
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